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インターネツトによる「お客様登録 J のお願い 


http://www.pioneer.co.jp/support 

このたびは興社製品をお買い上げいたださ、まことにありびとラございました。 

興社では、お買い上げいただいたお客様に「お客様登録」をお願いしています。 

上記アドレスからご登録いただくと、ご使用の製品についての重要なお知らせなどを 
お届けいたします。 

なお、興社ホームページの上記アドレスは、困ったとさのよくある質問やさ種お問い 
合わせ先の案内、カタ□グや取扱説明書の閲覧など、お客様のお役に立てるサービス 
の提供を目的としたページです。 


取巧説明書 


ホ—ムシアタ—入門る部のを抑接続昼本操作応用操作設定いろいろな機能リモコン参ち/巧術資料困つたと宝 



準備 


まを上のご注意 


♦ををにお使いいただくために、必ずお守りください。 

♦ご使用の前にこの r を全上のごま意」をよくお読みのラえ、正しくお使いください。 


この取扱説明書および製品への表示は、製品をま全に 
正しくお使いいただを、あなたや他の人々へのを害や 
財産への損害を未然に防止ずるために、いろいろな絵 
表示をしていまず。その表示と意味は次のよラになっ 
ていまず。 

内容をよく理解してか5本夕をお読みください。 

A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人が 
死こまたは重傷を負ラ可能性び想定されるの客を示し 
ていまず。 

A ミ主意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人が 
損害を負ラ可能性が想定されるの容および物的損害の 
みの発生が想定されるの客を示していまず。 


給表示の例 

A A 記号は注意(警告を含む）しなければな目 
ない内客であることを示していまず。 

図の中に具体的なミち意内客庙図の場合は感 
電注意)が描かれていまず。 

0記号は禁止(やってはいけないこと)を示 
していまず。 

図の中や近くに具体的な禁止の客(左図の場 
合は分解禁止)び描かれていまず。 

♦ 記号は行動を強制したり指示ずる内容を 
示していまず。 

図の中に具体的な指示内客(左図の場合は電 
源プラグをコンセントか5巧け)が描かれて 
いまず。 
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A 警告 


異常時の処置 


を 


♦ 万一煙び出ている、変なにおいや音びする 
などの異常状態のまま使用すると火災•感 
電の原因となります。すぐに機器本体の電 
源スイツチを切り、必ず電源プラグをコン 
セントか5抜いてください。煙げ出なくな 
るのを確認して販売店に修理をご依頼< 
ださい。お客様による修理は危険ですか5 
絶対おやめください。 


を 


♦ 万一内部に水や異物等び入った場合は、ま 
ず機器本体の電源スイツチを切り、電源プ 
ラグをコンセントか5抜いて販売店にご 
連絡 < ださい。そのまま使巧すると火災 • 
感電の原因とな0ます。 


0 

Q 



• 万一本機を落とした0、カバーを破損した 
場合は、機器本体の電源スイツチを切り、 
電源プラグをコンセントか5抜いて販売 
店にご連絡ください。そのまま使用すると 
火災•感電の原因となります。 


設置 


0 


を 


♦ 電源プラグの刃および刃の付近にほこり 
や金属物び付着している場合は、電源プラ 
グを抜いてから乾いた巧で取り除いてく 
ださい。そのまま使用すると火災•感電の 
原因となります。 


• 電源コードの上に重いものをのせたり、 
コードが本機の下敷きにな5ないよラに 
して<ださい。また、電源コードび引っ張 
5れないよラにしてください。コードび傷 
ついて、火災•感電の原因となります。コー 
ドの上を敷物などで覆うことにより、それ 
に気付かず、重い物をのせてしまうことび 
お0ます。 

• 放熱をよくするため他の機器、壁等か5間 
隔をと0、またラツクに入れる時はすさ間 
をあけてください。また、次のよラな使い 
方で通風孔をふさがないでください。内部 
に熱びこもり、火災の原因となることがあ 
ります。 

あおむけや横倒し、逆さまにする。 

^押し入れなど、風通しの悪い狭いところ 
に押し込む。 

-►じゅラたんやふとんの上に置く。 
テーブルク□スなどをかける。 

♦ 着脱式の電源コード(インレツトタイプ） 
が付属している場合のごま意： 

付属の電源 コー ドはこの機器のみで使用 
することを目的とした専用部品です。他の 
電気製品ではご使用になれません。他の電 
気製品で使用した場含、発熱により火災- 
感電の原因となることびあります。また電 
源 コー ドは本製品に付属のわの外は使 
巧しないで<ださい。他の電源コードを使 
巧した場合、この機器の本来の性能び出な 
いことや、電流容量不足による発熱か5火 
災•感電の原因となることびあります。 










準備 


使用援境 



この機器に水び入ったり、城らさないよう 
にごを意 < ださい。火災•感電の原因とな 
0ます。雨天、降雪中、海岸、水辺での使用 
は特にごを意ください。 



風呂場•シャワー室等では使用しないでく 
ださい。火災•感電の原因とな0ます。 


0 

(D 


本機の通風孔などか!5、内部に金属類や燃 
えやすいちのなどを差し込んだり、落とし 
込んだ0しないでください。火災•感電の 
原因とな0ます。特にお子様のいるご家庭 
ではごを意くださし、。 

本機のカノ く一を外したり、改造したりしない 
でください。内部には電圧の高い部分びあ 
り、火災•感電の原因とな0ます。内部の点 
検•整備•修理は販売ちにご依頼ください。 




表示された電源電圧（交流1日0ボルト 
已日/目0 Hz)!； ■(かの電圧で使用しないで 
ください。火災•感電の原因となります。 


0 


この機器を使用でさるのは曰本国内のみで 
す。船舶などの直流の C) 電源には接続し 
ないでください。火災の原因となります。 


使巧方法 


0 


電源コードを傷つけたり、加工したり、無理 
に曲ブたり、ねじったり、ひっぱったり、力臟 
したり しないでください。コードび贼員して 
火災•感電の原因とな0ます。コードび傷ん 
だら(芯線の露出、断線など)、，服売店に交換 
をご■(衣頼ください。 




雷び鳴り出したらアンテナ線や電源プラグ 
には触れないでください。感電の原因となり 
ます。 



本機の上になびん、植木鉢、コップ、化粧 
品、薬品や水などの入った容器またはルさ 
な金属物をおかないで < ださい。こぼれた 
り、中に入った場合、火災•感電の原因とな 
0ます。 



城れた手で(電源)プラグを抜さ差ししな 
いで < ださい。感電の原因となることがあ 
0ます。 


Q 


製品に付属の動^]ンセントロま、そのパネ 
J レおよび取扱説明菌こ表示された容量を超 
える消費電力を持つ電気機器を接続しない 
でくださし'!。火災の原因となります。 
電熱器具、ヘアードライヤー、電磁調理器な 
どは接続しないで < ださい。また表示してあ 
る電力じ(内であっても、霞原を入れた蹄こ大 
電流の流れる機器などは接続しないでくだ 
さし、。 


A 注意 


設置 



電源プラグはコンセントに根元まで確実 
に差し込んでください。差し込みび不完全 
ですと発熱した0、ほこりび付着して火災 
の原因となることびあります。また、電源 
プラグの刃に触れると感電することびあ 
0ます。 


A 


キャスター付きの場含にはキャスター止 
めをして<ださい。動いたり、倒れた0し 
てけびの原因となることびあります。 


A 


テレビ、オーディオ機器、スピーカー等に 
機器を接続する場含は、各々の機器の取扱 
説明書をよく読み、電源を切り、説明に 
従って接続してください。また、接続は指 
定のコードを使用してください。 


Q 


電源プラグは、根元まで差し込んでもゆる 
みびあるコンセントに接続しないでくだ 
さい。発熱して乂災の原因となることがあ 
0ます。販売店や電気工事店にコンセント 
の交換を依頼してください。 


Q 


ぐ5ついた台の上や傾いたところなど不 
安定な場所に置かないでください。落ちた 
0、倒れたりしてけびの原因となることび 
おります。 


0 


本機を調理台や加湿器のそばなど油煙、湿 
気あるいはほこりの多い場所に置かない 
でください。火災•感電の原因となること 
びお0ます。 


A 


電源を入れる前には音量を最ルにしてく 
ださい。突然大きな音びでて聴力障喜など 
の原因となることびあります。 


Q 


♦ 本機の上に重いものや外枠か5はみ出る 
よラな大きなをのを置かないでくださし、。 
バランスびくずれて倒れたり、落下してけ 
びの原因となることがあ0ます。 


0 


本機の上にテレビを置かないでください。 
放熱や通風が巧げ5れて、火災や故障の原 
因となることびあります。(取扱説明書でテ 
レビの設置を認めている機器は除きます。） 
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準備 


異常時の処置 


Q 


電源プラグを抜く時は、電源コードを引っ 
張らないでください。コードび傷つき火 
災•感電の原因となることがあ0ます。必 
ずプラグを持って巧いて < ださし、。 


0 


電源コードを熱器具に近づけないでくだ 
さい。]-ドの被ふくび溶けて、火災•感電 
の原因となることびあ0ます。 


を 


移動させる場合は、電源スイッチを切り必 
ず電源プラグをコンセントか5抜さ、外部 
の接続コードを外してから、巧ってくださ 
い。コードび傷つさ火災•感電の原因とな 
ることがあ0ます。 


為 


お子様げカセツトテープ、ディスク挿入 □ 
に、手を入れないよラにご注意ください。 
けがの原因になることびあります。 


A 


へッドホンをご使巧になる時は、音量を上 
げすざないよラにごま意ください。耳を刺 
激するよラな大さな音量で長時間続けて 
聞くと、聴力に悪い影響を与えることがあ 
ります。 



旅行などで長期間、ご使巧にな5ない時は 
安全のため必ず電源プラグをコンセント 
から抜いてください。 


電池 


0 


本機の上にテレビやオーディオ機器を載 
せたまま移動しないでください。倒れた 
り、落下してけびの原因となることびあり 
ます。重い場含は、持ち運びは2人政上で 
行ってください。 




指定]^:>(がの電池は使用しないでください。 
また、新しい電池とちい電池を混ぜて使用 
しないでください。電池の破裂、液をれに 
よ0、火災•けびや周囲を巧損する原因と 
なることびあります。 


A 


m アンテナエ事には技術と経験び必要です 
ので、販売店にご相談ください。 

^送配電線か5離れた場所に設置してくだ 
さい。アンテナび倒れた場合、感電の原因 
となることがあ0ます。 

一目 S ， C S 放送受信巧アンテナは強風の影 
響を受けやすいので、堅固に取0つけてく 
ださし、。 


0 


♦ 窓を閉め切った自動車の中や直射日光が 
当たる場所など異常に温度び高<なる場 
所に放置しないでください。火災の原因と 
なることがあります。 


A 


電池を機器内に挿入する場合、極性表示(プ 
ラス (+) マイナス (一) の向を）にま意し、表 
お通りに入れてください。間違えると電池 
の破裂、液ちれにより、火災 • けびや周囲を 
巧損する原因となることびあります。 



長時間使用しない時は、電池を取り出して 
おいて < ださい。電池か5液がちれて乂災、 
けび、周囲をミち損する原因となることがあ 
ります。もし液びもれた場合は、電池ケース 
についた液をよくふさとってから新しい電 
池を入れてください。また万一、ちれた液び 
身体についた時は、水でよく洗い流してく 
ださい。 


使用方法 


0 


ディスクを使用する機器の場合、ひび割 
れ、変形、または接着剤などで補修した 
ディスクは使用しないでください。ディス 
クは機器巧で高速回転しますので、飛び 
散ってけがの原因となることびあります。 


Q 


• レーヴーを使用している機器では、レー 
ヴー光源をのぞきこまないでください。 
レーヴー光び目に当たると視力障害を起 
こすことびあります。 




♦ 長時間音び歪んだ状態で使わないで<だ 
さい。スピーカーび発熱し、火災の原因と 
なることびあります。 


Q * 本機に乗ったり、ぶら下がったじしないで 
ください。特にお子様はごを意ください。 
倒れた0、こわれたりしてけびの原因にな 
ることがあ0ます。 


0 


電池は加熱したり分解したり、火や水の中 
にいれないでください。電池の破裂、液ちれ 
により、火災、けびの原因となることびあり 
ます。 


保守•点巧 


A 


• 己年に一度くらいは内部の掃除を,服売ちな 
どにご相談ください。内部にほこ0びた 
まったまま、長い間掃除をしないと火災や 
故障の原因となることびあります。特に湿 
気のをくなる梅雨期の前に行ラとより効果 
的です。なお掃除費用については販売店な 
どにご相談ください。 


を 


• お手入れの際は安全のために電源プラグを 
コンセント占、!5抜いて行ってください。 
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付属品を確認する 


準備 




セツトアップ用マイク 



単3あ乾 載 也に本) 
(IEC R 6 P ) 


• 保証書 

• 取扱説明書(本書) 


設置について 



放熱のため、本機の上に物を置いたり、 
布やシートなどを被せた状態でのご使用 
は絶対におやめ<ださい。異常発熱によ 
り故障の原因となる場をがあります。 
ラックなどに設置する場をは、上部に 
20 cm が上空間をあけてください。 



リモコンに電池を入れる 


■ VSX -91 已 





電池を誤って使用すると、液漏れしたり破裂する危険性びあります。下の点につ 
いて特にごま意ください。 


• 新しい乾電池と一度使用した乾電池を混ぜて使用しないでください。 

• 乾電池のプラスとマイナスの向さを電池ケースの表示どおりに正しく入れてください。 

• 乾電池には同じ形状でち電圧の異なるちのがあります。種類の違う乾電池を邁ぜて使用しないでください。 

• 長い間 （1 力月上） U モコンを使用しないときは、電池の液漏れを防ぐため、乾電池を取り出してください。 

液漏れを起こしたときは、ケース内についた液をよく拭き取ってから新しい乾電池を入れてください。 

• 不要となった電池を廃棄する場合は、各地ち自治体の指示(条例）に従って処理して<ださい。 


Ov • U モコンの操作範囲が極端に狭くなってさたら、電池を交換してください。 

•電池を交換する際は、なるべく己分臥内に行ってください。それ政上では、 U モコンの設定が 
解除される可能性があります。再度 U モコンの設定を行ラ場合は、「他機器を操作するための 
U モ]ン設定」をご覧ください ( VSX - 日1已一84ぺ一义 VSX - 己]己一8日ぺージ)。 
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リモート]ント□-ル （ VSX -91 已) 

アンプコント□-ル部 . 

チューナーコント □- ル部 . 

テレビ/他機器コント□ール部…. 
リモート]ント□-ル （ VSX - 日1已) 

アンプコント□-ル部 . 

チューナーコント n —ル部 . 

テレビ/他機器コント□-ル部…. 

フ□ントパネル . 

フ□ントパネル下部 . 

フ□ントパネル表示部 . 

リアパネル . 

接続コー问こついて . 


を機器の接続 


スピーカーの接続 . 28 

映像機器の接続について 

(パイオニアビデオコンバーター) . 29 

TV (モニター）の接続 . 30 

DVD プレーヤーの接続 . 30 

已 . Ich アナ□グ接続 . 31 

DVD レコーダーやビデオデッキの接続 . 31 

前面端テを使った接続 （ VSX -91 日のみ） . 32 

目 S / CS / 地上デジタルチューナーの接続 . 32 

アナ□グ音青機器の接続 . 33 

デジタル音声機器の接続 . 33 

アンテナの接続 . 34 

外部アンテナの接続 . 34 

電源コードの接続 . 3已 


基本操作 


基本再生 . 36 


本機の特長〜こんなことびでをます〜 . 8 


ホームシアター乂巧 


ホームシアター入門 . 9 

ステップ]接続する . 10 

ステップ2再生する . 12 

ステップ3設定する . 13 

困ったとさく QSiA >. 18 


を部のち抑とはた5を 


応用操作 


マルチチャンネル入力の再生 . 42 

アナ□グ入力信号の歪みを低減する . 42 

リスニングモードのオプション機能 . 43 

□□PRO LOGIC llx MUS にモードに 

音響効果を加えて調整する . 43 

Neo : 目 MUS にモー问こ 

音響効果を加えて調整する . 44 

ADVANCED SURROUND モードの 

効果を調整する . 44 

スピーカーの出カレベルを調整する . 45 

バーチャルサラウンドバックモードの選択 . 4已 

便利な音声再生のための機能 . 46 

ルさな音でち聴さ取0やす < する 

(ミッドナイト/ラウドネス） . 46 

セリフやボーカルの音ををね立たせる 

(ダイア□グエン八ンス^ン h ) . 47 

ステレオ再生時の低音/高音を調整する 

( I ンコント □- ル） . 47 

その他の機能 . 48 

消音 ( MUTE ) . 48 

表お部の明るさ調整 {：FL DIMMER ). 48 

スリープタイマーの設定 （ SLEEP ) . 48 

スピーカーシステム 

A / 巨の切0換え （ VSX -9] 已のみ） . 49 

ヘッドホンを使う . 已日 

録音/録画をする . 已日 

ラジオ放送を聞く . 已] 

放送の受信のしかた . 已] 

周波数を直接入力して選局する 

(ダイレクトアクセスチューニング） . 已2 

FM の受信状態び悪いとき （ MPX モード） . 已2 

放送局を記憶する（ステーション方モリー） . 已3 

記憶した放送局を呼び出す . 已4 

放送局に名前をつける（ステーションネーム） ..... 已己 


設定 


簡単設定 ( QU に K SETUP ). 已曰 

システムセットアップについて . 已8 

システムセットアップの設定項目一賣 . 已8 

MCACC の詳細と効果 . 曰9 
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本機の特長 


〜こんなことびでをます〜 


高音質-多機能な本機 VSX - 已]日/91日の主な特長をまとめました。 r 本書の掲載ページ」に進むと、それぞれの機能や 
操作を楽しんでいただけます。 


1)MCACC を搭載 

聴感のみでは正確な調整が難しいマルチチャンネル 
(サラウンド）の設定を自動化しました。レコーディ 
ングスタジオの現場で行われる調整技術を家庭内で実 
現するため、音場を正確に測定し、チャンネル間の空 
間情報の歪みを補正します。 


ツ1最先端デジタル音声フオーマットに 
夕対応 

「Dolby Di 呂 ital Surround EX」、「DTS - ES 」、 
「DTS 96/24 J.「MPEG - 2 AACJ(BS デジタル/ 
地上波デジタル)、 rWMA 日 Pm 」などのデジタル音 
声フ オー マットに対応したデコーダーを搭載。さま 
ざまな音声フ オー マツトを、ご家庭で臨場感豊かに 
再生することができます。 


3バラエティー豊かなホームシアター 

^'' 豊富な U スニングモードに加え、ミツドナイト/ラウ 
ドネスモードやダイア□グエン八ンスメント機能など 
便利な音声再生のための機能ち充実しています。 


4その他の主な特長 

を彩なスピーカーシステムの構築*1 

スピーカーがバイワイヤ対応であれば、バイアンプ 
接続により高品位な再生が楽しめます。また、別の場 
所でステレオ再生をお楽しみいただくこともできま 
す。 

ドルビープ□□ジック Mx、DTS Neo : 巨回路搭載 

ステレオ音声やドルビーサラウンド音声で収録された 
ソフトをマルチチヤンネルサラウンドで巧生します。 

.パイオニアビデオコンバーターを搭載*1 

映像コード接続の自由度が広がり、伝送□スのかな 
し、接続を可能にします。 

•マルチコント□-ルリモコンを付属 
•省エネルギー設計 

待機時消費電力 0.4 曰 W の省電力設計です。 

*1VSX- 日 15 のみ 




本書の掲載ページ 

P.13 

「サラウンドの自動設定 
(A MCACOJ 

R41 

「アコースティックキヤ U ブレー 
シヨン EQ (周波数特性の補正の選 
択)」 




P.94 

「サウンドフォーマツトについて」 


〇 


P.38 

「リスニングモードの選が」 

P.46 

「便利な音声再生のための機能」 


ご> 


P.78 

「スピーカーの応用接続」 


〇 

〇 


R94 

「サウンドフオーマツトについて」 

R30 

「映憬機器の接続について」 


MCACC(Multi Channel ACoustic Calibration svstem) とは 

パイオニアのアンプとしての設計思想であるマルチチャンネルステレオフォニック思想を深化させるラえで、実 
隙の制作現場の技術者へのヒアリングを国内が問わず、徹底的に巧ってさました。その中から、特に映画制作の 
スタンダードを確立したルーカスフィルム社と、音楽レコーディング業界の最高峰エアースタジオ社（ロンドン） 
の技術陣営との対話か5、特にこれまで現実が困難であったアコースティックな環境補正を巧ラために、「一般家 
庭でわ簡単かつ高精度にスタジオと同等の調整を行えること」を目標として、当社研究所で4年の歳月をかけて開 
発したのび、 MCACC(Mum Channel ACoustic Calibrati 日 n system ) です。この機能により、本機ではスタジ 
才環境に近似した高精度な音場の自動解析処理と最適補正を巧能としました。 











まずはほつてみましよう 


ホームシアター乂 P 3 


本章「ホームシアター入門」をご覧いただくだけで、簡単にマルチチヤンネル再生を楽しむことびできます。 


f な另;巧） 接続ずる . 「テレビ/ DVD プレーヤーとの接続」 r スピーカーとの接続」 

ツでが兰 再生する .「 DVD のサラウンド再生」 

な贡;^ 設定する .「 A . MCACC (サラウンドの自動設赵」 

^困ったとき ( QSA ) _ 


7ルチチヤンネルサラウンド再をとは 


3本じ让のスピーカーで多チャンネル再生することを指します。音場の立体感や移動感び増し、迫力ある臨場感び期待で走 
ます。 

©ドルビーデジタルまたは DTS サラウンドなどのマルチ ch ソフトを再生ずる場含 

マルチ ch ソフト（曰. Ich 収録び一般的）には香チャンネルに独立した音声び収録されているため、忠実な己.] ch 再生で 
わ十分な立体感び得5れますび、色々なモードとの組み合わせにより、最大 7.1 ch での臨場感あふれる再生わ可能で 
す。この再生をするにはデジタル接続び必要です。 

② CD またはドルビーサラウンドなどの吕 ch (ステレオ）ソフトを再生ずる場合 

ソフトび 2 ch 収録の場含でち、ドルビープ□□ジック IIX や Neo : 日技術などを施すことで、最大 7. 1 ch での再生び可能 
です。ソフトの内容やお好みにマッチしたモードを見つけることを、ホームシアターの醒酬味です。 



广 DVD ソフトの音青記録方式(フォーマツト)を知るには？- 

多くの DVD ソフトでは、パツケージ属風にじ(下のように表示されています。 ] 枚のディスクに 
2〜3種類の音声が収録されていることがをく、聴く音声を選ぶことがでさます。 


城） 

1. 英 

語（巳. Ich サラウンド） 

1 】[11 DOLBY 1 

DIGITAL 


2. 日本語（ドルビーサラウンド） 

nr II DOLBY SURROUND 1 

DIGITAL 


3.英 

語 （ DTS 己. Ich サラウンド） 

四 

SURROUND 

収録音声数 


記録方式 

音声記録ち式(フォーマット) 


ホ—ムシアタ—入門 


ドルビーデジタルは DVD の標準音声フォーマツトであるため、単に「已 . 1 ch サラウンド」と記載されている場合は、 
「ドルビーデジタル(日.1 ch )」 であることを示します。 
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■光ファイイ(ーケーブル/同軸ケーブル 

-急な角度に折り巧ばないで<ださい。保管 
するとをは、直径び]曰 cm じ(上になるよラ 
にして < ださい。 

-接続の際は端子の向さを合わせてしっかり 
奥まで差し込んでください。誤った向をで 
むりやり挿入すると、端テび変形し、ケー 
ブルを抜いてちシャッターび閉まらなくな 
ることびあります。 


光フアイパ'—ケーブル 







■ビデオコード 

一般的な映像用コードで、 
コンポジツトフオーマット 
の映像信号を伝送します。 


ビデオコード 


グ 


まずはほつてみましよう 


スブッで巧続する 


機器の接続を行ラ場合には、必ず電源を切り、電源コードをコンセントから抜いてください。 
接続図のリアパネルは VSX - 日1己ですが、 VSX - 己 1 己を同じように接続することができます。 


テレビ/ DVD プレーヤーとの接続 


ドルビーデジタル配晋^や DTS 踪 i といったマルチチャンネル音声の再生にはデジタル接続が必要です。 

接続の前に、別売のビデオコード吕本、光ファイバーケーブル(または同軸ケーブル ）1 本をご用意ください。 

同軸ケーブルで接続した場合は設定の変更が必要となります。詳しくは r デジタル入力の設定」（一73ページ)を 
ご覧 < ださい。 


一光ファイバーケーブル（推奨) 
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まずはほつてみましよう 


スピーカーとの接続 


7本のスピーカーとサブウーファーをつないだ例です。「ステップ3 設定する」まで行ラことで、（サラウンドバック 
やセンタースピーカーびない場合でち）お持ちのスピーカーに応じたサラウンドサウンドび楽しめます。 

接続には、市販のスピーカーコードとオーディオコードをご使用ください。 



[VSX-915] 


サラウンドバックスピーカーを1本のみ接続ずるときは L ( Sin 呂 le ) 
端モ側に接続してください。 


[VSX-515] 


サラウンドバックスピーカーを1本のみ接続するとさは r スピー 
力一の接続」卜28ぺージ)をご覧になり接続を巧ってください。 


■ SPEAKER (スピーカー)端子 


① 




①線をねじる。 

③スピーカー端テをゆるめ、ス 
ピーカーコードを差し込む。 
③スピーカー端テを締め 
つける。 


バナナプラグを接続すること 
ちできます(詳しくはプラグの 
説明書をお読みください。） 




インピーダンスが日£2〜] 6^^のスピーカーをご使用<ださい。 

スピーカーと本機の +/- を合わせて正しく接続してください。 

スピーカーコードを接続するときは、芯線をしっかりねじり、スピーカー端テからはみ出してい 
ないことを確認してください。芯線が U アパネルに接触したり、 +/- が接触すると保護回路が 
働いて電源がスタンバイ状態になることがあります。 


ホ—ムシアタ—入門 
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まずはほつてみましよう 


スブッブ3再生する 


つないだ DVD プレーヤーにディスクをセツトして、サラウンド再生をします。 

DVD のサラウンド再を 


1 

本体の電源コードをつないで、電源を入れる。 

の STANDBY / ON ボタンを巧して電源を ON にします。 

(サブウーファーをつないでいる場合は、電源を入れて音量を適度に上げておさまず。） 

2 

テレビの電源を入れ、テレビの入力切換を本機の出力映像が表示されるように設定する。 

たとえば、本機の MONITOR OUT 端子と接続しているテレビの入力び r ビデオ1」の場合は、テレビ 
の入力を「ビデオ1」に切り換えます。 

3 

DVD プレーヤーの電源を ON にずる。 

4 

本機の DVD / LD ボタンを巧して、本機の表示を 「 DVD / LD 」 にずる。 

SIGNAL SELECT 表示が DIGITAUAUT 日)になっていることを確認してください。 

表示が ANALOG になってし、たら SIGNAL SELECT ボタンで D に ITAL ( AUTO ) に切り換えます。 

5 

AUTO SURR •インジケーターが点'なしていることを確認ずる。 

点灯してしげぶしときは ST / D 旧 ECT/AUTO SURR ボタンをホ甲して AUTO SURROUND を選び、 
AUTO SURR . インジケーターを点灯させます。 


6 DVD を再生ずる。 

再生ずる前に DVD プレーヤー、 DV □ソフトのお認をしてください。 


① DVD プレーヤーのデジタル出力 

ドルビーデジタル、 DTS 、 および9日 kHzPCM の音声信号び出力されるよラに設定してくださし、。 
※本機は MPEG 音声に対応していません。 PCM 音声び出力されるように設定してください。 

感 DVD ソフトの音声の巧認 

DVD ソフトのメニュー画面や DVD プレーヤーの音声切換操作で音声(已 .1 ch サラウンドまたはド 
ルビーサラウンドなど)を逞んでください。 

CD などの場合はステレオに ch ) 再生になります。 



適当な音量になるまで MASTER VOLUME を回して音量を調壁ずる。 



8 サラウンド再生はできましたか？それでは次ぺージの「ステップ3設定する」に進みま 
12 す。ワンランク上のサラゥン偶生のための、設定をしてみましけ。 



























































まずはほつてみましよう 


八ワード 
サブウーファ 
センター ( SW ) 

スピーカーに） 



スピーカーを ( L ) 


サラウンド 
スピーカーを ( LS ) 


U スニングポジション 
(耳の位置)に王脚や台などを 
使って設置します。 


サラウンド 
スピーカーち ( RS ) 


サラウンドバック 
スピーカーち ( S 己 R ) 


サラウンドバック 
スピーカーを ( SBL ) 
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セットアップ用マイク 


\ 


メモ 

付属のセットアップ用マイクを TV モニターの近くに 
置いてオートセツトアップを行わないでください。 


サラウンドの自動設定 ( A . MCACC ) 


本機のオートセットアップでは従来のマニュアル調整では難し 
かったさまざまな設定を、自動で高精度に測定、設定することが 
でさます。スピーカーから出力されるテスト!-ーンを付属のセッ 
トアップ用マイクで測定し、解析します。測定項目と全体の流れ 
はち記のとおりです。 


サラウンドバックチヤンネ J レの設定 


巧]期測定(測定設備のチ エック) 

の暗騒音（部屋の騒音）の測定 

② マイク感度の診断 

③ 各 ch のスピーカー有0無し判定 


システム全体の解ホ斤測定 

④ スピーカー システム 

(各 ch の低域ち生能力を判定） 

⑤ スピーカーからの 距離 

(最適なディレイ値を解析） 
©スピーカーの出カレベル 

(各 ch の出カバランスを補正） 
③視聴環境の周波数特性 
(出力音声の音色を統一） 


システム全体の解析結果のチェック 


本磯の MCACC SETUP M に端テに付属の ’ 
セツトアップ用マイクのコードを差し込みます 


スピーカーの有り無し判定結果の 
ユーヴー確認(または修正） 


ち記①〜 ® の測定/解析にかかる時間 

の合計3〜8分程度 


マイクを設置するときは、水平になるよう 
に設置して < ださい。 


ッ> ブッブ23設定する 


A 

ミ主意 


測定中は大きな音でテストトーンが出力され 
ます。近隣住宅やルさなお子様などへのご配慮 
をお願いします。 


7 ) セットアップ用マイクを接続する 


簽一 
f 簽 
|蠢 I 憂； 
ji ◎蒼^ 
帶 I 蒼 
|憂 I 獨 
资違 


ホームシアタ—乂巧 


















































まずはほつてみましよう 


2) 才ー トセツトアップ伯動測定)を開始する 


[VSX-91 己 I 



メモ 

• 測定を中断したり設定の途中で操作を3分間放置したとさ 
は、それまでの内容は確定されず、システムセットアップ画 
面に戻ります。 

• 測定中は静かにしてください。 

• スピーカーと U スニングポジション(マイク）の間に障書物 
があると、正確に測定でさないことがあります。 

• サブウーファーを接続している場合は電源を入れてボ 
U ュームレべルを適度に上げておいてください。 

• 測定中は U スニングポジシヨンから離れて、各スピーカーの 
外側か 6 U モコンで操作を行ってください。 




AMP を f 甲ず。 


么の SYSTEM SETUP を巧ず。 

SETUP システムセットアップになります。 


[VSX- 己 1 己 I 


2 



NALOCE のをぞ® DIMiliER 

fe) 〇 Cj Cj 
た纖な目+》 


•UP rnNTBol 



RETURN BAND d INFO 

问ご间 


セットアップ 
操作ボタン 



「 A . MCACCJ を選んで巧定する。 



4 



( VSX -91 己のみ)サラウンドバックシス 
テムの設定をする。 

通常は rSB NORM 」 を選択し、 ENTER を巧 
してミ央定しまず。 



詳しくは r サラウンドバックシステムの設定」 
(一己1ページ)をご覧ください。 

オートセツトアップの自動測定に進みます。 



才ートセットアップのテスト I ンは大音量です。 

ボ U ユームを下げることちでをますび、正しく設定さ 
れない場合びあります。ルさなおモ様び近くにいる場 
合などはごを意ください。 
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まずはほつてみましよう 



5 


自動測定が開始されまず。 

まずは初期測をほ、 ij 定設備チェック）です。 

この自動測赶ま数十砂で終わりますので、手順日の画面に 
なるまでしばらくお待ちください。 

「ANALYZE」 が AM 曰'N0に E」 

:暗騒音(部屋の騒音)の測定 
「ANALYZE」 り 「M に」 

；マイクの感度を診断 
「ANALYZE」 が SPEAKER」 

_ :各 スピーカーの 有り無し判定：_ 

6 rcHECKOKJ と表示され At ボタンでスピー カー 
有り無しを確認ずることができます。 

スピーカー有り無し判定につしては L ソ下の表をご覧くだ 
さい。 



接続している 

接続していない 

F 

フ□ント左ち 

YES 

N 0 

C 

センター 

YES 

N 0 

S 

サラウンド左ち 

YES 

N 0 

SB 

サラウンドパック 

SB Y X 吕（吕本^しているとき） 
SBYX 1(1 本^しているとさ)* 

N 0 

SW 

サブウーファー 

YES 

N 0 


* VSX - 己1己の場合 

サラウンドバックスピーカーを乙本接続してしてを SB Y 
XI と表示されますび、判定結果は間違っていないので 
[CHECK OK] を選んで ENTER ボタンを押し、手順7へ 
お進み < ださい。 


スピーカー有り無し判定結果が正しいとき 

[CHECK OK] を選んで ENTER ボタンを押します。 

スピーカー有り無し判定結果が間違っているとき 

■I t 和^ボタンで正しい設定に直したあと ENTER 
ボタンを巧します。 


ホ—ムシアタ—入門 
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まずはほつてみましよう 


捕正用測定が開始されます。 

「ANALYZE」 が SPEAKER」 

: 各 スピーカーの ほ域再生能力判定 
「ANALYZE」 が AMB'NO 旧 E」 

:暗騒音(部屋の騒音)の測定 (SW 接続時のみ） 
「ANALYZE」 が D に TANCE」 

；スピーカーまでの距離を解析 
「ANALYZE」 が巳 H LEVEL」 

:各 ch の出カバランスを補正 
「ANALYZE」 が A' CAL EQJ 
:出力音声の音色を統一 

これらの自動設定には3〜8分程度の時間びかかりまず 
ので、手順8のディスプレイになるまでしばらくお待ち 
<ださい。 


8 ディスプレイに 「 SKIP ?」 と表示された5自動測定 

は終了です。 



r 測定結まを確認する」にお進みください。 


メモ 

設定の途中でエラー乂ッセージ等が表示さ 
れた場をは「システムセットアップでの 
MCACC (音場補正）時に表おされるXッ 
セージの意味」（一10日ページ)をご覧く 
ださい。 


3) 測定結まを確認する 




5觀したい項目を選んでミ規する。 

項目はけ下の4つから選びます。 

スピーカー システム 

语スピーカーの低域再生能力判定) 


スピーカーまでの 距離 
(スピーカーまでの 距離を辆析) 


スピーカーの 出カレベル 
(さ ch の出カバランスを補正) 


視聴環境の周波数特性 
(出力音声の音色を統一） 

各測定項目について、詳しくは 
「M 巳 ACC の詳細と効ま」（一已9ぺ一 
ジ)をご覧ください。 



た — 

メモ 

• 同じスピーカーを接続していてち、部屋の環境や設置の影響によりスピーカーの大ル判定が一致しな 
いことがあります。設定を変更したい場をはシステムセットアップの r スピーカーシステムの設定」（一 
日8ページ)を行ってください。 

• サブウーファーまでの距離は、サブウーファー本体が持つ回路の電気的遅延を含めて測定するた故、距 
離がやや遠めに設定されることがありますが、遅延補正として最適な解析結果ですので、距離を修正す 
る必要はありません。 








































まずはほつてみましよう 


2 手順1で選んだ項目の測定内容を確認ずる。 

それぞれの項目は L ソ下のよラに確認でさます。 


か NE こ —含 


CHKSP 1< 

w | CHKDIST . 

卜 HCHK 丄 EVEL 

1 d 40 1 

+ RETURN 1 

F 关*が■が ■ 1 

t 1 L ** m 

♦ 

■ 1 L 关* dB 

C が■关が■が ■ 1 

1 C ** m 

1 C **dB 

S がが ■ 1 

1 R ** m 

1 R が* dB 

SB ****1 

1 RS ** m 

IRS **dB 

SW ****1 

1 SBR ** m 

1 SBR **dB 

-=縱 

1 SBL ** m 

1 SBL **dB 

1 LS ** m 

1 LS **dB 


1 SW ** m 

. 1 SW **dB 

1 — ^— 

4^ 





SBR、SB しとは表示されずに、 

SB と表示されまず。 

ド=フ□ントち/左 C= センター S= サラウンドち/左5目=サラウンドバックち/左 
SW= サブウーファー1_=フ□ント左1^=フ□ントち1=15=ヴラウンドち1_5=サラウ 
ンド左 S 目 R= サラウンドバックち S 目 L= サラウンドバック左 
視聴環境の周波数特性は選んだチヤンネルの周波数特化がディスプレイに表示されまず。 
4日 Hz/] 2巳 Hz/2 己 0Hz/4kHz/l 3kHz の各周波数の特性を確認できます。 TRM の値は 
そのチヤンネルレベルの全体的なバランスを意昧します。 


[ CHKEO - I 


r ALLCH I 


F . ALIGN 1 

1 UNTEy rf-JO 1 
+ r 口 urn ■ 

1 L 

EQ 

1 c 

EQ 

1 R 

EQ 

1 RS 

EQ 

1 SBR 

EQ 

1 SBL 

EQ 


LS 

EQ 


* VSX- 已1己の場合 


3 


4 


@( 0 を 


Q 


SYSTEM 

SETUP 


[ SKIP ?] を選んで決定ずる。 

オートセットアップが終了し、システムセットアップ画面に戻ります。 
アコースティックキヤ U ブレーシヨン EQ が自動的に ALL CH AD」UST で ON に 
なり、 MCACC インジケーターが点口しまず。 

才ートセットアップ ( A . MCACC ) を終了ずる。 

通常動作に戻ります。 



ホ—ムシアタ—入巧 


各周波数特性へ 

to . 
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視聴していた 6 突然電源が切れてしまった。 

r 音量が大きすざる」または r スピーカーコードがショート腊触)していている」可能性があります。惜量が 
大きすぎる」ときは音量をルさくしてください。「スピーカーコードがショート(接触)している」ときは、ス 
ピーカーコードの芯線を巧度しっかりねじり直して、スピーカー端テか6はみ出ないよラに接続してくださ 
い。 

DVD プレーヤーをデジタル接続したが音が出ない。 

同軸デジタルで接続した場合は、デジタル音声端テの入力を切り換えてください。（^73ぺージ） 
SIGNAL SEI _ ECT ボタンを巧して入力信号の種類を AUT 日(□に ITAL ) に切り換えてみてください。 

フ□ント スピーカーか 6しか音が出ない。 

ドルビーデジタルや DTS などのマルチチヤンネル音声を再生していますか？ 

DVD ソフトの;>(ニュー画面や DVD プレーヤーの音声切換操作でマルチチヤンネル音声を選んでください。 
CD を再生していませんか？ 

U スニングモードが AUTO SURROUND で CD などの 2 ch 音声で収録されているソフトを再生すると、 2 ch 
のまま再生されます。サラウンド音声を楽しむには、 U スニングモードで STANDARD または ADVANCED 
SURROUND などを選んでください。（一38ぺージ） 

音が出ない スピーカーが ある。 

スピーカーの接続を確認して<ださい。 

SIGNAL SELECT ボタンを巧して入力信号をデジタルにする。（一37ページ） 

思ったとおりに音が出ないとさは、政下をご確認ください。 

「 DVD プレーヤー、 DVD ソフトの確認」（一日、12ぺージ） 

ru スニングモードの詳細と出カチヤンネル数の一覧」（一 9 日ページ） 

EXTENDED モードの設定が OFF になっている場合は、設定を ON にする。（一4□ぺージ） 



誤使用防止のため、取扱説明書は必ず最後までお読みください。 


まずはほつてみましよう 
困つたとをく Q & A > 


©® © ® ® ® ® ® ® ® ® 
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各部の名输とはた 6 を 


モートコント□—ル ( VSX -9 1 5) 


アンプコント□-ル部、チューナーコント□-ル部、 TV / 他機器のコント□-ル部の3つに分類されます。 


アンプコン 


本機を操作するときに使います。 


AMP 0 ボタン 

本機の電源を ON または OFF (スタンパ 
イ状態)にします。 

リモコン表示部 

操作/設定時の表お画面でず。 

AMP CONTRO しボタン 

U スニングモードボタン 
( STANDARD 、 ADV . SURR 、 
STEREO ): いろいろな音場効果を加え 
ることびでさまず。（一38ページ） 
SLEEP :ス U —プタイマーを設定し 
ます。 

MIDN に HT / LOUDNESS : ミッドナイ 

トリスニングモードやラウドネスモード 
を。 N にすると、音量を下げて映画などを 
楽しむ場合などでち、サラウンド効果び 
最適なレベルに自動調整されまず。 
DIALOG E : ダイア□グエン八ンスメン 
卜を設定します。 

ACOUSTIC EQ : アコースティックキト 
U ブレーシヨン EQ 設定を選択します。 
INPUT ATT ： アナ□グ信号び入力さ 
れているとさ、入力信号のレベルび高 
すざて音び歪んでいるとさに巧すと聴 
さやす< な0まず。 

EFFECT/CH SEULEVEL +/-： 
ADVANCED SURROUND モードのエ 
フエクトレべルを調養します。また、テス 
トトーンを使わずに、手動でチヤンネル 
を切り換えて各チヤンネ>1レのスピーカー 
レペレを調整するときに使し、ます。 



INPUT SELECT ボタン 

本機の入力を切り換えまず。 


MULTI CONTROL ボタン 

本機の入力を切り換えます。また他機 
器を操作すると去の U モコンの操作 
モードを切り換えまず。 

AMP ボタン 

リモコンをアンプ操作モードにしまず。 

アンプ操作ボタン ( AMP ボタンを 
巧してか6操作しまず。） 

FL DIMMER :フ□ントパネル表示部 
の明るさを切り換えます。 

SR + :プラズマディスプレイとの連動 
モードを切り換えまず。 

VOL +/- ボタン 

本機の音量を調節します。 


MUTE ボタン 

消音します。 

SHIFT ボタン 

巧しなびら！;下の操作を巧います。 

REC PAUSE :録画一時停止。 

REC STOP :録画停止。 

HDD : DVD レコーダーを八ードディ 
スクに切り換える。 

DVD : DVD レコーダーを DVD に 切り 
撰える。 


る部のち抑 
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- MULTI COm'ROL * 
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AMP 

运）白 か 
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本機のチューナーを操作するボタンです。 [^51 ページ） 


テレビや他機器を操作するときに使います。 

他機器の操作について詳しくは r 他機器の U モ]ン操作一覧表」卜88ぺージ)をご覧ください。 


お手持ちのテレビを TV CONTR 曰 L ボタ 
ンで操イちするには 、 MULTI CONTROL 
部の [TV C 曰 NT 」 ボタンにお手持ちのテ 
レビのプ1」セツトコードを割0当てて< 
ださい。（一84ページ） 
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MULTI CONTROL ボタン 

U モコンの操作モードを切り換えます。 


SOURCE む ボタン 

他機器の電源を入/切します。 


メニユーボタン 

各機器の ニュー画面の操作等をします。 


TUNER ボタン 

U モコンをチューナー操作モードにし 
ます。 


操作ボタン 

各機器の再生/停止などの操作や機能 
の切り換えなどをします。 


数字ボタン 

周波数やステーシヨン番号を入力しま 
す。 


数字ボタン 

トラック、チャプター、チヤンネル選 
おに使巧します。 


TUNER D 旧 PLA 丫ボタン 

周波数表示とステーシヨン名表示を切 
り換えます。 

MPX ポタン 

FM の受信感度び悪いと去にモノラル受 
信に切り換えます。 


TV CONTROL ボタン 

〇:テレビの電源を入/切しまず。 

INPUT SELECT :テレビの入力を切 
り撰えまず。 

TV CH +/- :テレビのチヤンネルを 
切り換えます。 

TV VOL +/- :テレビの音量を調節 
しまず。 


TUNE +/- ボタン： 

周波数を変更します。 

ST +/— ボタン:ステーシヨン番号を変 
更します。 

CLASS ボタン： 

放送局を記憶したり呼び出した0すると 
きに A 〜巳のクラスを変更、選択します。 

BAND ポタン： 

冉 M 放送と FM 放送を切り換えまず。 

T . EDIT ボタン： 

放送局を記憶したり、放送局に名前をつ 
けまず。 

D . ACCESS ボタン： 

数字ボタンで放送局の周波数を直接入 
力します。 


各部の名输とはた6を 



ーナーコン トロール部 


A 〇 Q 

田 SJt "|州 

巧 

V0L 

〇 ■ 〇 

- 


d I aREC I INFO | 山リ TE 

〇 〇 olo 

お徽 IRECRftUm に氏 ST の _ 

画風@屆 

ぷ祐巧腳皆 rBronrsTiT 

■ • GD — €2> 

— AMI W … "MUL - 


I DVD.LD) [jV.SAfI IpVftVCRI ITVCONl] 

- MumcohfmoL • 

し CD 1 fcO-RTAPE] 


o e o 

o @ o 

O Q O 

R. DIMMER SB+ 打 

10 ^^11 J 叫ド；り 


/^D.ACClSS ~CLA 

TOP MENU "El 

% 4 

的 MENU Mm 

gJ Gmlj 

T.EDIT MW BA, 

ぶ WOE S 盯 UP R 口 t 


1円 

IVV 01 

"し UNIHtlL 一 

風を 

S 幣で T TVCH 

巧 

V 0 L 


〇占 



d I »REC I INFO MUTE 

§ の @ o 

I^MUSEI IRECSTOPI _ 

趣感感 


テレビ/他機器 3 ントロ-ル部 


0 0 0^0 

eeo ¥ 

000柳 









































































各部の名输とはた 6 を 


モートコント□—ル （ VSX -515) 


アンプコント□-ル部、チューナーコント□-ル部、 TV / 他機器のコント□-ル部の3つに分類されます。 


アンプコン 


本機を操作するときに使います。 


AMP 0 ボタン 

本機の電源を ON または OFF (スタンパ 
イ状態)にします。 


アンプ操作ボタン (AMP ボタンを 
巧してか 6 操作しまず。） 

INPUT ATT ： アナ□グ信号び入力さ 
れているとさ、入力信号のレベルび高 
すぎて音び歪んでいるとさに巧すと聴 
去やす< な0まず。 



AMP SOURCE 

イ "Pin な LECT /TN 

© @ 




MULTI CONTROL 


l»Vj»HI»1 U 化袖 I 册删 ; 1 Wl も 1!H 
■ilia Hi ! がり j till!IJ；l— 


STANDARD W L* 

mmmm 

■CH SEL LEVEL SLEEP 

•-0-0 m 

MUTE DIALOG E 化〇5巧™ 〇ぶと£。 

~ mm m 


HSi 

ftUCHO SUBTitlE 

回 い 1 国 

DISPLAY CLASS MPX D.ACCESS 

因を W 画 

BS5 BS7 BS9 BS11 

の®③卸 
@ © ® 風" 
の風風の’。 

_ f TV CONTROL 

ZA) CjJJ C+D 

CHANNEL 巡み CHANNEL VOLUME 

山0白 


画 


Pioneer 

(AVAMPU 円 ER ) 


INPUT SELECT ボタン 

本機の入力を切り換えまず。 

MULTI CONTROL ボタン 

本機の入力を切り換えます。また他機 
器を操作するとさの U モコンの操作 
モードを切り換えます。 

AMP ボタン 

U モコンをアンプ操作モードにします。 

AMP CONTROL ボタン 

U スニングモードボタン 
( STANDARD、ADVANCED 
SURROUND 、 STEREO / DIRECT ); 

いろいろな音場効果を加えることびで 
さます。（一38ページ） 

MIDN に HT / LOUDNESS : ミッドナイ 
トリスニングモードやラウドネスモード 
を。 N にすると、音量を下げて映画などを 
楽しむ場をなどでを、サラウンド効果び 
最適なレベルに自動調整されます。 
EFFECT/CH SE し LEVEL +/-: 
ADVANCED SURROUND モードのエ 
フェクトレべルを調整します。また、テス 
卜 I ンを使わずに、手動でチヤンネル 
を切り換えて各チヤンネレのスピーカー 
レベルを調整するときに使いまず。 
SLEEP :ス U —プタイマーを設定し 
ます。 

MUTE :消音します。 

DIALOG E : ダイア□グエン八ンス>:ン 
卜を設定します。 

ACOUSTIC EQ : アコーステイ ック キヤ 
U ブレーション EQ 設定を選択します。 
FL DIMMER : フ□ントパネル表示部 
の明るさを切り換えます。 

MASTER VOLUME : 本機の音量を調 

節します。 


る部のち抑 
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各部の名输とはた 6 を 


チュ ーナーコン トロール部 


本機のチューナーを操作するボタンです。（^己]ぺージ) 


BAND ボタン： 

AM 放送と FM 放ちを切り換えます。 

CLASS ボタン： 

放送局を記憶した0呼び出したりずると 
きに A 〜 C のクラスを変更、選択します。 

D 旧 PLAY ポタン： 

周波数表示とステーシヨン名表示を切 
り換えます。 

MPX ポタン 

FM の受信感度び悪いと去にモノラル受 
信に切り換えまず。 

D . ACCESS ボタン： 

数字ボタンで放送局の周波数を直接入 
力しまず。 



TUNER ボタン 

1」モコンをチューナー操作モードにし 
ます。 


T . EDIT ポタン： 

放送局を記憶したり、放送局に名前をつ 
けまず。 

TUNE +/- ボタン： 

周波数を変更します。 

ST +/— ボタン: ステーシヨ ン番号を変 
更しまず。 


数字ボタン 

周波数やステーシヨン番号を入力しま 
す。 


テレビ/他機器つントロ-ル部 


テレビや他機器を操作するときに使います。 

他機器の操作について詳しくは r 他機器の U モコン操作一覧表」卜日1ぺージ)をご覧ください。 
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MULTI CONTROL ポタン 

U モコンの操作モードを切り換えます。 
お手持ちのテレビを TV CONTR 曰 L ボタ 
ンで操イちするには 、 MULTI CONTROL 
部の iTV C 日 NT 」 ボタンにお手持ちのテ 
レビのプ I 」セツトコードを割0当てて< 
ださい。（一8日ページ） 

メニューボタン 

各機器の分ニュー画面の操作等をしま 
す。 


操作ボタン 

各機器の再生/停止などの操作や機能の 
切り換えなどをします。 

数字ボタン 

トラック、チャプター、チヤンネル選 
おに使巧します。 


AM ド 

@11 


IA 品 I 。 


SOURCE 

か 


MULTI CONTROL 
W 肪 M 1"1 も 1!" 


1321 

STANDARD 


M’liH 山 I iMT 


SUBRSJNO DIRECT L OU ム ES S 
離打 LEVEL ぶ EEP 

n ACOE^ST に 口 I 品 er 

O _; 

た M + 1 ) 


▲ • ， ▲ INPUT ATT 

M 康も园 

GUIDE 

AUDIO SUBTITLE 

SETUP RETURN^P 


BAND d INFO 


G O 


DISPLAY CLASS MPX D.ACCESS 



O 0 O 曲'ご 

O O G ⑩" 



SOURCE む ボタン 

他磯器の電源を入/切します。 


TV CONTROL ボタン 

0:テレビの電源を入/切します。 

INPUT SELECT :テレビの入力を切 
り換えます。 

TV CH +/- :テレビのチヤンネルを 
切り換えます。 

TV VOL +/- :テレビの音量を調節 
します。 





































































フ□ント八 ° ネル 


各部の名觀とはた6き 


①む STANDBY/ON 

本機の電源を入/切（スタンバイ）にします。 

@ LISTENING MODE ボタン 

U ス ニン グモードを選択します。（一 38 ページ） 

③ S に NAL SELECT ボタン 

入力信号の種類 (D に tAL/ANALOG など）を切り 
換えます。（一 37 ページ） 

® PHONES 5 S モ 

へッドホン端子です。（一日0ページ） 


感入カフアンクシヨン切換ボタン 

U アノな、ルに接続した各機器から再生機器を選びま 
す。 

® 表巧部 

02已ぺージ） 


リモコンの操作轟囲 


• U モコンと本機との間に障害物があったり、リモコン 
受光部との角度が悪いと操作ができない場をがありま 
す。 

• U モコン受光部に直射日光や董光灯などの強い光が当 
たると誤動作することがあります。 

• ホが線を出す機器の近<で本機を使用したり、赤外線を 
利用したほかの U モコン装置を使用したりすると、本機 
が誤動作することがあります。逆にこの U モコンを操作 
すると、他の機器を誤動作させることをあります。 
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本機を U モコンで操作するときは、 U モコ 
ンをフ□ントパネルの U モコン信号受光部 
に向けて < ださい。 



⑦ MCACC インジケーター 

アコースティックキヤ U ブレーシヨン EQ 設定を有 
効にしているとさに点灯します。（一 41 ページ） 

® リモコン受光部 

下記 r U モコンの操作範囲」参照。 

@ ENTER ボタン 

システムセットアップで項目ニューを選択しま 
す。 

® MULTI JOG ダイヤル 

フ□ントノ くネルの IMULTI JOGI マークのあるボタン 
の操作に使用します。 

⑩ MASTER VOLUME ダイヤル 

音量を調節します。 


る部のち抑 


































































各部の名输とはた 6 を 


フロントパネル下部 


イラストは VSX -91 巳にな D ます。 VSX - 已1巳は③ 「 SPEAKERS ボタン」占す MIDNIGHT / LOUDNESS ボタン」、 
⑥旧 AND ボタン」びに LASS ボタン」となります。詳細は下記説明をご覧ください。 


の®® の® 




TUNING TUNER QUICK SYSTEM 

BAND /STATION EDIT TONE SETUP SETUP RETURN 

r® r# r# r# 

■ __ ruiiiTi .inn I __ ■ 


©を愈® 赖®® 



① FL DIMMER 

フ□ントパネル表示部の明るさを切り換えます。 

© INPUT ATT 

アナ□グ信号が入力されているとさ、入力信号のレ 
ベルが高すざて音が歪んでいるとさに巧すと聴さや 
すくなります。 

@ SPEAKERS ボタン ( VSX -915) 

スピーカーシステムを切り換えます。（一4目ぺージ) 


® TUNER EDIT 

放送局を記憶するとき、名前を付けるときに使用し 
ます。 

風 TONE ボタン 

低音/高音を調整します。（一47ページ） 

® QLHCK SETUP ボタン 

簡単設定 ( QU に K SETUP ) を行います。（一己日 
ぺージ） 


MIDN に川 7 L 0 UDNESS ボタン ( VSX -515) 

ル音量時に音を聴さやす< します。（^4日ぺージ) 

® EXTENDED MODE ボタン 

EXTENDED モードとバーチャルサラウンドバッ 
クの設定を切り換えます。（^40、4己ページ） 


⑩ SYSTEM SETUP ボタン 

本機のシステムセットアップを表示します。（-^ 
60ぺージ） 

® RETURN ボタン 

システムセツトアップで1つ前の画面に戻ります。 


感 ACOUSTIC EQ ボタン 

アコースティックキヤ U プレーシヨン EQ 設定を 
切り換えます。（一41ページ） 


⑩ VIDEO INPUTS 請テ （ VSX -91 己のみ） 

ビデオカメラやゲーム機などのため、前面に備えた 
入力端テです。（^32ぺージ） 


© BAND ( VSX -91 已） 

FM / AM 放送を切り換えます。 

CLASS ( VSX - 百1已） 

放送局を記憶したり呼び出したりするとさに A 〜 C 
のクラスを変更、選択します。 


® MCACC SETUP M に端モ 

音場設定の自動測定のときに、付属のセットアップ 
マイクを差し込みます。（一13ページ） 


® TUNING/STATION 

周波数やステーシヨン番号ををわせます。 
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各部の名输とはた 6 を 


フ□ント八°ネル表巧部 


① 


@⑤⑥の 


(D 


[ SIGNAL EQiniSB- 
DIGITAL □□DIGITAL 
ANALOG DTS MPEG 


lEig 目目端1；^；^挡^筆催攪麗組」 

i ： Neo ；6； こ:-，-- 一..-二-。 


- 饥 V ぶ Ur 任 - M 巧な MIDNIGHT LOUDNESS 


けさが 


な呂が 


な gss 


な gss 


000 

丫坤 i 部>凸な 

. ゴが一--‘说に 


〇〇〇〇〇目中。目 

B 0 0 0 □ 

。曲口。。 □ 〇 n 。 

r " 吕。。吕 id 己 
呂 no 0 

ODODO 0 0 


[ 11 +6 ロロ ロロ ロ 

[C] ; 吕吕呂呂呂 
吕呂呂呂 

[Rs ] ろロ ロロ ロロ 

[SBR] •呂吕吕吕吕 
汽 BU ミ吕吕呂呂呂 

L LS J ニ ロロ ロロ ロ 
_。ロロ ロロ ロ 


40125 250 4 K 13 K 


⑩ 


@ 


① S に NAL インジケーター 

現在選択されている機器の入力信号の種類が点灯 
します。 

AUTO : SIGNAL SELECT の言受定を AUTO にして 
いるときに点灯します。（一37ページ） 

DIGITAL :デジタル 
ANALOG : アナ己グ 

SB : EX 、 ES などの日. Ich 検出信号 
□□ DIGITAL :ドルビーデジタル信号 
DTS : DTS 信号 
MPEG : MPEG -2 AAC 信号 

@デコード処理インジケーター 

デコード処理時に点灯します 

FTW : DTS マルチチャンネルデコード時 

□□DIGITAL :ドルビーデジタルマルチチャンネ 
ルデコード時 

WMA 9 Pro : WMA 9 Pro 信号の処理時 

MPEG : MPE 白-2 AAC 信号のマルチチャンネル 
デコード時 

□□ PR 0 L 0 GIC nx :ドルビープ□□ジック II 処 

理またはドルビープ□□ジック IIx デコード時 

Neo : 6 : Ne 日:日デコード時 

感リスニングモードインジケーター 

選択されている U スニングモードに応じて点灯し 
ます。 

ADV . SURR . : ADVANCED SURR 日 UND 選択時 
V 旧. SB :バーチャルサラウンドバック処理時 
DIRECT : DIRECT 選択時 
AUTO SURR . : AUTO SURR 日 UND 選択時 

® ATT インジケーター 

インプットアッテネーター機能が選ばれていると 
きに点灯。（一42ページ） 

⑤ SLEEP インジケーター 

ス U —プタイマーモード時に点灯。（一48ページ） 


感 




⑥チューナー表巧 

:ラジオ放送の受信時に点灯。 

〇 ( MON 日インジケーター）： MPX ボタンを押して 
FM 受信をモノラルに設定したとさに点なします。 

ステレオで受信 


CEKSTERE 日インジケーター） 
しているときに点灯します。 




(D 


スピーカーインジケーター 

現在選択されているスピーカーシステムが点灯し 
ます。（一4日ページ） 

アコースティックキャリブレーション EQ 表示 

各チャンネルの周波数特性を表示します。 

風音声再生用機能インジケーター 

ミッドナイト/ラウドネス/ダイア□グエン八ンス 
モード時に各々が点灯。 

® キャラクター表示部 

操作中の情報や U スニングモードを表示。 

⑩ EX インジケーター 

ドルビーデジタルサラウンド EX 処理しているとき 
に点灯。 

® 音量表示 ( dB ) 

現在の主音量レベルを表示。 

音量レベルは、電源を入/切してわ保持されてい 
ます。（音声ミュート時は点滅します。） 


メモ 


何らかの操作のあと、キャラクター表示部が数秒間点 
滅する場合は、操作禁止を意味します。 


る部のち祝 
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各部の名敬とはた 6 を 


リアハ。ネル 


VSX-91 己のみ VSX-51S の場合 



①デジタル入力端子(^33ぺージ） 

端テに表おされた機器と違ラ機器を接続するとさ 
はデジタル入力の設定が必要です。（^73ぺージ） 

光デジタル出力端子 ( VSX -9 1曰のみ）（一33 
ぺージ） 

@アナログ音声入出力端モ(^33ぺージ） 

@ビデオ入出力端子(一30、31ページ） 

® サブウーファー PRE 0 UT 端子(一28ぺージ） 

⑥コント□-ル入出力端モ （ VSX -91 已のみ）卜 
79、80ページ） 

© アンテナ端子(一34ページ） 

® S ビデオ入出力端モ(一30、31ページ） 

@ S ビデオモニター出力端子 (一 30ページ） 

VSX - 已1己と日1已では端テの位置が異なりますの 
でごを意ください。 

@マルチチャンネル入力端子(一31ページ） 

® スピーカー端モ 

スピーカーインピーダンス 日〇〜1目 n の スピーカー 
を使用でさます。（^28ぺージ） 


( VSX -91 己のみ)スピーカー回端子 
(SURROUND BACK ) 

サラウンドバックシステムの設定(一61ページ)で 
下記の用途に使用します。 

-サラウンドバックスピーカーの接続(一28ページ) 
-フ□ントスピーカー曲- AMP 接続(一7呂ぺージ） 

-別エ U アでのステレオ巧生用接続卜78ぺージ） 

⑩ D 4 ビデオ入力端子 

機器を接続するときは D 4 ビデオ入力の設定が必 
要です。（一74ぺージ） 

D 4 ビデオモニター出力端モ (一 30ぺージ） 

® プリアウト端子 ( VSX -91 百のみ）（一79ぺージ） 

⑩ AC アウトレット予備コンセント（一3已ぺージ） 

@モニター出力端モ (一 30ページ） 
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各部の名输とはた 6 を 



接続コードについて 


■ビデオコード 

一般的な映儘用コードで、 
コンポジットフオーマット 
の映像信号を伝送します。 


ゾ 




■S ビデオケーブル 

映像信号(丫）と色信号 (C) を分離して 
接続することびでを、コンポジット 
よ0を高品位な映像品質を楽しめま 
す。 


■オーディオコード 

オーディオ機器の接続に 
使用します。 



S WDEO 



■D 端モケーブル 

映像信号と映儘コント□一 
ル信号を、1つのコネクタ 
で接続でをるケーブルで 
す。 S ビデオケーブルよ0 
ち高品位な映儘品質を楽し 
むのに適しています。 


D VIDEO 


HI 

写 


■AV コード 

オーディオコードとビデオ 
コードの一体化したちの。 



■同卽ケーブル/光ファイバーケーブル 

デジタル機器の接続に使巧します。 

同卽ケープル 


(またはオーディオ/ 
ビデオコード） 


光ファイバーケーブル 


成 





接続の隙は端テの向さを合わせてください。誤った向さで 
む0や0挿入すると、端テび変形し、ケーブルを抜いてち 
シャツターび閉ま5なくなることびあります。 

長さは SmUTF のちのを使用してくださし、。 

プラグにホコリび付着したときは、柔5かい巧で拭いてか 
5接続してください。 


る部のち抑 
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各機器の接続 


サラウンド 
スピーカーを (LS) 



サラウンド 
スピーカーち (RS) 



A 

ミ主意 


機器の接続を巧う場合には、必ず電源を切り、電源コードをコンセントから抜いてください。 


接続図の U アパネルは VSX - 目1巳ですが、 VSX - 日1曰も同じように接続することができます。 


スピーカーの接続 


じ(下のように各スピーカーを接続します。本機でサラウンドを楽しむためには、7本のスピーカーとサブウー 
ファーを接続することをお勧めします。 


フ□ント 
スピーカー左 (L) 


◎ 



を:ソカタ r(c) 日 ◎ @7 





フ□ント 
スピーカーち (R) 


颐 


◎ 





アンプ内蔵 
サブウーフ ア - 


サラウンドバック 
スピーカーを (SBL) 


サラウンドバック 
スピーカーち (S 己 R) 






VSX-9]5L 


サラウンドバックび 
1本のとさは L 端テに 
つないで < ださい。 




VSX- 己]己し 



サラウンドバックび1本 
のとさは下記の:><モを 
ご覧ください。 


■SPEAKER (スピーカー)端子 


① 


①線をねじる。 

③ スピーカー端 テを ゆるめ、スピーカー 
コードを差し込む。 

③スピーカー端テを締めつける。 




バナナプラグを接続する 
こともできます(詳しくは 
プラグの説明書をお読み 
<ださい。） 



ごゾモ （ VSX-51 5のみ） 

サラウンドバックスピーカーを] 
本のみ接続するときは、図のよう 
に本機 R 端テのなを スピーカーの 
な 端 テへ、 本機 L 端子の©をス 
ピーカーの©端 テへ 接続して下 
さい。この接続をしないと音が出 
ません。 




國慶 


サラウンドバック 
スピーカー 


◎ 

@ 


e © 



yd 


;® 舞 j 

国心 
2 


堀 


© 00 © 


@み 





@@"幾 

|3リ'.?' 一一 

¥m 
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る機器の接続 


A* 

注意* 


公称インピーダンスび 6Q 〜1巨 n のスピーカーをご使用ください。 

スピーカーと本機の©および©端テどうしを正しく接続してください。 

スピーカーコードを接続するとさは、芯線をしっかりねじ0、スピーカー端子からはみ出していないこ 
とを確認してください。芯線び U アパネルに接触したり、©および©び接触すると保護回路び働いて電 
源げスタンバイ状態になることびあ0ます。 


モニター TV とスピーカーの 位置関係 


パワード 
サブウーファ 
センタ— （ S 邮） 

スピーカーに） 


フ□ント 
スピーカーち ( R ) 



フ□ントスピーカーはテレビか6等距離になるように 
します。センタースピーカーはモニター T V画面に近 
いちがセ U フなどが自然に聞こえます。ただし、テレ 
ビが色ずれ等を起こすのを防止するため、防磁型のス 
ピーカーを使用して<ださい。防磁型でない場をは、 
テレビから離して設置してください。 


フ□ント 
スピーカーち ( L ) 


サラウンド 
スピーカーち ( RS ) 


サラウンドバック 
スピーカーち ( SBR ) 


サラウンド 
スピーカー左 ts ) 


A 

注意 


センタースピーカーをテレビの上 
に設置するとさは、適切な方法で固 
定してください。固定しないと地震 
などの外部の振動により、スピー 
カーが落下してケガをしたり、ス 
ピーカーを破損する原因となりま 
す。 


サラウンドバック 
スピーカーち ( SBL ) 


メモ 


スピーカーの配置についてより詳しくは、「スピーカー 
の配置について」（一日3ページ）をご覧ください。 


接 

続 


映像機器の接続についてい K イオニアビデオコン/ V — ター‘) 


*VSX-915 のみ 

入力機器と本機とテレビの接続には必ず同じ種類のケーブルをお使いください。 

ただし VSX- 日1日は入力されたビデオ（コンポジット)信号を S ビデオ信号に変換することのできるビデオコンバー 
ターを搭載していますのでじ(下のように接続することができます。 

各接続コード/ケーブルについては r 接続コードについて」（一27ぺージ)をご覧 < ださい。 



ビデオ S ビデオ 

(コンポジット） 


• 入力機器とテレビの両方に S ビデオ端子 /D 端テが付いているときは、 S ビデオ端子/□端テで接続すると、よ 
り鮮明な映像を巧生することができます （D 端子どうしの接続が最ち良い画質となります)。 

• テレビによっては、 S ビデオ入力とコンポジット入力の両ちを接続していると、信号のち無にかかわ6ず常に 
S ビデオ入力が優先され、コンポジット端テでのみ接続している機器の映像を見ることができない場合があ 
ります。詳しくはテレビの取扱説明書をご覧ください。 

• コンポーネント端テを使用する場をは、市販のコンポーネント /D 端子変換ケーブルをお買い求めください。 

ん 」J 
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各機器の接続 


© liONITCR 


MONITOR 加 IDVD.'LD)IN| IIV SAIIlNl 


^^メモ 


D 端テで接続するとさは rD4 ビデオ入力の設定」び必 
要です卜74ぺージ)。また、 DVD プレーヤー側で D ビ 
デオの出力設定び必要な場合びあります。 

図とは異なるち法でデジタル接続するとさは r デジタ 
ル入力の設を」び必要です(^73ぺージ)。 

DVD/LD コンバチブルプレーヤーなどの皿 RF 出力 
端テ （LD 用）を接続する場合は、別途 RF デモジユレー 
ター（市販のちの)びお要となります。 


「映像機器の接続について」（^2白ぺージ)をご覧になり、どのち法で接続するかを選択してください。 
各接続コード/ケーブルについては r 接続コードについて」（一27ページ)をご覧ください。 


"輸 

料 n 蹲獻。 

I A 0の加々ジ々夕帆 

皆",,參歡’ 

J ? 

困^‘ 獲が な. 


"芯/^ L 紙口 


(VSX-915) 


參變 t 

し ^ SJRR0UND 

韓ぉ1が 


論器：目®國。國驛歷_ 




TV 

(モニター） 


「映像機器の接続にっぃて」（^29ぺージ)をご覧になり、どの方法で接続するかを選がしてください。 
各接続コード/ケーブルや画質については r 接続コードについて」（一27ページ)をご覧ください。 


f UGITAL OUT 

OUTPUT 

OPT. COAX 

L 

翻邊 

^- 

ふ 

PCM 専用端子 
は使用しないで 

\ - r® 

VIDEO S-VIDEO 

1 — 

、 / しし 1 。 



DVD プレーヤー 
または LD プレーヤー 


①〜③ はいずれか1つを接続。 


メモ 

TV (モニター)の1つの入力に、 S ビデオや D ビデオなど数種類のコードを複数同時に接続すると、映像が乱れた 
りミちく映ることがあります。詳しくは TV (モニター)の取扱説明書をご覧ください。 


TV (モニター)のち続 


DVD プレーヤーのち続 











る機器の接続 


5. 1かアナログ接続 


DVD / SACD プレーヤーに已 . Ich アナ□グ出力端子がある場合は、本機の DVD 5.1 CH INPUT 端テと接続し 
て DVD オーディオ / SACD 再生を行うことができます。 DVD オーディオまたは SACD を再生するには入カモー 
ドの切り換えが必要です。詳しくは「マルチチャンネル入力の再生」（^42ぺージ)をご覧くださぃ。 



「映像機器の接続について」（^29ぺージ)をご覧になり、どの方法で接続するかを選択してください。 

各接続コード/ケーブルや画質については r 接続コードについて」（一27ページ)をご覧ください。 

D 端子で接続するとさは、「□4ビデオ入力の設定」が必要です(^74ぺージ)。 

録画をすることを前提とする場をは、ソース機器と録画機器の映像信号をコンポジットか S ビデオのどちらかに 
統一して接続する必要があります。また音声信号についてちアナ□グ接続する必要があります。 


















































端子の向をを合わせて差し込んで 
<ださい。 ， 


次の場合はアナ□グ接続び必要です。 

-チューナーにデジタル出力 s 品子 
びない場合 

-地上波放送などのアナ□グ信号を 
. 本機を通して楽しみたいとさ J 


™ 0 〇 0 0 〇 0 ia 

— MONITOdWr _ 。の . LD1 IN| _ (TVfSAT) IN| _ 

IP 口 ; け !"■ !_ |»3;| 口 : I P か :< 日 : が 1;1 加 l!f す 

S 國國國國圈國！ 
欄國國國國國！ 


の〜③はいずれか1つを接続。 



^一》メモ 

ポータブル D V D プレーヤーなどは、専巧の接続 
コードが付属している場合びあります。詳しくは 
接続する機器の取扱説明書をご賣ください。 


前面端子を使つたち続 （ VSX -91 5のみ) 


BS / CS / 地上デジタルチューナーのち続 


賊 嘴 


•: .•.一. 遞 © 

® ; i > 參争 
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る機器の接続 


アナ□グ音声機器のち続 


デジタル出力のある CD プレーヤーや MD レコーダーでは、さ6に r デジタル音声機器の接続」もできます。 



デジタル音声機器の接続 


ドルビーデジタルや DTS ソフトを再生するには、デジタル接続が必要です。接続は同軸ケーブルまたは光フアイ 
バーケーブルで行います （1 つの機器に巧してどちらか一ちのみで接続します)。 




















各機器の接続 


アンテナのち続 


アンテナは下図のよラに接続します。付属の AM / FM アンテナは簡易アンテナです。感度が悪く聞こえにくい場 
をは下記の r 外部アンテナの接続」をご覧になり、外部アンテナを接続することをお勧めします。 

AM ループアンテナ(付属） 

AM ループア ンテナの]- 
ド2本を AM アンテナ接続 
端テに接続します。どちら 
をアース側端テ（ふ）につ 
ないでをかまいません。 

壁などに取り付けるにはネ 
ジやピンなどを使って取り付けます。 

FM アンテナ(付属） 

中央のピンにアンテナコードを差し込みます。 

アンテナ コー ドと本機の接続端テ 
① コー ドの被覆を回しながら弓 I き损きます。 

® 端子のつめを巧しながらコードを差し込み、奥まで 
コードが入ったら端子のつめを戻します。 


10mm 

アンテナ接続に関するごミ主意 

アンテナ接続について 

アンテナ端テのアースマーク（ふ）はアンテナを接続した場をの雑音低減をはかるためのものです。ま全アースではあ 
0ません。 

AM ループアンテナ 

• 平5な面に置さ、受信状態の最も良い方向に向けてください。 

• アンテナは、本機から離して金属物と接触しない場所に置いてください。また、パソコン、テレビなどか5もで 
きるだけ離してください。ノイズの原因となります。 

• 壁などに取り付ける場含は、 AM 放送の受信状態げ最ち良い方向を見つけ、取り付け位置を決めてください。 

FM アンテナ 

• FM アンテナは最も良い受信状態び得5れるように、た5しておいたり丸めたままにしないで、コードを伸ばして 
使用して < ださし、。 

• 付属の FM アンテナは、 FM 放送を手軽に受信するためのものです。よりよい受信のた奴には外部アンテナを使用 
して < ださい。 





が部アンテナの接続 


付属のアンテナでよく聞こえないとをは、 AM 外部アンテナ（ビニール被覆線)、市販の FM 屋外アンテナを接続す 
ることをお勧めしまず。 


• FM 屋外アンテナ (7 已£2同軸ケーブル)の接 • AM が部アンテナ（ビニール被覆線）の接続 

続は下図のように接続してください。 は下図のよラに接続してください。 












電源コードのち続 


る機器の接続 



幅の広い側 


本機の電源コードは極 
性管理されています。 
音質向上のため、極性 
を合わせることをおす 
すめします。電源プラ 
グのコードに白線のあ 
る側をコンセントの幅 
の広い側に合わせて差 
し込んでください。 


ち 

続 


mm 

為國 

國 

國 

國國 

1 SINGLE 1 

因齒 

mm 

國國 

mm - 

國國己 

冒、 



モ備コンセント (AC OUTLET ) の接続 


[連動100 W な下] 

本機の電源スイッチの ON/STANDBY ( OFF ) の切蜘こ連動して、接続した機器の電源を ON / OFF できます。 
接続した機器の消費電力び100 W を超えないよラにしてくださし、。 


A . 

ま意 


消費電力びパネルに表示されているワット数を超えるよ 
ラな電気器具（暖房、アイ□ン、テレビ、 I スター、ド 
ライヤーなど）は絶対に接続しないでください。機器の故 
障や火災の恐れげあります。 

表示されている消費電力び本機のパネル表示値よ0かなく 
てちテレビ、サブウーファー、パワーアンプ、は接続しな 
いでください。電源を入れたときや大きな音で再生する場 
合に大をな電流び流れる場合びあります。 


連動100 W 1 U 下 


すべての接続が終了したら、電源コードを家庭用電源コンセント (AC ]00 V ) に接続します。 

な . 

こ '! k メモ 

• 旅行などで長期間本機を使用しない場合は、必ず電源コンセントから電源コードを抜いておいて<ださい。た 
だし、1力月程度電源コンセントから電源コードを抜いた状態にしておくと本機で設定した各種設定が U セツ 
卜されますのでごを意ください。 
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基本操作 


基本再を 


接続した機器を巧生するときの手順です。本機では、 「 ANALOG / □に ITAL 信号の切り換え」（一37ページ)で入 
力信号を選んで、「1」スニングモードの還択」（^38ぺージ)で1」スニングモードを選ぶことびちな操作です。 



[VSX-915 


2 

3 

3 



AMP が曲 ■ SOURCE 1 

-© ， © 

1 励 1 1 




1 





1 ^AM- 

一 .-—— -— 



ち 


4 


I VSX- 己 1 己 ] 


3 

2 

3 

4 


/ 

> 

AMP 

-0 

SOURCE 1 
INPUT SELECT | 


03 曲1か山 "11!1も1 


STANDARD 麵班瑞牌1, 

ぎ巧な LEVEL SI FFP 

n AccgsTC a よも E ， 

0 0 


再生ずる機器の電源を入れる。 


2 


AMP 


本機の電源を入れる。 

(本体の場合は、 6 STAND 目 Y / ON を押しま 
す。） 


3 


[VSX-915] 


INPUT 

SELECT 


[VSX-515] 
INPUT SELECT 



再生する機器を選ぶ。 

ボタンを押すたびに入力機器び切り換わりま 
す 。 MULTI CONTROL ボタンで直接選択 
することもできます。（本体の場合は、入力 
フアンクシヨン切換ボタンで直接選択しま 
す。） 

また、必要に応じて入力信号の種類を還びま 
す。 「 ANALOG / D に ITAL 信号の切 D 換え」 
(-37 ページ） 


A I VSX-915] 

I STANDARD ADV.SURR STEREO 

o o o 


I VSX-515 I 
STANDARD 


ADVANCED STEREO/ 


TANDARD SURROUND DIRECT 


お好みのリスニングモード 
を選ぶ。 

n 」 スニングモードの選択」 
卜38ぺージ） 

(本体の場含は 、 USTENING 
MODE ボタンで選びます。） 


5 再生機器の再生を開始ずる。 


6 


音量を調節ずる。 

VOL 一 - dB (最ル値）から一 OdB (最大値）の 
範囲で調節でをまず。 

W (本体の場合は 、 MASTER VOLUME で調節 
しまず。） 
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基本操作 


本機の巧応フォーマット 

• デジタル(光/同軸）入出力端子経由の対応信号 

ドルビーデジタル、 DTS 、 MPEG -2 AAC 、 WMA 目 Pro、PCM 
(サンプ U ング周波数: 32 l < Hz 、44.1 kHz 、48 kHz . 88.2 kHz 、 
9 日 kHz ) 


本機では各入力についてアナ□グとデジタルの入力信号を切り換えることびでさます。 






......-m-nc/nn … 一 … 一 . 」 

© « 

— で J 

~ な =— 古で — ^ 

@ ◎ @ @ @ ◎ @ 1 


再生したい入力信号を選択する。 

SIGNAL SELECT ボタンを押すたびに 、 \il 
下のよラに切り換わります。 


[VSX-915| 

一 AUTO - 


DVD 5.1 か 


-DIGITAL* 


(DVD/LD 入力のみ） 
- ANALOG 户 


I VSX-515 I 


’ AUTO- 


-DIGITAL ♦ 


-ANALOG, 


AUT 日にしたと动ま、 DGITAL 一 ANAL 日白の優 
先順位で自動的に入力信号を選択します。 

DVD 日.1 ch については r マルチチヤンネル入力 
の再生」卜42ぺージ)をご覧ください。 


SIGNAL SELECT ボタンで ANAL 日 G を選択した状態で 
DTS 対応の LD を再生すると、 DTS の原信号がそのまま再生 
されるため、ノイズが発生します。入力信号は必ず DIGITAL 
を選択してください。 

DVD プレーヤーの機種によっては、巧生でさるデジタル信号 
に制限があります （ DTS 信号を出力しないなど)。詳しくは、 
お使いの DVD プレーヤーの取扱説明書をご覧ください。 


メモ 


非対応のデジタル信号は再生でさません。その場合は(アナ □ 
グ接続して) S に NAL SELECT は、 ANAL 日 G を選択してく 
ださい。 

カラオケ機器のマイク音声、およびアナ□グオーディオのみ 
収録されている 1_ D の音声はデジタル出力されません。これら 
を再生するには必ず ANALOG を選択してください。 


ANALOG/DIGITAL 信号の切り換え 


£3^3 El 肇操作 ^^ S ^0 
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基本操作 


U スニングモードの選が 


再生機器からの信号にいろいろな音場効果を加えることができます。 


I VSX-91 已 ] 


’I ( なート ~( 夕 1+) 

- ampcontrol"! - 

STAWARD ADV.SURH STEREO SL£EP 

m m •Jo 


ISHIFT 


3 OALOGE …窃ル Wl/TATT 

000 

CHSEL L£Va 


Pioneer 

(AVAMPLIFtERJ 


1 I VSX -915 I 


STANDARD ADV.SURR STEREO 

000 


I VSX -515 I 
STANDARD 


ADVANCED STEREO / 


TANDARD SURRjjUND DIRECT 


リスニングモードを選ぶ。 

ボタンを巧すたびにモードの種 
類を切り換えて選択でさます。 
それぞれの U スこングモードに 
ついて下記の設定が選べます。 


I VSX-51 已 ] 


AMP SOURCE 

®"PT 。 ® 

-- MULTI CO 細 0L - 

IDV0 LDj [TV SATl しの "" I じパ州リ 

I CD J か "" El [TUNER I I AMP J 


STANDARD 甲 D 

^ 一 ; KT 

け V 化 SLEEP 

- N /- N 


モードのタイプ 

ボタン 

概要 

選択肢 

用途 

STANDARD 

STANDARD 

0 

サラウンド再生のためのデコードを行います。 

2ch ソースはマト U ックス•サラウンド•デコードをしま 
す。 

入力信号や設定により、リスニングモードの選択肢 
が変わりまず。 

■2ch 信号入力時 
□□PRO LOGIC l!x MOVIE 
□□PRO LOGIC tlx MUSIC 
□□PRO LOGIC llx GAME 
□□PRO LOGIC 

Ne 日:目 CINEMA 

Neo:6 MUSIC 
■ 日 . Ich 信号入力時 
□□DIGITAL EX 
□□PRO LOGIC llx MOVIE 
□□PRO LOGIC llx MUSIC 

映画向け 
音楽向け 
ゲーム向け 
ちい映画向け 
映画向け 
音楽向け 

映画/音楽向け 
映画向け 
音楽向け 

ADVANCED 

IVSX- 日 1 司 

ADV.su 陥 

o 

デコード処理とノてイオニア独自の技術を組み合わせた 
サラウンド再生モードです。 

ADVANCED MOVIE 
ADVANCED MUSIC 

TV SURROUUND 
SPORTS 

映画向け 
音楽向け 

TV 放送向け 
スポーツ番組向け 
ゲーム向け 
ちい映画向け 
音楽向け 
映画向け 

ヘッドホン使用時専用 

SURROUND 

IVSX- 己 1 司 

曼齡能 8 能 

〇 

数種類からの選択び可能でず。 

(デコード処理を変更することはでさません。） 

ADVANCED GAME 

EXPANDED 

7chSTERE0 

VIRTUAL SURROUND 
PHONES SURROUND 


IVSX 。！ 司 

STERE 日または □旧 ECT のときはすべての信号を 

STERE 日(通常ステレオ再生） 

音楽向け 

STEREO 

STEREO 

2ch (最大と 1 ch) で再生します。 

DIRECT 晴品位ステレオ再生） 

音楽向け 

/DIRECT 

* D 旧 ECT 時は、「便利な音声再生のための機能」な 

AUTO SURROUND 

すべてのソース向け 

/AUTO 

SURROUND 

IVSX- 己 1 司 

丽 

〇 

どの使用び制限されます。 

AUTO SURR 日 UND のとさは各 フォー マットに最適な 
再生方式を自動的に選択します。 

值動選択） 



で @ II® 

i@ ii@ 

一 -© i @- 
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基本操作 


STANDARD モードについて 


UTFS つの要素が複雑に関係するため、選択肢は場含により様々に変化します。 
「リスニングモードの詳細と出カチャンネル数の一覧」（^日日ぺージ）にその組み含わせ表があります。 

• 入力信号の種類 

• 接続(設定）したサラウンドバックスピーカーの本数(一28ページ） 

• EXTENDED モードの設定(一40ページ） 

より詳しくは、「サウンドフォーマットについて」 (一目 4ページ)をご覧ください。 

• MPEG -2 AAC のステレオ1言号、 DTS 目6/24イ言号、 PCM 日 6 kHz イ言号入力日寺、 Neo :6 CINEMA と Neo :6 
MUS には選択でさません。 

• IXIPRO LOG には、常に最大日.] ch までの出力となります。 

• サラウンドバックスピーカーが1本の接続(設定)の場を、曰. Ich 信号入力時でち [ XlPR 日 LOG に llxM 日 VI 曰ま 
選択でさません。 

ADVANCED SURROUND モードにごいて 


• DTS 9 日/24、 PCM (日日 kHz 、88.2 kHz ) の八イヴンプ U ング信号入力時や、 WMA 9 Pro 信号入力時は 
ADVANCED SURROUND モード'は選択できません。 

• より詳しくは、「パイオニア独自のサラウンドモード (ADVANCED SURR 日 UND )」 （一日8ぺージ)をご覧く 
ださい。 

STEREO/DIRECT(AUTO SURROUND ) モードについて 


• 設定や入カソースにより、サブウーファーからも音が出力される場をがあります。 

• D 旧 ECT モードは、入力信号を加工せずに忠実にステレオ再生します。 

• DIRECT を選択しているときに政下のボタンを押すと、自動的に STERE 日モードに切り換わります。 
「 MIDN に HT / LOUDNESS 」、「 TONE」、[DIALOG EJ . fACOUSTIC EQ 」 

• AUTO SURR 日 UND モードでは入力信号に収録されたチヤンネル数に応じて、最適な U スニングモードを自 
動的に選択します。 

• CD などの 2 ch 信号入力時^ステレオ再生 

• □□サラウンド信号入力時一皿 PR 日 L 日 G に llx M 日 VIE など 
• デジタル瓦 Ich 信号入力時 一□□デジタル、 DTS など 

• 6.1 ch 再生検出信号付きデジタルマルチか信号入力時 一 DaPRO LOGIC llx MOVIE 、 皿 EX 、 DTS - ES など 


デコードとは 

デジタル信号処理回路などによ0、圧縮記録されたデジタル 
信号を、ちとの信号に変換させる技術です。また、 2 ch の音 
源をマルチ ch 化させる演算技術をマトリックス-デコードと 
言い、已 . 1 ch 信号を目.1 ch に伸長させる技術わデコードと呼 
ぶことびお0ます。 


昼本操作 
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基本操作 


EXTENDED モードの選が 


EXTENDED モードとは、サラウンドバックスピーカーを接続しているときに、サラウンドバック ch 音声の処理 
を切り換え、最大で7.] ch 再生か己. Ich 再生かを変更でさる機能です。設定項目は下のとおりです。 

OFF :サラウンドバック ch へのデコード処理は行わず、最大巳.] ch での再生となります。 

AUTO :入力信号の種類と r 日. Ich 再生検出信号」を検出し、サラウンドバック ch へのデコード処理技術を自動選 
択することで、再生チャンネル数を切り換えます。最ちソフトに忠実な巧生となります。 

ON :常にサラウンドバック ch へのデコード処理巧術を付加するため、最大の出カチヤンネル数でお楽しみいた 
だけるモードです。 


入力信号、 U ス ニン グモードの種類や組み含わせによって、 EXTENDED モードの処理が異なります。詳しくは 
「 U ス ニン グモードの詳細と出カ チヤン ネル数の一覧」 （一日 9ページ)の表をご覧ください。 


-. で .--1 で宁 

© 〇 ‘.:;.每 @ 

〇 〇 〇 @ 夕 ◎ 〇 



E'ST EXTENDED モードを選択する。 

© ボタンを巧すたびに、 ON と AUTO と OFF び 

切り換わりまず。 


メモ 

• DVD 已 . 1 ch モードを選んでいるとさは切り換えがでさませ 
ん。（一42ぺージ） 

• 「スピーカーシステムの設定」（一日8ぺージ）で、サラウンド 
バックスピーカーが NO (無し）に設定されている。 

• 「サラウンドバックシステムの設定」（一日]ページ）で rs 目 
2 ND Z 」 に目 BIAMP 」 が選ばれているときは切り換えが 
できません。 ( VSX - 日1已のみ） 

• サラウンドバックスピーカーを接続していない場をは、この 
EXTENDED MODE ボタンを巧すと、仮想のサラウンドバッ 
ク音声を作ることがでさます。 （-^4 己ページ） 
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基本操作 


アコーステイツクキヤリブレーシヨン EQ (周波数時性の補正)の還択 


r サラウンドの自動設定 (A MCACC )」 （一13ページ)などで設定された、アコースティックキャ U ブレーシヨン 
E 日(視聴環境の周波数特性の補正)の種類を選択します。チャンネル間の音色の違いを統一させるため、再生音の 
つながりが良くなり、音場バランスが改善されます。設定項目は技下のとおりです。 


ALLCH ADJUST(ALL CH) :部屋の特性を含めて、スピーカーシステム全体をフラットに補正した周波数特 
性です。映画館やダビングステージと同じ補正タイプになります。 

FRONT AUGN(F. ALIGN) :スピーカーシステム全体をフ□ント ch の周波数特性にをわせます。フ□ントス 
ピーカーには補正をかけずに音場バランスの改善が行えます。 

CUSTOMIZE :「自動測定された補正カーブを手動で調整する」（一日日ページ)で、上記2つの補正タイプをお好 
みに調整した設定値です。 

EQ 日 FF: 補正を行いません。 


I VSX-915] 



I VSX-51 百 1 


AMP SOURCE 

/TNv input select /*TN 

©□ 。 @ 

—^ — "ULTl CONTROL - 

IDVDLO] I TV sat] IDVRVCR] ITVCON で 

[CD J が "1 巧 JTUNEfi] い MP J 


mnum 娜獅職严 s 

WitL け化 L SLEEP 

CKHKZ )0 

DIALOG E 田 MER 

O •- Q - 


- で .1 ' u 

: @ 培 


@ @ 3 
資 S る易◎窃窃 


EQ 


アコースティックキヤリブレーシヨン 
EQ の補正タイプを選ぶ。 

押すたびにアコースティックキヤ U ブレー 
シヨン E 日がじ(下のよラに切り換わります。 


ALLCH 


F. ALIGN 


EQOFF . 


CUSTOM 2 


CUSTOM 1 


ALLCH または F . ALIGN 、 CUSTOM !. 
CUST 0 M 2 のときは日 N となり 、 MCACC 
インジケーターが点なします。 




アコースティックキヤ U ブレーシヨン E 日の日 N / OFF はすべ 
てのフアンクシヨンに共通で切り換わります。 

DVD 已 . Ich モードでは、使用できません。 

U スニングモードで D 旧 ECT を選択しているときにアコース 
ティックキヤ U ブレーシヨン EQ を日 N にすると、リスニング 
モードむ';自動的に D 旧 ECT む、ら STERE 日に切り換わります。 
工場出荷時は EQ 日 F 円こ設定されていますが、 r サラウンドの自 
動設定 J (一 13ぺージ)または r アコースティックキヤ U ブレー 
シ ヨン E 日」 （一日 4 ぺージ) を行ったときは自動的に日 N (ALL 
CH ) になります。 

へッドホン使用時には効果がありません。 


昼本操作 
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応用操作 


マルチチヤンネル入力の再を 


DVD 5.1 CH INPUT 端テに接続した機器 ( DVD オーディオや SACD など)の各チヤンネルの音声を、すべてアナ 
□グ処理のまま忠実に高 SN 比で巧生します。映像は入カフアンクシヨン選がで選ばれている機器の映像が映りま 
す。接続については r 日.1かアナ□グ接続」（一31ぺージ)をご覧ください。 


[VSX-91 呂 I 



[VSX-51 呂 I 



[VSX-915] 


1 DVD/LD _ , 

~~ I DVD / LD 入力にずる。 



[vSX-515] 


「 DVD 日 • 1 ch 」 にしてマルチチヤンネル 
入力の再生モードにずる。 


SIGNAL SELECT ボタンを巧ずたびに、 
下のよラに切り換わります。 


’ AUTO - 
DIGITAL 


__» DVD 5.1 ch — 
(DVD/LD 入力のみ ) 

- ANALOG 户 



マ J げチヤンネル入力の再生モードにずる。 



アナ□グ入力信号の至みを低減する 


アナ□グ音声信号が過度に入力され音が歪んでしまラとさ、入力信号レベルを下げて歪みを低減することがでさ 
よす 0 


I VSX-91 呂 ] 


CALOGE ル困 TT I; 

〇 〇 〇 


0 ： .CXE>-C±：) , 

Pioneer 

CAV AMPLIFIER ； 


-2 



( VSX - 己 1 己のみ)アンプ操作モードにす 

し AMP ] る。 


2 I VSX-91 5 1 INPUT ATT ボタンを f 甲す。 

押すたびに、 ON と OFF び切り換わり ON の 
CJ ) ときに、 ATT インジケーターび点なしまず。 
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[VSX-515] 

の 

INPUT ATT 
T.EDIT 






応用操作 


2 ch ソースを入力しているとさ、 STANDARD モードの anPR 日 LOGIC llx MUS に（または [ XlPR 日 LOGIC II 
MUS に）には3つの音響効果を加えることがでさます。それぞれの説明は政下のとおりです。 

CENTER WIDTH(C WIDTH) :センターチヤンネルの音声を左ちのフ□ントスピーカーに振り分けて出力する 
ことで、音色の不一致を緩和させることが可能になり、音楽再生により適した音場を創り出すことができます。 
効果は日〜7の範囲で調整することがでさます。日がセンタースピーカーか6のみの出力で、7はセンターチヤン 
ネルの音声すべてを左ちのフ□ントスピーカーに振り分けます。工場出荷時は3に設定されています。 
DIMENSION(DIMEN.) : U スニングポジションか日前方の音場を強くするか、後方の音場を強くするかを調整 
することで、広がりのある音場を創り出すことができます。+3か 6-3 の範囲で調整することができます。+3 
は U スニングポジションから前方の音場が強くなり、 一3 は U スニングポジションか日後方の音場が強くなりま 
す。工場出荷時は日に設定されています。 

PANORAMA(PNRM.) :前方の音場を左ちに大きく回り込ませ、サラウンドチヤンネルに繫げるようなヴラウ 
ンド効果を加えます。正確な定位よりち雰囲気を楽しむための機能です。オンまたはオフの設定で、工場出荷時 
はオフに設定されています。 


1 □□PRO LOGIC llx MUSIC モードを選択ずる。 

STANDARD ボタンを押します。（一38ぺージ） 

ノ EFFECT 

L /CHSEL 

に WIDTH 」、「 DIMEN 」、「 PNRM 」 の中 
か6加えたい音響効果を選ぶ。 

ディスプレイに設定したい音響効果が表おさ 
れるまで巧して < ださい。 

< LEVEL 

ご ( ZMZ ) 

音響効果を調藝ずる。 

+/- ボタンで調整します。 

メモ 

-^ 

• 「スピーカーシステムの設定 J (一日8ページ)で、センタースピー 

力一が N 日(無し）に設定されていると、に WIDTH 」 は調整でき 

ません。 

- 

- 1 



I VSX- 目 1 呂 ] 


2 - 




STAWARD ADV.S. . . SLEEP 

— 〇 CJ 〇 

MOHWr ACOUSTIC 

LOUDNESS OALOGE EQ mJTAJT 


o 


^reCT 

CHSEL 


Pioneer 

CAV AMPLIFIER ； 


3 


I VSX-51 呂 ] 


I jSTANDARD 

~ i — 

酣!臣 


[CD I を."" El 




Fi 賞も由 S 


[MUTE) 


DIM .- 曲 


(E 


3) 


TOP MENU 


Amr レ umn り L UPKII, 

A 。 


3 


MUS にモードに音響効果を加えて m . 


OOPRO LOG O 


ン機能 


■ J スニングモードのオプシ 


応用操作 
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応用操作 


Neo :6 MUS にモードに音響効果を加えて調整する 


2 ch ソースを入力しているとき、 STANDARD モードの Neo : 目 MUS にに音響効果を加えられます。センターチヤン 
ネルの音声を左ちのフ□ントスピーカーに振り分けて出力することで音色の不一致を緩和し、音楽再生に適した音場 
を作り出すことがでさます。 

CENTER IMAGE(C. IMAGE) :効果は日〜 1 日の範囲で調整することができます。日はセンターチヤンネルの音声が 
左ちのフ□ントスピーカーからを出力されて、音場が広がったよラに聞こえます。] 0はセンターチヤンネルの音声が 
をにセンタースピーカーか6出力し、センターの音像が明確化されます。工場出荷時は3に設定されています。 


[VSX ■ 目 15| 



[VSX-515| 


2 


[_ CD 1 が . r* 巧 [TUNER 

nan 

STANDARD パ 

t - 

； CHS£L LEVEL 

HP-0-0 

护 

广 MUTE) 


(■ MASTER 
、 ■ VOLUME 

互 


TOP MENU "wwmwL 脚リ 

へ A の 


3 



2 


Neo :6 MUSIC モードを選択する。 

STANDARD ボタンを押しまず。（一38ぺージ) 


EFFECT 


/CHSEL 


「 C.IMAGEJ を選ぶ。 

ディスプレイに rC . IMAGE 」 び表おされるま 
で押して < ださい。 


ゴ^_ level __ Neo : 己 MUSIC モードのセンターイメー 

^^^^ジを調壁する。 

+/—ボタンで調整します。 



WWCED SURROUND モードの効まを調 



ADVANCED SURROUND のをモードに付加される残響音などの効果を調整することびでさます。 


[VSX-915| 




1 CD 1 • で -，' ド T IMP 



口 挪目犹秘^興 


，抑猫 LEVEL 


-rni 1 け " 



UlALIjj , 一 - 

(S) Cj 

r MASTER 一 

户 VOLUME サ J 

.......... AMPCOMT 的 L menu 



ADV.SURR 

广つ ADVANCED モードを選択する。 



エフェクトレべルを選択する。 

ディスプレイに 「 EFFECT 」 び表示されるまで 
押してください。 


3 


LEVEL 

( 3-<±3 


エフェクトレべルを調壁する。 

エフェクトレべルは10〜90の範囲で調整す 
ることびでさます。 
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スピーカーの 出カレベルを調整する 


応用操作 


再生している音を聴きながら、チヤンネルごとに出カレベルを調整できます。 




- AMP CONTROL - 

5 ADVi . , ； a£B> 

0000 

XUXESS DIALOG E EQ MPUTATT 

00_ 


EfTHT 

/CHSEL 


Pioneer 

CAV AMPLIFIER ； 


2 


EFFECT 
畑組 

o 


スピーカーの チヤンネルを選択ずる。 

ディスプレイに「し日. OdB 」 などと表示されま 
す。 


2^^出ヵレベルを調壁する。 


一10.日 d 目から+10.日 d 巨の範囲内で、 
0.己 d 目間隔で調整でをます。 


[CD I を. RT" 日 


〇 


が ■ ’I, ' 


酣お1 

LEVEL 


•1 

- 0-0 

— 

[MUT る 

‘， 化 


(E 


Z ) 


-2 


メモ 


DVD 5.1 ch モードでは、（その他のモードとは別側こ)出カレ 
ベルを設定できます。一1日. Od 目から+10.0 d 目の範囲巧で、 
].0 cl 目間隔で調整でさます。 


サラウンドバックスピーカーを接続していないときに、仮想のサラウンドバックチヤンネル音声を創り出すモー 
ドです。日 N 、 AUTO . OFF のいずれかに設定します。入力信号の種類や U スニングモードの選がによっては効 
果が出ない場をがあります。 

ON : U スニングモードによって、仮想のサラウンドバックチヤンネル音声を作り出します。 

AUTO :日. Ich 再生検出信号を含んだソースや U スニングモードによって、仮想のサラウンドバックチヤンネ 
ル音声を作り出します。 

OFF :仮想のサラウンドバックチヤンネ J レ音声を作りません。 


パーチヤルサラウンドパックチヤンネル 
モードを選択ずる。 

ボタンを押ずたびに、日 N と AUT 日と日 FF が 
切り換わりまず。 


© 


メモ 


DVD 已 . 1 ch モードを選んでいるとさは切り換えがでさま 
せん。（一42ぺージ） 

「スピーカーシステムの設定」（一日8ページ)で、サラウンド 
スピーカーが N 日(無し）に設定されているときは切り換え 
がでさません。 

サラウンド ch が収録されていないソース(シーン)では、バー 
チャルサラウンドバックモードの効果を得ることはでさま 
せん。 


[ySX-9151 


[ySX-51 呂 I 


ーチヤルサラウンドバックモードの選が 


応用操作 
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応用操作 


便利な音声再生のための機能 

かさな音でも聴き取り やす〈するたッ ドナイト/ラウドネス) 


MIDNIGHT :夜間などのル音量再生では、音の響さび不足したり、微ルな音やセ1」フび聞こえにくくなります。 
ルさな音でち映画や音楽の微ルな音やセ U フを聴さ取りやすくする効果びあります。 

LOUDNESS :化域-高域のレベルを自然に調整するため、ルさな音でを音楽を聴き取りやずくする効果びあり 
ます。（フ□ント ch のみち効） 

ミツドナイトリスニング/ラウドネス 
モードを ON にする。 

ボタンを押ずたびに、し U 下のよラに切り換わ 
り、それぞれのインジケーターび点灯します。 

1—► MIDNIGHT - ► 

' - M/L OFF 


[VSX-515| 




、メモ 

• 音量にをわせて効果ち自動調整されます。 

• DVD 已 . 1 ch モードでは、これらの機能は選択できません。 

• ダイレクト巧生時にこれらの機能を日 N にすると、自動的に 
STERE 日モードに切り換わります。 

• DTS 96/24. PCM (96 kHz . 

スや WMA 目 Pro 信号では、これらの機能は使用できません。 
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応用操作 


ををね立たせる(タイアログエン八ンスタント) 


音に定位感を持たせることで映画/ドラマのセ U フや音楽のボーカルをきわ立たせ、より聴き取りやすい音にし 
ぶ 9 〇 




本体の TONE ボタンと MULTI 」0 G を使ってほ音、高音の調整 （ I ンコント□ール)びでさます。 



低音 ( BASS ) か高音 ( TREB ) のどち日の 
卜ーンを調整するか選択する。 

ボタンを押すたびに、ほ音 ( BASS ) と高音 
( TREB ) び切り換わります。 


运) 


2 



I ^ーンを調壁する。 

一目 d 目から+目 d 目の範囲内で'、 2 cl 目間睛 
で調整でをます。 


メモ 


STERECUU 外の U スニングモードや、 DVD 日.1 ch モード、 
スピーカーシステム目を選んでいるとき、トーンコント□一 
ルは使用でさません。 


応用操作 
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応用操作 



ノ |_ VSX -915 J 

FL DIMMER 




| VSX -515| 好みの明るさに調整ずる。 

DIMMER 押すたびに表示部の明るさが4 
こ ) 段階で切0換わ0ます。 


メモ 


明るさを一番暗い設定にしたとさは、各種インジケーターを 
消灯します。 

設定した明るさにかかわらず、何かの操作をしたとさは明る 
く点灯し、数秒後に元の明るさに戻ります。 

エラー表示や禁止;ッセージは、この設定にかかわらず明る 
く表示されます。 


その他の機能 



( MUTE ) 


IVSX-915] 


d I >REC I №0 MUTE 

f ® O M- 

居巧 I 版加 PI 

憂感画 


IVSX-515] 


--Ifi ぶ VEL _ SLEEP 

( ZKE >® © 

DIALOG £ EO DIMMER 

— 〔 ） Q ~~') ( ') 


1| vsx -3 is | MUTE ボタンを押す。 

匿 一時的に音び消えます。もラー度押すと、元 
{ _ ) の音量に戻ります。音量+ /— ボタンでを 

5ユートを解除しまず。 


I VSX -515 I 

(mute) 


表巧部の明るさ調 1 



フ□ントパネル表示部の明るさを4段階に調整することびできます。 


IVSX-915] 


- MULTI C0MTR0L - 

〔扣 I ICMTAP^ [TUNER i | 


( VSX -91 己のみ）アンプ操作モードにす 
る。 


I AMP 


ス リープタイマーの設定 ( SLEEP ) 


IVSX-915] 


0 


STANDARD ADV.SURR 。巧 EO SLEEP 

CD CD CD m- 

LCXJOWSS OALOGE EQ HVTAn 
0 0 0 0 
CTSQ. l£va 


wr 

O 


P ■ ゥ neA 


I VSX-515] 
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し CD I _ が.…巧 JTUSERJ [ *HP~1 


STANDARD な缸を电ご皮ピ点 5 
ぎな打 LEVEL SLEEP 

ACClJSTir n 

DIALOG P 


SLEEP 

O 


SLEEP ボタンを巧してタイマーを設定 
ずる。 

巧すたびにス U —プタイマーの時間が政下の 
よラに切り換わりまず。 

スリープタイマーが設定されると SLEEP イ 
ンジケーターが点灯します。 


SLEEP 30 min 
— OFF ◄— 


—► SLEEP 60 min 
SLEEP 90 min ◄- 



2 

⑤©霞 ..- •" 

③⑤ 8™ 飾- 
0® ① 










スピーカーシステム A / B の切り換え ( VSX -915 のみ) 


スピーカーシステム A / 目を切り換えると、再生されるスピーカーが切り換わります。必要に応じて使用するスピー 
カーシステムを選がしてください。 

スピーカー システムを切り換える。 

サラウンドバックシステムの設定(一日1ペー 
ジ)によって選択でさるモードび換わります。 
ボタンを巧すたびに、於下のように切り換わ 
ります。 

rSB NORM 」 に設定している場合 

SP^A に固定 

「 S 目 2 ND Z 」 に設定している場合 

I- ► A - ► B -1 

- A+B < - 

「 S 目目 IAMP 」 に設定している場合 

SP^AB に固定 


各スピーカーシステム選択時の出力音声について _ 

rSB NORM」 に設定している場含 

A ( SP ^ A ) :すべてのスピーカーか6出力されます。 

「SB 2ND Z」 に設定している場含 

A ( SP ^ A ) :スピーカー端子回に接続されたスピーカーか6出力されます。（サラウンド再生が可能です。） 
目 （ SP ►目） :スピーカー端子回に接続されたスピーカーからのみ出力されます。 （2 ch ステレオ再生のみ巧 

能です。） 

A+B ( SP ^ AB ) :上記 A ( SP ^ A ) と目 （ SP ►目)の音声が同時に出力されます。 

rSB BIAMP」 に設定している場含 

A+B ( SP ^ AB ) :すべてのスピーカーか6出力されます。スピーカー端モ图か6出力される音声はスピーカー 
端モ回のフ□ント出力と同じ音声です。 



へッドホンを PH 日 NES 5 謂テに差し込 
んでいる間は自動的に日 FF に切り換わ 
ります。（ただし、 「 S 目 2 ND Z 」 に設定 
されているときは、 SP ►目を選択する 
ことでスピーカー端子国からを音が出 
ます。） 

DVD 己.1 ch 入力を選択しているとき 
は、スピーカーシステムの設定にかか 
わらずスピーカー端子囚からのみ、最 
大已 .] ch 出力されます。 


応用操作 


応用操作 
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応用操作 


へツドホンをほラ 



1 へッドホンを PHONES 端子に差し込む。 

差し込むとスピーカーから音は出なくなります。 


で 

メモ 

. U ス ニン グモードは 「STERE 日」、 「 DIRECT 」 と 「Phones 
Surround 」 のみ選択できます。ただし、 DTS 目目/ 24 、PCM 
(目 6 kHz 、88.2 kHz )、 WMA 日 Pro 信号入力時は 「Phones 
Surround 」 を選択することはでさません。 

• 各 U ス ニン グモードの効果は 2 ch にダウンミックスされます。 

• へッ ドホンを差し込むとスピーカーから音は出なくなりま 
す。 

• DVD 日. Ich モードのときは、 FR 日 NT 旧、回端子からの音声 
のみをへッドホンから出力します。 

• へッドホンを差し込んでいるときはシステムセットアップを 
行ラことはできません。 


録音/録画をする 


本機を通して録画/録音を行う場合、双方の機器は同じタイプのコードで接続されている必要があります。 
録音/録画端子には、音声のアナ□グ/デジタル、映像のコンポジット / S ビデオ信号間の相互変換を行っていな 
いため、接続コードを一致させてください。 



1 IVSX -915 I 録音/録画ずる ソースを 

DVD/LD TV/SAT DVR/VCR VIDEO jjBB 




U モコンの MULTI CON - 
TROL ボタンまたは in ¬ 
put SELECT ボタンでも 
選択することがでをまず。 


2 S 入力信号を^ずる。 

’- * デジタル録音するとをは、 DIGITAL を選択 

します （ VSX -91 己のみ）。詳しくは 
「 ANALOG / DIGITAL 信号の切り換え」（一 
37ページ)をご覧 < ださい。 


3 録音/録画機器の録音/録画を開始ずる。 


4 録音/録画ずるソースを再生ずる。 


^心^ メモ 

. 本機の音量、チヤンネルレベル、 I ンコント□-ル ( TREBLE 、 目 ASS )、 サラウンドの設定などは、録音信号 
には効果がありません。 

• 市販ソフトの録音/録画は、個人で楽しむ場合を除いて、著作権法上認め6れていません。また、コピーガード 
信号により録音/録画のできないものをあります。 

• デジタル録音について、ソフトによってはコピー回数制限のあるをのがあります。詳しくは録音機器の取扱説 
明書をご覧ください。 

• サラウンドの自動設定 ( A . MCACC ) 中は、録音/録画を行わないでください。 

• DVD 曰. 1 CH INPUT に入力された音声は、録音することができません。 








ラジオ放送を聞 < 


応用操作 


-1 


チューナーモードにずる。 


3 

2 


ゾ I VSX -915 I 
BAND 


〇 


I VSX -515 I 


AM と FM を切り換える。 

巧すたびに、 AM と FM び切り換わります。 
( VSX - 日1已のみ)本体の場をは 「 FM 」、 
「 AM 」 ボタンで切り換えまず。 


BAND d 


► 


3 


如 E + - 〉 


3 


放送を受信ずる。 

TUNE+/- ボタンを押して還局します。体体 
の場合は MULTI JOG ダイヤルで選局しま 
す。） 

選局ち法には、しソ下の 3 種類びあります。 

才ートチューニング： 

ボタンを押して、周波数び動さはじめたら指 
を離す。 

周波数び自動的にを化して、放送局を受信す 
ると止まります。 

途中で止めるときは TUNE + ボタンまたは 
TUNE —ボタンを押します。 

マニュアルチューニング： 

ボタンを]回ずつ押す。 

周波数び]ステップずつ変化します。 

] ステップは FM 放送び 0.1 MHz で、 AM 放送 
び 9kHz です。 

イスピードマニュアルチューニング： 

ボタンを押し続けます。 

周波数び連続してを化します。指を離すと止 
まります。 


I VSX- 已 1 已 ] 


、2 


憂馨= 


3 


て 


J 


LVSX- 已 1 已 J 

I I CD I 邮 T が日り"!叶 1 


D 誦獅8 


丽 


皮陆舰 S 


_ LEVEL __ ^EP 
DIALOGE ミ^— D| ぶ iER 

@ o o ^; 

r~ ~ MASTER ~ 

^ VOLUME 



RETURN _BAND d ( INFO 

回回 


[ySX -9151 


修 


1 VSX- 91 已 1 
1 - 

1 

— MULii レ ~ 1 

1 

1 

TUNER 



[ySX -9151 

2 




ド .anew 



1 



©' 〇 

.运@贷@ ◎ ■是^'^ 

: k 

M ぶで M 田で 一 - 

@贷贷贷 ◎ ◎ 


放送のを信のしかた 


応用操作 


国 


⑤風當增ろ一 
⑤⑤@爾 

0 ® © 風1101 19 
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応用操作 


[ySX-5151 

0 !• _ 

DISPLAY CLASS MPa D.ACCESS 

因面面^— 

o o o ⑩". 
O O 0 o ° 


[ ysx - 目 1 已 I 


2 


U モコンで TUNER モードのとさ、下記の方法で選局することちでをます。 


1 IVSX -91 日 I ダイレクトアクセスチューニングモー 

D . ACCESS ドにずる。 

TOP MENU 

〇 


[ vSX -515] 


D.ACCESS 
/-\ 

►►1 

V_ ゾ 


2 数字ボタンで、放送局の周液数を入力ずる。 

たとえば、 「 FM 7 日. OOMHz 」 を選ぶには、7、日、0、 
0を押しまず。 


FM の受信状態び悪いとき （ MPX モード) 


FM 放送を聞いているとき、受信状態び悪いため TUNED もしくは STERE 日インジケーターび点灯しないとをびありま 
す。そのよラなとさは MPX モードでモノラル受信にすることでノイズを低減させることびでさます。 


IVSX-915] 


AUDIO 助 emE 


f - AMPC( 

STAMMRD ADV.SURR 
/-\ /-\ 



S7HE0 SLEEP 

|CJ U 〇 〇 

LOUDtESS DIALOG E EQ WUTATT 
0 0 0 0 
[Mn\ 離 Lfva 

010 -(Z)kT) 


Pioneer 

CAV AMPLIFIER^ 


I VSX-515] 


の i _ 

DISPLAY CLASS 


MPX D.ACCESS 


因面な 

8 な BS7 BS9 

み ( D が卸 


I VSX -915 I 


I VSX -515 I 


MPX 

面 


モノラル受信にずる。 


MONO インジケーターび点なします。 

( ^ 押すたびに、モノラル受信とステレオ受信び 
^ 切り換わります。 


周波数を直接入力して選局する（ダイレクトアクセスチューニング) 
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応用操作 


STANDARD お Ul, .i . レ ,… 

、 ) 0 
® LEVEL SLEEP 

CKZKD O 

扣 Al ■が化〇£がに0向£1? 

gEJ い C __ ； 〇 


TOP MENU MENU 

i 

Iwf — 

占 U 片ス tEC^Tl^LE 

C -/ TUP ^^ S^^^REnjRNVJ 

RETURN _SAND d _ IN 巧 . 

切い 

DISPLM CLASS MPX D. 化 CESS 

0000 


( en ^^ 記慮し 


ステーション番号を選ぶ。 

(+/ 号をお好みで還択することびで 
さます。 

巳 LASS ボタンを押すことで A 、 

B 、 C のステーションクラスを 
切り換えることびでさます。 
(本体の場合は MULTI JOG で還 
_びます。）_ 

言己厦、したいステーションを号を巧定する。 

ステーシヨン番号び記憶されます。 


6 手順吕〜己を繰り返して、30局まで記憶ずることが 
でさまず。 


已 4 



，る 

'/ @ @ @ 


放送局を記憶する(ステ-シヨ ンメモソー J 


本機では、よく聞く放送局を A . 巨. C のクラスに各1日局、合計3日局まで記憶することびできます。 


I VSX- 目 1 呂 ] 

[CD ] [cMTAPe] [ AMP ] 1 

の⑤⑤ 

® ⑤ © 

® 風® 

FLDWMER が 

(5)" 

__ D.ACCESS CLASS 

_TOP MENU _ a^>. MENU — 

3— 

GUIDE SETUP RETURN 

I^T^TVCONT^ ^ 

IVSX-515] 


I tunerJ チューナーモー ドにする。 

ム 記憶したい放送を受信ずる。（一己1ぺージ） 


6 两 x-sis] 放送局の記憶モードにする。 

T.EDIT 

〇 ステーシヨン番号が点滅し、放送局を記憶 

い するモードになります。 


I VSX-51 已 I 


INPUT ATT 
T.EDIT 


応用操作 
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応用操作 


[vsx-gi 已 I 



[vsx-515| 




メモ 

• 1力月程度、本機の電源コードを電源コンセントから损いてお 
くと、ステーションメモ U —やステーションネームは消去さ 
れますのでごま意 < ださい。 


記憶した放送局を呼び出す 
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-モードにずる。 


2 


[VSX-915] 

CLASS 

MENU 

の 


[VSX-515] 

CLASS 

0 


メモリークラス ( A , B ， C ) を選 
ぶ。 

(本体の場含は、 TUNING / 
STATION を押しまず。） 


3 


名前をつけたい局が記憶さ 
れているステーシヨン番号 
を選ぶ。 

数字ボタンで ステーシヨ ンま号を 
逞ぶことをでをます。(本体の場合 
は 、 MULTI JOG で選びまず。） 


4 


T.EDIT 

の 


rVSX-915| I 「 VSX-5151 ステ — シヨンネ — ムモ—ドに 

ずる。 

「 ST . NAME 」 と表示され、名 
前を入力するモードになりま 
す。（本体の場合は 、 TUNER 
EDIT を巧します。） 


の 

INPUT ATT 
T.EDIT 
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メモ 

• 最大 4 文字までの入力となります。 

• U モ]ンの TUNER DISPLAY ( VSX - 日]己 ）/ DISPLAY 
( VSX - 日1己)ボタンを巧すことで、周波数と;>(モ U —させた名 
前を切り換えることができます。 

• 名前を削除したいとさはすべてスペースを入力してください。 


7 手順己〜6を繰り返して名前をつける。 



5 


を 


入力したい文字を選ぶ 

(本体の場合は MULTI JOG で逞 
びます。） 


入力でさる文字はけ下のとおりでず。 


6 


I ENTER) 


選んだ文字をミ夫定ずる。 


応用操作 


S 巧脚驅狐 


巨 


MENU 

INPUT ATT 
、 T.EDIT 


^9 vs 

AUDIO ▼ ^ WsuS 

05 品 O 


国し >_J 间 

DISPLAY CLASS MPX D.ACCESS 

因の面因 

ess - = - 


O G O 匿。 

O G G ⑩ 
O O 0 〇。| 


4 

3、 

-2 




IVSX-91 已 ] 


TUNER 


チューナ- 



A 巨 CDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ 
[\ L ! 0123456789 

" o / o &'()*+,-./==? a (スぺ-ス） 


る前をつける(ステーションネーム) 


応用操作 






















設定 


簡単設定 ( QU に K SETUP ) 


「サラウンドの自動設定 ( A . MCACOJ (一 13ぺージ)を巧った場含はここでの設定を行う必要はありません。 

快適な U スニング環境を簡単に設定することがでさます。 

簡単設定では S 、 M 、 L の中からご自分の部屋に近いサイズを選び、 FWD 、 MID . 目 ACK の中か6ご自分の U ス 
ニン グポジションに近い設定を選びます。それらを設定することでスピーカーから聴こえる音のタイミングや大 
ささのズレなどを補正し、適切なサラウンド効果が得6れるよラなります。 


本機の電源を入れる。 


2 




論 —冷'なな… 

が響 @ @ @ @を'@ 


て 


T 


QUICK 

SETUP 

@ 


2 

4 , 6,8 31517 



簡単設定モードにする。 

ディスプレイに rsw DET 」 と点滅表 
示したあと、サブウーファーび接続さ 
れているかどラかの自動検出を行いま 
す。 

サブウーファーを検出したとさは 
「 YES 」 と表示され、検出しなかった 
とさは「 N 0」と表示されまず。 


3 



接続している スピーカーの 本数を 

選ぶ。 

マルチジョグを回すたび似下のよラに 
切り換わります。 


サブウーファーの自動 2.1 ch 


^ム^ メモ 


簡単設定を行った時点で r システムセッ 
トアップ」（■►己8ページ)の設定内容は 
U セツトされますのでご注意ください。 


巧出が rYESJ の場合 


7.1 ch 


3.1 ch - 

6.1 ch ' 


4.1 ch 
百 . Ich 


サブウーファーの自動2.0 ch 
巧出び rNOJ の場合 7 iC)ch 


► 3.0 ch ► 4.0 ch ◄- 

► 色 . Och イー ► 己. Och イー 

それぞれの詳細は政下のとおりです。 



フ□ント 
スピーカー 

センター 
ス ピー カー 

サラウンド 
スピーカー 

サラウンドバック 
スピーカー 

サブウーファー 

2.0 ch 

0 

— 

— 

— 

— 

2.1 ch 

0 

- 

- 

- 

0 

3.0 ch 

0 

0 

- 

- 

- 

3 .Ich 

0 

0 

- 

- 

0 

4.0 ch 

0 

- 

0 

- 

- 

4 .Ich 

0 

- 

0 

- 

0 

已 .Och 

0 

0 

0 

- 

- 

5 .Ich 

0 

0 

0 

- 

0 

巨 . Och 

0 

0 

0 

1本 

- 

巨 -Ich 

0 

0 

0 

1本 

0 

7.0 ch 

0 

0 

0 

2本 

- 

7 .Ich 

0 

0 

0 

2本 

0 


-無し） 
0(有り） 
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設定 


メモ 

-ルームサイズと U スニングポジション 
の設定では、各スピーカーまでの距離 
(碎72ページ)と各スピーカーの出カレ 
ベル（崎 7] ページ）を切り換えていま 
す。 


4 


ENTER 

〇 


スピーカーの 本数をミ夫定ずる。 

ルームサイズの還択になります。 


5 



ルームサイズを選ぶ。 

マルチジョグを回すたび S 、 M 、 L び切 
り換わります。リスニングルームのサ 
イズび、およそ日畳しツ下の場合は rs 」 
を、8〜に畳の場 S ま 「 M 」 を、14畳 
LiLh の場合は ru を逞択します。 


6 


ENTER 

〇 


ルームサイズを決定ずる。 


U スニングポジシヨンの選択になりま 
す。 




リスニンングポジションを選ぶ。 

マルチジョグを回すたび FWD 、 MID 、 
巨 ACK が切り換わります。 


FWD (フ□ジトスピーカーに近いとき） 



MID (すべてのスビーカーがほほ黃距甜のとき） 



BACK (サラウンドスピーカーに近いと宝） 



8 


ENTER 

〇 


U スニングポジシヨンをミ夫定ずる。 

ディスプレイに rCONF 旧 M YOUR 
SELECTION 」 と表示され、 スピーカーの 
本数とルームサイズ、リスニングポジ 
シヨンの設定お認び表おされます。 

設定お認の表示び終了を、簡単設定は自 
動的に終了しまず。 
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設定 


システムセットアップについて 

システムセットアップの設定頂目一1 


本機のシステムセツトアップで設定でさる全項目です。 


システムセットアップ項目 

詳細項目 

内容 

参照 

ぺージ 

1 # 

サラウンドバックシステムの設定 
( SB . SYSTEM ) 


SPEAKER 回端子の用途設定 

61 

吕 

サラウンドの自動設定 
( A . MCACC ) 


音場補正の全項目を自動測定 

13 



a 

CH LEVEL 

各チャンネルの出カレベルの詳細設定 

白2 



b 

CH DISTN. 

各スピーカーまでの距離を入力し、 最 
適なディレイ値の詳細設定 

白3 

3 

詳細な ヴ ラウンドの設定 

c 

EQ A. SET 

音場補正の補正カーブを自動測定 

64 

( M . MCACC ) 

d 

EQ COPY 

補正カーブの保存 

65 



e 

Cl/C 吕 ADJ 

補正カーブの 調整 

白己 



f 

EQ CHECK 

補正カーブの確認 

67 



a 

SP SET 

スピーカー接続の有り無し、お域再生 
能力などの設定 

68 

4 

聴感によるサラウンドの設定 

b 

X. OVER 

ク□スオーバー周波数の変更 

70 

(SP SETUP ) 

c 

CH LEVEL 

各チャンネルの出カレベルを補正 

71 



d 

SP DISTN. 

各スピーカーまでの距離を入力し、 最 
適なディレイ値に設定 

72 

己 

入力に関ずる設定 

a 

DIG. IN 

デジタル入力端子の割り当て入カ ファ 
ンクシヨンの変更 

73 

(IN ASSIG .) 

b 

D.TR IN 

D 端子の割り当て入カ ファ ンクシヨンの 
変更 

74 



己 

DRC 

ダイナミックレンジ圧縮レベルの変更 

7已 

巨 

その他の設定 

b 

DUALMONO 

デュアルモノラル音青の選択 

76 

( OTHER ) 

c 

LFE ATT 

LFE (超お域信号成分)のレベル減衰 

77 



d 

SR+ 

パイオニアプラズマディスプレイとの 
連動設定 

81 


* VSX-915 のみ 
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設定 


MCACC の詳細と効果 


じ(下4つの設定(補正)を音場補正と呼んでいます。サラウンドの設定とは、この音場補正を行ラことをいいます。 
本機のオートセッ ト アップ機能を使ラと、これら4つの設定(音場補正)を自動で行うことができます。 

スピーカーシステムの 設定 （SP SE 。 


これはソースに含まれる音青成分のすべてを再生するための基本設定です。この設定び正しく行われないと、サウン 
ドトラックの特定チャンネルに収録された音声び再生されなかったり、低域成分び欠落してしまラ、などの不具合び 
発生する場合びあります。スピーカー接続の有0/無しや低域再生能力などを設定し、上記の問題を回避します。 

スピーカー出カレベルの設定 （CM LEVEL ) 


u スニングポジションでの各チヤンネルの音量レベルを一定に合わせる設定です。「スピーカーまでの距離設定」と同 
様に、音の定位感や移動感を正確に再現することび目的です。この設定び正しく行われないと、いわゆる「バランスの 
悪い音」になってしまいます。これまでは聴感での設定び一般的でしたび、この方法では正確な設定は不可能でず。プ 
□のスタジオ-エンジニアは、 S キシング作業前に必ず専用の音圧測定器で測定を行い、バランスの微調整を施しま 
す。本機では、 MCACC によって、このプ□レベルの精密な調整び誰でも簡単にできるようにな0ました。 

スピーカーまでの 距離の設定 （SP DISTN .) 


実隙には距離を設定することで各チャンネル間の遅延（ディレイ）を算出-補正しています。マルチチャンネル再生で 
は特に重要で、音の定位感や移動感を正確に再現するために必要です。測定用のマイクを使巧した実測では、電気的 
な遅延現象(特にサブウーファーに多く見受け5れる）をち測定します。よって、メジャーで測った物理的な距離より 
大きい値び設定されることちありますび、遅延補正として正しい値になっています。 

視聴環境の周波数特性の補正に Q A . SET ) 


r 視聴環境の周波数特性の補正」とは、リスニングポイントでの視聴環境!-ータルの周波数特性(1；(下、 F 特)の補正を設 
意巧します。全チャンネルに同じ種類のスピーカーを使用しても、リスニングポイントでは音色び違って聞こえま 
す。これは、設置場所-設置方法-壁面-内装、など様々な影響により実際の F 特び違ってしまラためです。 

本機の r 視聴環境の周波数特性の補正」では、 U スニングルーム固有の F 特まで含めた補正をすることで、香チャンネ 
ルの音のつなびりび飛躍的に向上し、これまでにない実儘感やリアルな移動感を再現します。スタジオや映画館など 
においてはこの補正は絶対に欠かせないものです。これびホームシアターとの大をな差でしたび、当社の研究によ 
0、一般家庭環境における F 特の補正には最を有効であるエンべ□—プ補正方式を探用し、この差を埋めることを可 
能にしました。 

全チャンネルの周波数特性をフラットにする 「 ALL 仁 H AD 」 UST」(ALL CH ) と、フ□ントスピーカーの特性に合わせ 
込む 「 FR 日 NT AUGN 」( F . AUGN ) の3種類の補正カーブを用意しました。 
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設定 



電源を入れてメニュー画面を開くまでの手順です。ここか 6 を設定の操作に道めます。 


I VSX-9151 



AMP SOURCE 

か"巧。。@ 

— MULT1 CONTROL - , 

IDVD LD] ITV S*T] IDm 固 ITV CONTI 

I CD I が AT" 日 [TUNER] — • 


STANDARD H lili » 


巧姐 


，が!^ 


_ o 

DIALOG E WOe ぞ T'C D| ぶ i 扣 

@ o o o 

(t 臘 J 鹿+》 


TOP MENU vvi.inv.- UENU 

ieturnx3 


2 


2 



1 amp 本機の霞原を入れ、テレビの霞原も入れる。 

(cbl テレビは本機の出力映像び表示されるよラに 

しておきます。 

Z ■ リモコンをアンプ操作モードにする。 

ゴ 〇 システムセットアップにする。 

^ s ' etup デイスプレイにしソ下のよラに表示されます。 
VSX - 9] 已 



システムセツトアップの操作には下記のボタ 
ンを使います。 


リモコンボタン 

本体ボタン 

用途 

'^SYSTEM 

SETUP 

SYSTEM 

SETUP 

◎ 

システムセットアップを 
開く/閉じる 

竊を 

MULTI JOG 

o 

ENTER 

◎ 

カーソル移動と設定値 
の変更 

選択項目を決定 
する 

公 

RETURN 

RETURN 

© 

1 つ前の画面に戻る 


メモ 

• へッドホン使用中は、システムセットアップは表示できませ 
/ u 。 

• 約 3 分間放置するとシステムセットアップは自動的に終了し 
ます。 

• 一度登録した設定内容は本機に記憶されるため、システムを 
使用するたびに設定し直す必要はありません。ただし、スピー 
カーシステムの構成や配置を変更したり、新しくスピーカー 
を追加したときには、設定し直す必要があります。また、設定 
內割ま 1 力月程度、]ンセントを损いた状態にしておくと消去 
されますのでごま意ください。 
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サラウンドバックシステムの設定 (SB SYSTEM ) 


設定 


*VSX-915 のみ 

ここではスピーカー端子回(サラウンドバックチヤンネル)の使用用違を設定します。拟下の項目か6選択します。 
rSB NORM 」 ：一般的なサラウンドバックスピーカー用（目.1巳 h または 7.1 ch システム） 
rSB 2 ND ZJ : メインの瓦 Ich システムとは別のステレオ再生用 
rSBBIAMP 」 ：フ□ントスピーカーのバイアンプ駆動用（已 . Ich システム） 



@毎)を 


rSB. SYSTM 」 を選んでミ夫定する。 

サラウンドバックシステムの設定になりま 
す。詳しい説明は上記をご覧ください。 


2 


「SB NORM 」 
「SB BIAMP 」 


と 「 S 己 2NDZJ 、 
のいずれかを選ぶ。 




3 


0.0 


RETURN を巧す。 

サラウンドバックシステムの設定を終了しま 
す。 



設 

定 



サラウンドの自動設定 ( A . MCACC ) 


本機のオートセットアップでは従来のマニュアル調整では難しかったさまざまな設定を、付属のセットアップ用 
マイクを使い自動で高精度に測定、設定することがでさます。「ホームシアター入門サラウンドの自動設定 ( A . 
MCACC )」 をご覧ください。（一13ぺージ） 
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設定 


i 羊細なサラウンドの設定 （ M . MCACC ) 

スピーカー出カレベルの詳細な設定 (CH LEVEL ) 


選択したチヤンネルとそのチヤンネルに巧して最適と思われるをう]つのチヤンネルからテストトーンが再生さ 
れますので、そのテスト!-ーンどラしが同じ大ささに聞こえるように調整します。 



1夕 j ^め 「 M . MCACC 」 を選んで決定ずる。 

け^詳細なサラウンド設定になりまず。 


とづ勺が)に H LEVEL 」 を選んで巧定ずる。 

& ^ ^スピーカー出カレベルの詳細な設定になりま 
す。 



テストトーンは大きな音で再生されます。 ' 
MASTER VOLUME は自動的に 一 1 8 d 目に 
なり、テスト I -ーンが再生されます。 

ノ 



を 

($5£+> 

1 調壁したいスピーカーを選んでチヤンネ 
j ルレべルを調壁ずる。 

還択したチヤンネルとそのチヤンネルに巧し 
て最適と思われるもラ1つのチヤンネルから 
交互にテストトーンび出力されます。 
-10.0づ5から+] 0.0 d 目の範囲内で、 
□.已 dB 間隔で調整ずることびでさます。 

4成 

RETURN 

RETURN を巧ず。 

スピーカー出カレベルの詳細な設定を終了し 
ます。 

メモ 


サブウーファーか 6 のテストトーンは周波数が低いため、実際の 

レベルよりをルさく聞こえる場合があります。 

V--- り 
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設定 


スピーカーまでの距謎の詳細な設定 (CH DISTN .) 


選択したチヤンネルとそのチヤンネルに巧して最適と思われるをラ1つのチヤン 
ネルからテストトーンが再生されます。その2つのスピーカーに巧して U ス ニン 
グポジションからち図のよラに向さ、2つのテスト!-ーンの聞こえるポイントが 
真ん中になるように調整します。なお、サブウーファーは、このち法でディレイ 
値を合わせるのが困難です。この場をは、テスト信号を出しながら距離の値を動 
かし、視聴ポイントでテスト信号の音量が最ち大きくなるよラに調整してくださ 
い。 




1 づ勺め 「 M . MCACC 」 を選んでミ夫定する。 

詳細なサラウンド設定になります。 

么づ勺め rCH DISTN 」 を選んでミ夫定ずる。 

^スピーカーまでの距離の詳細な設定になりま 
す。 





フ□ン ト左 チヤン ネルの スピーカーまで 
の実測距離を入力してミ夫定する。 




調壁したい スピーカーを 選んで スピー 
カーまでの 距離を調整する。 


Z 選択したチヤンネルのスピーカーとをラ1つ 

をゴよ> のスピーカーからテスト!■''ーンび出力されま 


す。 




广 



テスト I -ーンは大きな音で巧生されます。 
MASTER VOLUM 曰ま自動的に一] 8 d 目に 
なりテスト I -ーンが再生されます。 


日.1 m から9.0 m の範囲内で、日. Im 間隔で設 
定でさます。 


R Pi ； 

■■ ! H 

jrn 立 

X 

R Hi ： 

-TS 

j m … 


5成 

RETURN 


RETURN を巧す。 

スピーカーまでの距離の詳細な設定を終了し 
まず。 
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設定 


アコースティックキヤ U ブ レーシヨン EQ (視聴環境の周波数特性の補正) 


視聴環境の!■'ータルな周波数特性をマイクを用いたオートセットアップにより、自動で補正(均一化）します。補 
正カーブには 「ALL CH 」 と 「 F . ALIGN 」 の2種類びありますび、それ b の補正力ーブをお好みで調整して 
「CUSTOM ] 」、 「 CUSTOMS 」 として保をすることちできます。 

補正カーブを自動測定する 


サラウンドの設定を手動で行ったときにこの 「EQ A . SET 」 で補正カーブを自動測定します。「サラウンドの自動設定 
( A . MCACC )」（— 13ぺージ)でオートセットアップしたとさは、すでにこの自動測定は行われていますので不要です。 



1 付属のセツトアップ用マイクを MCACC SETUP 
M に端子につなぐ。 


2 巧^め 「 M . MCACC 」 を選んでミ夫定する。 

_ U 詳細なサラウンド設赶こなります。_ 

3巧め 「EQ A . SET 」 を選んでミ夫定ずる。 

& ^け^補正カーブの自動測定びスタートします。 



A 

ま意 


テストトーンは大きな音で再生されます。 
MASTER VOLUME は自動的に 一 1 8 d 日に 
なり、テスト I ンび再生されます。 


測定び終了ずると、自動的に手順3のデイス 
プレイに戻りまず。この測定のデータを使つ 
て下記の項目に進めまず。 

「EQ COPY 」 ：測定結まを保存ずる 
に1/2 ADJJ :保存データを調整する 
「EQ CHECK 」 ：測定結まを確認ずる 
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設定 

自動測定された補正カーブを手動で調整する 


あ5かじめ、「才ートセットアップ」（一] 3ページ)または「アコースティックキャリブレーション EQ 」 （一目4ぺージ) 
を行い、補正力ーブを自動で調整しておいてください。ここではすでに調整されている 「ALL CH 」 または 「 F . ALIGNJ 
の補正カーブを 「 C 1」 または 「 C 3」 に保存し、その補正力ーブを手動で調整する方法を説明します。 


システムセットアップで®用するボタン 



(System 

SETUP 



1 だ)勺め 「 M . MCACCJ を選んでミ夫定する。 

_詳細なサラウンド設定になります。_ 

Z ^ め 「EQ COPY 」 を選んでミ夫定する。 

^ [ CUSTOM 1」または rCUST 0 M 2」 に保存す 

る巧正カーブの種類を選択ずる画面になりま 
す。 



に1」またはに2」のどち引こ保をずる 
かを選ぶ。 


4 <g±t> 補正力ーブの種類を選んでミ夫定する。 

「 A . CH 」 と 「 F . ALG 丄に1」と忙2」から 
) 選択します。 

か NE + — 、 



5 づ厂^が) 「 COPY ? YESJ を選んでミ夫定ずる。 

^ U ^補正カーブび保存されます。 

夕なクで 「 COPY ? N 0」を選ぶとコピーは行 
われません。 

6 卢？み手順3で選んだ保存巧に合わせて rc 1 
づ^が ADJ 」 またはに2 ADJ 」 を選んでミ夫定ず 
る。 

保存した補正カーブの手動調整になりまず。 



h ミ i h ;i 

… j---j j --- j ". -DU 


[T 3,… 

…1 :■■■: ：： — OU 

...1 1 1 ぶ 

「 ci 」 に保存ずるとさ 

[溫] 

… -ふ n 

に2」に保存ずるとき 

1 : ..J ( 

■■■ — D し i 


r 1 ! -- 

!... ! ■ 

—bU 

— j j 卜 .！ d 日 



設 

定 


妨 

















































設定 


66 


7(1 

i © を 

テスト1 — ンの種類として 「A. CH ADJJ 
または 「F. ALG ADJ」 を選んでミ焼ずる。 

テスト1''ーンび出力されます。 


A 

注意 

テスト!-ーンは大きな音で再生されます。'" 
MASTER VOLUME は自動的に一] 8服にな 
り、数秒後にテストトーンが再生されます。 

ノ 



「 A . CH ADJJ :サブウーファーを除いたす 
ベてのスピーカーのフラット化巧正。 

「 F . ALG ADJJ :フ□ントスピーカーの特性 
に合わせた補正。 

それぞれの周波数帯域び同じレベルになるよ 
ラに調整してください。 

8 

<^5£+> 

調整したいチャンネルを選ぶ。 

手順7で 「 F . ALG ADJJ を選択したときは、 
ここで 「L EQ 」 と 「R EQ 」 を選択することはで 
さません。 

を 

調壁したい周波数帯域を選ぶ。 


10 手順 g で選んだ周波数帯域を調整する。 

一日. Od 目から+目.日 d 目の範囲内で、日.己 d 目 
間隔で調整することがでさます。 


二 

メモ 

• 調整中に 「 OVER !!」 がディスプレイに表示されたとき 
は、その帯域または他の帯域のレベルが高すざるので、 
「0 VE 印!」表示が消えるまで、さまざまな帯域のレべ 
ルを下げてください。 

• 「スピーカーシステムの設定」で SMALL (ル）に設定さ 
れたチヤンネルは 40 Hz を選択することはできません。 

•「 TRM 」 では、それぞれの帯域を調整することで、変 
わってしまったそのチヤンネルレべ!レの全体的なバラ 
ンスを調整します。 


11 手順 g 〜10を繰り返して、各周波数帯域を調壁し 
まず。 


チヤンネル選尺のディスプレイにずる。 

の 手順8へ戻りまず。手順8〜12を繰り返して、 
_各チヤンネ j レの周波数帯域を調整しまず。 

13 Cn return を巧ず。 

RETURN 手順7へ戻ります。 


12 @ 


14 〇 RETURN を巧ず。 

^ StiTrn に1/2 ADJ 」 モードを終了します。 



センターチヤンネルを 還 巧したとき 




































































補正 カーブを 確認する 


設定 


「才—トセットアップ」（一13ぺージ)または「ア]-スティックキャ U ブレーシヨン E 日」（一日4ぺージ）にて設定され 
た、すべての補正カーブを確認することびできます。 


システムセツトアップでほ用するボタン 


AMP 


^SYSTEM 

SETUP 





RETURN 


1 巧め 「 M . MCACC 」 を選んでミ夫定する。 

_詳細なサラウンド設定になります。_ 

'A ^^「EQ check 」 を選んでミ夫定する。 


補正力ーブの種類を選んでミ夫定する。 

「ALL CHJ ' rF . ALIGN 」 、に USTOMl 」、 
rCUST0M2 」 から選びます。 


。 = 

メモ 

• 再生中に EQ CHECK を行うと、補正力ーブごとに試聴で 
き、聴き比べることびできます。なお rOFF」 は EQ 補正を 
していない音です。 


3 


(enter) 



4 《置ら確認したいチャンネルを選ぶ。 

そのチャンネ j レの周波数帯域の設定値びディ 
へ^ スプレイに表示されますので、確認します。 

手順3で 「 F . ALG ADJ 」 を選択したときは、 
ここで「1_ EQ 」 と m EQ 」 を確認することはで 
をません。 



5 A A 各周波数の詳細を確認ずる。 

^ 確認び終わり、違ラチヤンネルを確認ずると 

をは和-►ボタンで手順4のデイスプレイにし 
た後、手順4へ戻ります。 

手順4〜已を繰り返して、さチャンネルそれぞ 
れの周波数をお認します。 



6 RETURN を巧ず。 

手順2へ戻ります。手順2〜己を繰り返して各 
補正カーブの各チャンネルの周波数帯域の設 
定値をお認しまず。 



ぶ) 


RETURN を巧す。 

「 EQ 巳 HECK 」 モードを終了します。 
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設定 


聴感によるサラウンドの設定 (SP SETUP ) 


r サラウンドの自動設定 ( A . MCACC )」 （一 13ぺージ)で才ートセットアップを行った場合はすでに設定されてい 
ます。必要に応じてお好みで再設定できます。 


スピーカーシステムの 設定 (SP SET ) 


各チャンネルに接続されたスピーカーの有無や低域再生能力の大ルを設定することで、再生するソースの全音域 
を最適なチャンネルへ配分します。お持ちのスピーカーシステムや視聴環境などに合わせて正し<設定してくだ 
さい。 





rsp SETUP 」 を選んで決定ずる。 


2巧^め rsp SET 」 を選んでミタ定ずる。 

& スピーカーシステムの設定になります。 


. を 


♦ 


設定したいスピーカーを選んで、それ日の 
サイズや再生能力に合わせて設定ずる。 

スピーカーごとにしソ下を選べます。各項目 
の意はと設定方法については次ページの説 
明をご覧ください。 





F 

(フ□ント） 

「 SMALL 」「 LARGE 」 

巳 

(センター） 

「 SMALL 」「 LARGE 」「 NO 」 

S 

(サラウンド） 

「 SMALL 」「 LARGE 」「 NO 」 

SB 

(サラウンドバック） 

VSX - 己 1 已 

「 SMALL 」「 LARGE 」「 NO 」 

VSX -91 已 

「SMALL UrSMALL 2 」「LARGE 1」 
「LARGE 2」「 N 0」 

SW 

(サブウーファー） 

「 YE 引 IPLU 引 [ NO ] 


4尼 

RETURN 


RETURN を巧ず。 

スピーカーシステムの設定を終了し ます。 
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スピーカーシステム設定の目安 


設定 


スピーカーシステム組み合せ可能一覧 


F 

(フ□ント） 

に MALL 」 

「LARGE」 

巳 

(センター） 

「 SMALL 」 「N0」 

「LARGE」「SMALL」 「N0」 

S 

(サラウンド） 

rSMALLJ 

「NO」 

「LARGE」 

に MALL」 

「NO」 

SB 

(サラウンドバック） 

IVSX-51 已 1 

TNOJ 

IVSX-51 已 1 

IVSX-51 已 1 

TNOJ 

に MALLJ 「 NOJ 

「LARGE」「SMALL」「NO」 

に MALU「NO」 

IVSX-915 1 

「SMALL 2/ SMALL 1 」 
TNOJ 

IVSX-91 已 1 

「UXRGE 吕 /UXRGE 1」 

に MALL 2/SMALL 1 」「N0」 

iVSX-91 已 i 

「SMALL 2/SMA 止 1 」 
TNOJ 

SW 

(サブウーファー） 

r 丫 E 引 

「YES」 「N0」 rPLU 引 


太字：工場出荷時の設定(サブウーファーの接続が検出された場合) 


「SMALL」 :低域再生能力が十分ではないか型スピーカー 

(低音域は他の 「LARGE」 スピーカーやサブウーファーか日出力） 

「LARGE」 ：低域再生能力のあるフルレンジ-スピーカー 

「〜3/〜1」:サラウンドバックスピーカーの接続本数 (2 本または]本） 

「YES」 ：サブウーファーを接続している場含（フ□ントスピーカーを SMALU こ設定しているときは丫 ES に 

固定され選択することびでさません） 


設 
定 

サブウーファーの再生する音域成分 


フ□ント、センタースピーカーの設定によってサブウーファーの再生する音域成分は政下のようになります。 



「PLUS」 ：フ□ント/センターの低域成分を、サブウーファーか5ち同時に出力させる低域の再生量びもっと 
ち多いモード 

常に (2ch 再生時でわ)サブウーファーか5低域び出力されるため、量感のある重低音をお好みの 
方にお勧めの設定(詳しくは下図参照） 

「NO」 ：接続していない場を感当かの成分は他のスピーカーより出力） 

サブウーファーの 「PLUS」 はオートセットアップでは設定されません。お好みに応じて設定を変更してくださし、。 
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設定 


クロスオーバー周波数の設定 （ X . OVER ) 


r スピーカーシステムの設赶でに MALL 」 (ル)に設定されたスピーカーがあると去何 Hz 料下の低音域を他のスピー 
カー(サブウーファーを含む)で再生するか、または LFE 信号の何 Hz じ(下の低音域を再生するかを設定します。 
サブウーファーの再生する音域成分については、日日ページをご覧ください。 


广广 令 

システムセツトアップでほ用するボタン 



1^ ^ rSP SETUP 」 を選んで巧定ずる。 
' づ ^ め rx. OVER 」 を還んでミ夫定する。 

_ ク □ スオーバ — 周波数の設定になります 。I 

3 《置ミ > 他のスピーカーで再生ずる低音域を何 

^ Hz む下にずるかを選択してミ夫定する。 

,1^：^ 「已 0 Hz 」「80 Hz」「l OOHz 」「 l 已 OHz 」 
「200 Hz 」 の中から選びます。 



4成 

RETURN 


RETURN を巧す。 

ク□スオー J く一周波数の設定を終了します。 


^ん^ メモ 

• 工場出荷時は] OOHz に設定されています。 

• それぞれのスピーカーの'性能によりますが、ル型スピーカーを 
使用している場合は20日 Hz に設定することをお勧めします。 
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設定 


スピーカー出カレベルの設定 (CH LEVEL ) 


U スニングポジション(視聴位置)での各チャンネルの音量レベルが一定に揃ラよラに調整します。実際に出力さ 
れるテスト I -ーンを耳で確かめなが6手動で各スピーカーの出カレベルを調整します。 

テスト I ンの大きさは MASTER V 日 LUME で調節してください。 


システムセットアップで使用ずるボタン 



@赁) を 


rSP SETUP 」 を選んでミ夫定する。 


2 


@适) を 


にり LEVEL 」 を選んでミ夫定する。 

スピーカー出カレベルの設定になります。 


3 


設定方法を還んでミ夫定ずる。 


1 ENTER 1 

「 T . TONE A 」； テスト!-ーンを出力するス 
ピーカーが自動で切り換わります。 


「 T . TONE M 」 ：テストトーンを出力するス 
ピーカーを手動で切り換えて調整します。 


4 


王わそれぞれのチヤンネルレベルを調壁ずる。 

- lO . CIdB から+1 O . CIdB の範囲内で、 
0.巳 dB 間隔で調整ずることびできます。 


@0) を 

quNE^"^ 〉 


メモ 


サブウーファーからのテストトーンは周波数びほいため、 
実際のレベルよりもルさく聞こえる場合びあります。 



5 


成 


RETURN を巧ず。 

チヤンネルレベルの調整を終了します。 


6 


成 


RETURN を巧す。 

スピーカー出カレベルの設定を終了します。 


71 
























































設定 


スピーカーまでの 距離の設定 (SP DISTN .) 


U スニングポジション(視聴位置)か6スピーカーまでの距離を設定することにより、各チャンネルの遅延時間が 
自動的に算出され、 U スニングポジションで適切なサラウンド効果を得ることができます。マニュアルで設定す 
る場合は、それぞれのスピーカーか6視聴位置までの距離を測り、ここで指定してください。 




1 @0) を 

rsp SETUP 」 を選んでミ夫定する。 

2@(0 を 

rsp D 旧 TN 」 を選んでミ夫定する。 

スピーカーまでの距離の設定になります。 


を 


設定ずるスピーカーを選んでスピーカー 
までの距離を設定ずる。 

0.1 m から 9.0 m の範囲内で、0.1 m 間隔で設 
定でさまず。 





4 

RETURN 


RETURN を巧す。 

スピーカーまでの距離の設定を終了します。 
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設定 


入力に関する設定 （IN ASSIG .) 


デジタル入力の設定 ( DIG . 


デジタル入力端テ ( OPT の〜回および COAX 圧!〜回)に接続したデジタル機器が、工場出荷時の設定と異なると 
きに設定します。たとえば、同軸デジタル端テに日 AX 圧]または COAX 回)を使って DVD プレーヤーをつなざた 
い場合(初期設定では DVD プレーヤーは日 PT ののため）、設定を変更します。 

•「 TUNER 」、「 VIDEO 」 はデジタル入力の設定をすることがでさません。 


f, - 

メモ 

- A 

工場出荷時の各入力端テの設定は！; TF のとおりです。 

OPT 田: DVD/LD 

COAX の : CD 

OPT 回: TV/SAT 
- 

COAX 回: DVR/VCR 

- v 



1づ勺め riN AS5 に」を選んで決定ずる。 

入力に関する設定画面になります。_ 

2 巧句めのに. INJ を選んでミ夫定する。 

一心 W デジタル入力の設定になります。 


変更したい入力を選んで適切な機器に変 
更ずる。 

たとえば COAX のに DVD プレーヤーをつ 
ないだ場合は、 COAX 1.を 「 DVD 」 に変更 
します。 




4成 

RETURN 


RETURN を巧す。 

デジタル入力の設定を終了します。 
システムセットアップを終了するときは、 
a ™ を押しまず。 


メモ 

同軸デジタル入力 （ COAX の、回）と光デジタル入力 
( OPT の、回)で同じ入力を選択することはできません。 
同じ入力を選択した場合は、元に設定されていた入力が 
OFF に切り換わります。 
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設定 


D 4 ビデオ入力の設定 ( D . TRIN ) 


D 4 ビデオ入力端子の4 VIDEO IN のまたは IN 励に映像機器を接続したときにこの設定を行います。 
• 選択できる入力は 「 DVD / LD 」、「 TV / SAT 」、「 DVR / VCR 」 です。 



ASSIG 」 を選んでミ夫定ずる。 

y 心 W 入力に関する設定になります。 

'づ^め rO.TR IN 」 を遺んでミ夫定ずる。 

& U け^ D 4 ビデオ入力の設定になります。 


を 

<$5S+> 


変更したい入力を選んで設定変更する。 


たとえば04 VIDEO IN 回に DVD プレー 
ヤーを接続したとさは、 D . TR 2 で rOVD 」 
を選びます。（この場合、音声についても 
DVD / LD 音声入力を使用してください。） 





4必 

RETURN 


RETURN を巧ず。 

D 4 ビデオ入力の設定を終了します。 
システムセツトアップを終了するときは、 
〇胃を押しまず。 


^ん S メモ 

. D . TR 圧!〜回で、同じ入力を選択することはでさません。同じ 
入力を選んだとさは、先に設定されていた入力が日 FF に切り 
換わります。 

• D ビデオ端テの使用については、 r 映像機器の接続について」 
(一29ページ)をご覧ください。 
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設定 


その他の設定 ( OTHER ) _ 

タイナ S ックレンジコントロールの設定 ( DRC ) 


ダイナミックレンジとは再生能力を表す用語で、どのくらいルさい音か6大きい音までを正しく（ルさな音はノイ 
ズに埋もれずに、大きな音は歪まずに)巧生できるかを数値 ( dB ) で表したちのです。ダイナミックレンジコント 
□ールとは、このダイナ S ックレンジを圧縮する機能です。音量を下げて映画などを楽しむ場合でを、微ルな音 
が聞さ取りやすくなります。この効果が得られるのは、ダイナ S ックレンジコント□ール対応のドルビーデジタ 
ルまたは DTS ソフトだけですが、ほかのソフトでを S ッドナイト U スニングモードで同様の効果が得られます。 



1^^^「〇1>1£刊を選んでミ夫定する。 

2巧が DRC 」 を選んでミ夫定する。 

W ^ シ！ ノダイナ S ックレンジコント □ー ルの設定にな 
_ります。_ 

3 ミ > rOFFJ、rMIDJ、rMAXJ か 5 選択する。 

「 OFF 」 ：ダイナミックレンジを圧縮しません。 
「 MID 」 :ダイナミックレンジを多少、圧縮します。 
「 MAX 」 ：ダイナミックレンジを最大に圧縮 
します。 


4 


ぶ) 


RETURN を巧す。 

ダイナ S ックレンジコント□ールの設定を終 
了します。 

システムセツトアップを終了するとをは、 

を巧します。 



設 

定 


メモ 

• 工場出荷時は rOFF 」 に設定されています。 

• 大きい音量で楽しむときは、 DRC を日 FF にすることをお勧め 
します。 
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設定 


デュアルモノラル音青の設定 ( DUALMONO ) 


モノラルの音声チヤンネルを2つ持つデジタル信号のことを]+1デュアルモノラル信号といいます。ここではデュア 
ルモノラル信号が入力されたときにどちらの音声を巧生させるかを設定します。じ(下のよラな1+1デュアルモノラ 
ルフ オー マツトのソースにのみち効です。 

• 巨 S デジタル放送 ( MPEG -2 AAC ) のモノラルの二力国語放送や音声多重放送など 
• こ力国語放送などを DVD レコーダーのドルビーデジタル-デュアルモノラルモードで録画したをの 
ステレオの二力国語放送などはデュアルモノラルとは異なるフオーマツトになります。 

録画モードの名称は機器によって異なります。詳しくは DVD レコーダーの取扱説明書をご覧ください。 



1 @ぃ を rOTHERJ を選んでミ夫定する。 


^づ^め 「 DUALMONO 」 を選んでミ夫定する。 

^ ^ ( p デュアルモノラル音声の設定になります。 


3 






rCHlJ 、「 CH 吕 _!、 rCHl CH 吕 J か日選 
択ずる。 

に H 1」 ：チャンネル1の音声のみを再生する 

+曰厶 
□ 〇 

「 CH 2」 ：チャンネル2の音声のみを再生する 

+曰厶 
□ 〇 

rCHl CH 2」 ：チャンネル1、2の音声を左 
ちのフ□ントスピーカーから振り分けて再生 
ずる場合。 



4 

RETURN 


RETURN を巧ず。 

デュアルモノラル音声の設定を終了します。 


メモ 

工場出荷時はに H 1」 に設定されています。 
ん 
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設定 


LFE アツテネーターの設定 (LFE ATT ) 


ドルビーデジタル信号や DTS 信号に含まれる LFE 成分(超低域信号成分)の信号レベルが大さすぎて、スピーカーか 
ら出る音に歪みが生じてしまラ場合に、その信号レベルをアツテネート(減衰)する量を設定することができます。 


システムセットアップで®用するボタン 

> @砂を— ► 八 

一が。心 …圆 


AMP 


11 挪 


@(0を 


rOTHERJ を選んでミ夫定する。 


2 


@运)を 


「LFE ATT 」 を選んでミ夫定する。 

LFE アツテネーターの設定になります。 


ゴ遍を 「 0 」、 noj 、「 **j か !5 選択ずる。 

「0」：収録されているレベルのまま再生しま 
す。 

「10」：レベルを]加巨アツテネート（減衰） 
しまず。 

「* *」： LFE 成分の音び出なくなります。 




4 。 RETURN を巧す。 

LFE アッテネーターの設定を終了します。 


メモ 

• すべてのアツテネート(減衰)量で試し、最適な状態に設定す 
ることをお勧めします。 

• 工場出荷時は「□」に設定されています。 


[dioitai 

] 


; -白日 

■•… ： d 曰 


1 

... :. — 卜 ! i ! 

... ! ! ! ! 。日 


[溫 

] 


.•••. ■.卜 :！： 


設 

定 
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いろいろな機能 


スピーカーの応用ち続 （VSX-915 のみ) 


U アパネルの SURROUND 目 ACK 端子は、サラウンドバックスピーカーを接続するだけでなく、フ□ントスピーカーの 
高音質化や、別エ U アでのステレオ再生に使用できます。(ただし、メインシステムは最大日. Ich までとなります。） 


フ□ントスピーカーの Bi - Amp 接続 


フ□ント ch 用スピーカーがバイワイヤ U ング対応であれば、さ日に高品位な Bi - Amp 再生が巧能です。 


接続 


囚 R UIM11 L 


國 


國 


e 國」圏國國圏國國 S 


咖画® 


1 

バイワイヤリング対応 
フ□ントスピーカー 
裏面 （ L ) 

- 1 

スピーカー端子回の 
フ□ント ch とスピー 
力一端テ回の出力は 
同じです。 Hi/Lo は 

1 

© 

1 

通 1 

回/ [E のどち5とでち 

1 

- r 

m 

參 Hi 1 

接続でさます。 

1 

1 

_ L 

嚇 

1 

一狼。！ 



•サラウンドバックシステムの設定 ( 一目1ページ) 

「 S 巨 BIAMP 」 を選択してください。 

サラウンドバック ch は自動的に 「 N 日(無し)」に固 
定されます。 

-スピーカーシステム A / 巨の切り換え 卜4日ページ) 

A + B ( SP ^ AB ) が通常再生状態となります。 


メモ 

ネットワークが着脱でさるスピーカーの 
場を、ネットワークが外れたままだと効果 
が得られませんのでごま意 < ださい。 


A 

注意 


フ n ントスピーカーの目 i - Amp 接続をするときはア 
ンプへの悪影響を防ぐため、スピーカーに付属されて 
いる Hi 丄〇のシヨート金具は必ず外してください。詳 
しくはスピーカーの取扱説明書もご覧ください。 


Bi - wire ( バイワイヤ接続の場合） 

「 S 巨 N 日 RM 」 または 「 S 目 2 ND Z 」 で 
システムを組む場合は、 Bi - Amp では 
なく日 i - wire 接続び巧能です。スピー 
力一端テ回に、バイワイヤ U ング対 
応スピーカーの Hi と Lo の2本を並列 ] 本はバナナプラグを 
に接続してください。 用いると便利です 



A 

注意 


この方法で異なる2つのスピーカーを接続しなし、 
で < ださい。 


2 nd Zone (別エ ソアでのス テレオ再生)接続 


寝室やキッチンなど、 X インの U スニングルームとは別の場所でステレオ再生が巧能です。 


•接続 



-サラウンドバックシステムの設定 (--61ベージ） 

rSB 2 ND Z 」 を選おしてください。 

サラウンドバックかは自動的に 「 N 日(無し)」に固定さ 
れます。 

-スピーカーシステム A/B の 切り換え (一 49ぺ ージ） 

目または A + 目を選択してください。 















プリアウトをほつたパワーアンプの接続 


いろいろな機能 


「サラウンドバックシステムの設定」（一日]ページ）と連動して、プ U アウト端テのサラウンドバック ch か6出力 

される音声が政下のよラに変わります。他のパワーアンプなどを接続する場合はごを意ください。 

rSB N 日 RM 」 のとき：サラウンドバック ch の音声 

rSB 2 ND Z 」 のとき：ダウンミックスされた 2 ch の音声 

rSB BIAMP 」 のとき：フ□ント ch と同じ音声 


メモ 

この接続を行った場合、個々のアンプの能力やボ U ューム位置などにより音場補正を正確に行ラことができな 

い場をがあります。 

心 


他のパイオこア機器の操作 ( VSX -9 15のみ) 


コン ト□ール入力/出力端テの付いた複数のパイオニア機器を、本機の U モコ ン受光部を使って集中 コン ト□ール 
することができます。 U モコン受光部を持たない機器や、受光部が信号を受けられないところに設置した機器ち 
U モコン操作が巧能になります。 



メモ 

. 本機の CONTROL IN 端テにコント□ールコードを接続すると、 U モコンを本機に向けて直接操作すること 
はできません （ U モコン信号受光部が機能しなくなります)。 

• 接続には市販のモノラル S ニプラグ付さコード(抵おなし）をお使いください。 

. コント□ール端テの接続をする場をは、必ずオーディオコードまたは映像ケースレの接続ちしてください。デ 
ジタル接続だけでは、システムコント□ールは正しく動作しません。 


いろいろな機能 
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いろいろな機能 


パイオニアのプラズマディスプレイとの連動操作 


*VSX-91 己のみ 

SR + に対応したプラズマディスプレイ (2003 年じ(降に発売されたモデル)を、 SR + ケーブルで接続することでシ 
ステム動作を実現します。プラズマディスプレイの画面を見ながら音量や U ス ニン グモードの確認がでさます。ま 
た、本機とプラズマディスプレイの入力を連動させて切り換えることができます。本機とプラズマディスプレイを 
システム動作させるには、下記の接続および設定が必要となります。 


プラズアデイス プレイとの接続 


このシステム動作を実現するためには専用の SR+ ケーブル(パイオニア部品番号： ADE70 日曰)が必要となりま 
す。詳しくはパイオニア部品受注センターへご連絡ください。市販の4極ミニジャック(両端とも)付コードでち 
使用できます。 



メモ 

本機に SR + ケーブルを接続すると、本機の U モコン受光部は U モコン信号を受け付けなくなりますので J 」 モ 
コンはプラズマディスプレイに向けて操作してください。プラズマディスプレイの電源が切れているとさは U 
80 モコンで本機の操作がでさません。 







いろいろな機能 




本機とプラズマディスプレイの連動について、政下の2点の設定を行います。 

音量連動モードの設定 

連動モードを実行したとさ(^83ぺージ)にプラズマディスプレイの音量を下げるわ、どラか設定します。 
r 日 N 」 に設定すると連動モードを実行したとき瞬時にプラズマディスプレイの音か日本機の音に切り換えること 
がでさます。 

入力連動モードの設定 

本機の音声とプラズマディスプレイの映像の入力を自動で選択させる ための 設定です。本機の音声入力 (DVD/LD 、 
TV/SAT 、 DVR/VCR 、 VIDEO) とプラズマディスプレイの映像入力(ビデオ 1 、 2、3 など)をこの設定で合わせる 
と、本機の入力を切り換えたとさに、プラズマディスプレイの映像入力を自動で切り換わります(連動切換)。 


メモ 


本機とプラズマディスプレイを SR + ケーブルで接続して、本機とプラズマディスプレイの電源を入れてくだ 
さい。 


AMP 

— © 


1 AMP 本機の電源を入れて、 AMP ボタンを巧 

® 忘]ンびァンプ祖 - K になりまず。 


AMP ] 


〔 DVD.LDI I TV sat] を VRVCR| nvCOHl] 

- MULTI COm'ROL — ^ — 

し CD 1[cORTAPE] し TUNErI — 

© ⑤⑤ 

® (D © 

© ® ® 

FLDNMER SR- 历 ^ 

(^10 (^11 

□.ACCESS __ 

TOP MENU f 

省闲） 


SYSTEM SETUP を巧す。 


^ SE ™ ディスプレイにじ(下のように表示されまず。 




いろいろな機能 






























いろいろな機能 


5 


音声連動を選択ずる。 


RENTER) 

rVOL 巳. ON 」 ： 連動 モー ドを実行するとプラ 
ズマディスプレイの音量を消音しまず。 
rVOL 巳. OFF 」 ： 音声連動しません。 

6( 


、入力を連動させたい本機の音声入力を選 
ソ択ずる。 



「 DVD ; OFF 」、 rTV ; OFF 」、「 DVR : OFF 」、 
rVDE 日：日 FF 」 から選びます。 


7 手順己で選んだ音声入力の機器がプラズ 

マディスプレイのどのビデオ入力に接続 
で、 したかを選択する。 

たとえば、ビデオデッキの音声を本機の 
VIDEO 端テに、映像をプラズマディスプレ 
イのビデオ入力2端子に接続したとさは、 
「 VIDEO 」 を r : 2」に設定しまず。 

工場出荷時の本機の入力とプラズマディスプレ 
イの入力は全て rOFF 」 に設定されてしほす。 
プラズマディスプレイ ( PDP ) の BS デジタル 
放送を逞ぶと田ま、本機の入力を TV / SAT に 
切り換えてから PDP の入力を切り換えてく 
ださい。 


8 


ぶ) 


RETURN を巧す。 

連動 モー ドの設定を終了します。 

システムセットアップを終了するには、 6 L , 
を押します。 
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いろいろな機能 


本機とプラズマディスプレイび SR + ケーブルで接続されていることを確認してください。 



メモ 

• プラズマディスプレイの電源が日 FF のとき、または正しく接続されていないときは連動モードは働きません。 
• 入力連動モードを設定していない入力のとさは、プラズマディスプレイの画面は切り換わりません。 

• プラズマディスプレイと本機に表おされる音量値は異なります。また、プラズマディスプレイの画面に表示さ 
れる音量値は目安です。 

• SR + ケーブルを接続した状態でプラズマディスプレイの電源が切れているとさは U モコンで本機の操作がで 
さません。 


プラズマディスプレイの電源を入れる。 


2 

AMP 

© 

本機の電源を入れる。 


3 

AMP 1 

AMP ボタンを巧してリモコンをアンプ 
操作モードにする。 

4 

SR+ 

(ente^ 

連動モードを ON にする。 

表示部にしソ下のよラに表示されます。 



r SIGNAL 1 

[bioital ] SP" 

s -白日 

■… ■:ミ" •••■ •く" ミ I ミ■■ミ d 曰 




連動モードを解除したいとをは再度 SR + ボタ 
ンを押します。 


5 システム動作を確認する。 


しソ下の操作を行ラと本機とプラズマディスプレイび連動 
して動作します。 

• 本機の入力を切り換えるとプラズマディスプレイの入 
力び切り換わりまず。 

• 本機の音量を調整するとプラズマディスプレイの画面 
に音量値び已砂間表おされます。 

• その他、本機のを種操作内容および設定状況を表示し 


モ -ドの実行 


いろいろな機能 


す 

ま 


3 


4 


画*⑤©©4 

画岛⑤を ir ^ 
一田®®佩 
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y モコン | ysx ^ 


化機器を操作するためのリモコン設定 ( VSX -915) 


VSX -51 5をお買い上げのお客様は89〜92ぺージをご覧ください。 

付属の U モコンを使って、本機！;!外のパイオニア製品や他社の機器(ビデオデッキ、テレビ、 DVD、CD プレーヤー 
など)を操作することができます。お手持ちの機器のプ U セットコードが U モコンに登録されている場をは、該当す 
るコードを呼び出すだけで操作できるよラになります。また、プ U セットコード非对応の機器でも、その機器に付 
属の U モコンから直接登録(学習)することが可能です。 


他機器のリモコン信号を本機のリモコンに巧び出す（プリセツトコード設定) 


本機付属の U モコンには、複数の AV 機器(他社製品を含む)の U モコンコードが登録されています。登録する機器のブラ 
ンド名か6検索することが巧自目です。各ボタンの役割は r 他機器の U モコン操作一覧表 J 卜88ぺージ佑ご覧ください。 
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メモ 

• STAND 目 Y/ON モードがなし繼器で 
は、正しく設定できていてを電源は切り 
換わりませんので、実際に操作でさるか 
確認してください。 

• マルチコント□-ルの 「TUNEFU に他 
機器のプ U セットをした場を、リモコン 
で本機のチューナーを操作でさな<な 
ります。操作できるようにするには、パ 
イオニアのチューナーを選んでプ U 
セットコードを再設定してください。 

• 登録後に、そのプ U セットコードを確認 
でさます。上記の1〜3の手順で 「READ 
の」を選んで決定すると、登録されてい 
るブランド名とプ U セツトコードが約 
3砂間表示されます。 


AMP ボタンを巧しなが5数字ボタンの1 
を巧ず。 

U モコンに! "SETUP」 が表示されます。 

〇 プリセツトコード設定を中止するには AMP 
ボタンをもラー度巧します。 



2 

|dvd/ld| 【 T … sat) |dvr/vcr] (tvcomt) 

操作したい機器のマルチコン 
卜□ールボタンを選ぶ。 


1 CD 1 |CD-FVrAPE| 1 TUNER! 

3 

@(0 を 

「PRESET」 を選んで巧定す 
る。 

4 

(enter) 

QUNE~ —p 

登録ずる機器のブランド名の 
頭文字を選んでミ夫定する。 


たとえば、パイオニアを登録す 
るときは、 rp」 を選択します。 

5 

^ENTE^ 

登録ずる機器のブランド名を 
選んで巧定する。 


qUNE; — 〉 


6 

1 enter) 

か NE ;— 〉 

登録する機器とコード番号を 
選んでミ夫定する。 


たとえば、 DVD プレーヤーの場 
合は 「DVD」、 コード番号が複数 
あるとさはそれぞれのコード蚕 


号で試してみてください。 

S 日 URCE6 ボタンを巧して、そ 
の機器の電源を入/切でされば 
正しいちのが選ばれたことにな 
ります。 

「0K」 が表示されて、登録が終 
了します。 


プリセツトコード設定を終了ずる。 






































































Pioneer 

CAV AMPLIFIER ； 


— — ^ 

AMP ぶ P 巧 T SOURCE 

@ □□ o 

前 


y モコン 


他機器の U モコンの操作を本機の U モコンに直接学習させることができます。プ U セツトコードを登録しただけ 
では使用できない操作などは、政下の手順で追加登録(学習）してください。 


I AMP J 

る 


AMP ボタンを巧しなが5数字ボタン 
の1を巧す。 

「 SETUP 」 び表示されまず。 


2 


|DVD/Ld1 「 TV/SATI foVRA/CRl ITVCOt^ 

- =^LuirC0^L— イ;^したい機器のマルチコン 

し CD ] ^r/tape] [tuner] トロールボタソを思ぶ。 


3 


@0) を 


「 LEARN 」 を還んでミ夫定ず 
る。 

「PRES KEY 」 が表示されます。 


4 登録させたい本機のボタンを巧す。 

登録できるボタンは左のイラストの通りです 。 「PRES 
_ KEY 」 び点滅します。_ 

5 本機器と他機器のリモコンを向かい合わせて、登録 
させたい他機器のボタンを、数秒巧して離ず。 


2 〜 5cm 


进の 0 © sIe IS if 勘 I 

賺臟難 ) 


OOCfQOD|QQ 

nmM 

ooq □□日 0 


「0 K 」 び表示されて、登録(学習）び終了します。 
「 ERROR 」 び表示された場合は、手順4からやり直して 
_みてください。_ 

6 同じ他機器リモコンについて登録(学習）を続ける 
には、手順4〜日を繰り返す。 

別の他機器 U モコンを登録するには、いつたん終了して 
からをラー度行ってください。 


I AMP ] 


学習モードを終了ずる。 


2- 


、7 


3 




上記イラストの反転表示されているボタ 
ンに登録(学習)が可能です。 

ただし 、 「TV CONTR 日 U ボタンは、マル 
チコント□-ルの 「TV C 日 NT 」 を選んだ 
場合のみ登録(学習)でさます。 


録する(学智モード) 


の U モコン、 


他機器のリモコン操作を本, 


塞ミ©%技貧墨 


溫 

SI 


10 G 爲〇 



静み 

0 


量 2 の|翻夏 


I 一 


岂 id 

:星〇 


I 曇 I ■の loi 最 

一囊 I 里 so 園 


リモコン 
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リモコン [ i 菌 D 


ダイレクトフアンクシヨンモードを設定ずる 


ダイレクトフアンクシヨンは MULTI CONTR 日 L ボタンを巧したときに、本機の入カフアンクシヨンを連動して 
切り換えるかを設定する機能です。オフにすると入カフアンクシヨンは切り換わらず、 U モコンの操作ボタンの 
機能だけが切り換わります。工場出荷時はすべてオンになっています。 


3、4 


严 S 脚も 
© □ 


SOURCE 

@ 





di~i — ■ 、5 


風巧 
〇も 


№0 MUTE 
® 〇 

隱 防蝴_ 

風倒風 

ぶ度 Mynanrcgm 
〇 0 

〇…的 L -1 



- AMPC0 …的 L - 

STAHUn) ADV.SUm STEREO Sl£E> 

〇 〇 〇 〇 
LOOC^ DIAL0GE WUTWT 

0000 

1 SHIFT 11 _L£VB. _ 

OOzQz ® 


Pioneer 

CAV AMPLIFIER ； 



AMP ボタンを巧しなが 5 数字ボタンの1 
を巧ず。 

「 SETUP 」 び表示されます。 

ダイレクトフアンクシヨンモードの設定を中 
止ずるには AMP ボタンをもう一度巧します。 


ク [ 眶〇 1 [tv/sat| [dvra/cr] Itvcomt] 操作したい機器のマルチ〕ン 
- MULTI CONTROL - 卜□—ルボタンを選ぶ。 

r CD I ICD-FVTApS 


3 / Q ) (A roiRECT f 」 を選んでミ夫定 

巧がずる。 


4 を^手順吕で選んだ機器について、ダイレク 
トフアンクシヨンの ON、OFF を選んで 
^ ミ夫定ずる。 

「0 K 」 び表示されます。 


5 ダイレクトフアンクシヨンの設定を終了 

ずる。 
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u モコンの登録操作の解除と設定を解除 


II モコン 


— AMP ボタンを巧しながら数字ボタンの1 

&U を巧す。 

+ 「 SETUP 」 び表示されます。 

© ダイレクトフアンクシヨンモードの設定を中 
止するには AMP ボタンをもう一度押します。 


'( dvd / ld ) DVD / LD ボタンを巧す。 

3 巧 A 「 reset 」 を選んで 0) ボタ 

け妙がンを孤で那让押し続ける。 

「0 K 」 び表おされて、全消去び 
終了します。 


特定のボタンに登録された操作のみを解除する 



2 - 


1 

— MULTI CONTROL | ■ 


〇 © 

® ⑤⑥ 
® (D (D 

aOMMER 泌+ 

風 ，- 


I BSl— 1 

⑤I 


、已 


煙） 

.ACCESS 
ItOPMEN 。 

3-陰戀 I 


1 しイ。;芽 

1 GUIDE SETUP 


グ〜 -TV CO 们的しつ 

の谭 

S , 篮が TV 州 

〇を 


^NTERt12 

CLASS 

MENU 

c 

。〇 

RETURN 


f +) 


AMP ボタンを巧しなが 5 数字ボタンの 1 
を巧す。 

に ETUP 」 び表示されます。 

ダイレクトフアンクシヨンモードの設定を中 
止するには AMP ボタンをもう一度押します。 


の 


ク [DVD/LD] [TV/SAT] [肌 肌 CR] [TVCO 叫 解除したい機器のマルチ〕ン 
- MULTI CONTROL -卜□-ルを選ぶ。 


CD I fcDMAPEj I tuner] 


3 


@0) を 


「 ERAS 日を^でミ規する。 

「PRES KEY 」 び点滅します。 


4 

5 


消去をしたい操作のボタンを吕秒間巧し続ける。 

「0 K 」 び表示されて、消去び終了します。 


I AMP] 


登録解除を終了ずる。 


U モコンに設定されたすベての機能を解除する （ U モコンを工場出荷状態に戻す） 


リモコン 


1 AMP 

@ 

INPUT 

SELECT 

口 


SOURCE 

il 





!~ 

[WSAT 

- MULTI C 

化 

[dvrvq 

ONTRO 

frUNEF 

iTvcomj 

-• 

^ — 


③⑤風一風 
A ® ® 風|1り I 



一 


面1 


の 


2 1 


3 
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u モコン | ysx ^ 


他機器のリモコン操作- 


• 似下の U モコン操作を行ラには、あらかじが操作したい機器の U モコンコードを登録しておく必要がありま 
す。詳しくは「他機器を操作するためのリモコン設定」（^84ぺージ)をご覧ください。 

• 実際に操作を始める前に操作したし«器の他機器操作ボタンを押して、 U モコンをその機器の操作モードにし 
てください。各機器の詳しい機能については、それぞれの取扱説明書をお読みください。 


• 機種によっては操作でさないボタンをあります。 


機能 

ボタン \ 

DVD プレーヤー 

LD プレーヤー 

DVD レつーダー 

ビデオデッキ 

巳 D プレーヤー 
CDV プレーヤー 

MD レコーダー 
カセットデッキ 

テレビ 

CATV 

BS/CS デジタルチユーナ ー 
地上デジタルチューナ- 

S0URCE6 

電源の入/切（スタンバイ） 

1 ィ 4 

前チャプター 
(トラック）頭出し 

チヤンネル戻る 

前チャプター 
トラック） 頭出し 

青 

►►1 

次チャプター 
(トラック）頭出し 

チヤンネレ進む 

:欠チャプター 
(トラック）頭出し 

黄 

II 

一時停止 

ホ 

► 

再生 


►► 

早送り 


MM 

早戻し 


■ 

停止 

緑 

• REC 
(SHIFT+^) 


録画/録音の開始 


REC STOP 
(SHIFT+B) 


録画/録音の停止 


数字ボタン 

分ニュー画面の操作 

チヤプタ ー( トラック）の選択 

チヤンネルの還お 

+]0ボタン 

チャプター（トラック）の選択 （ 1 0U (上の数値入力用） 

チヤンネルの還お 
に胆上の 
数値入力用） 

ENTER/ 

DEC 

[DVD プレーヤー] 
CLEAR ボタン 
として使用 
[LD プレーヤー] 

A/B 面の切り換え 

セットアップ画面 
(DISC NAVI) の 
表お 

ENTER ボタンと 
して使用 

に D チェンジャ ー] 
ディスクの還お 

チヤンネル入力に使巧 

TOP MENU 

トップメニューの表示 




MENU 

ディスクの六ニュー画面の表示 



メニユー画面の選択 

与な A + 
ENTER 

各ニュー画面の操作 

GUIDE 

セットアップ画面の表示 



番組表の表示 

CH +/- 

チヤンネルの選択 



AUDIO 

音声（言語)の選択 


言声の選択 

SUBTITLE 

字幕(言語）の選択 




HDD 
(SHIFT + 
CH-) 


[HDD 内蔵 

DVD プレーヤー] 
HDD 操作の選択 




DVD 
(SHIFT + 
CH+) 


[HDD 内蔵 

DVD プレーヤー] 

DV □操作の選択 




CH RETURN 





一つ前に選択していた 
チヤンネルに戻る 

RETURN 





RETURN または 
EXIT の選択 
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DVD プレーヤーによっては10於上を選ぶとき+1日ち式ではなく、 ENTER ち式で番号を決める機種がありま 
すが、その機種を本機 U モコンでは+ ] 0ボタンで操作することができます。 
















































y モコン 


他機器を操作するための U モコン設定 ( VSX -5 1 5) 


VSX -91 5をお買い上げのお客様は84〜88ぺージをご質ください。 

付属の U モコンを使って、本機政外のパイオニア製品や他社の機器(ビデオデッキ、テレビ、 DVD 、 CD プレーヤー 
など)を操作することができます。お手持ちの機器のプ U セットコードが U モコンに登録されている場含は、該当す 
るコードを呼び出すだけで操作でさるようになります。 


化機器のリモコン信号を本機のリモコンに呼び出す（プリセツトコード設定) 


本機付属の U モコンには、複数の AV 機器(他社製品を含む)の U モコンコードが登録されています。各ボタンの役割は 
「他機器のリモコン操作一覧表」(^日1ぺージ)をご覧<ださぃ。 


2 - 


3 


AMP SOURCE 

/T\ I … UTSElf 口 /T\ 

©口 0 


ll 化 11111 

STANDARD 


mm I 

QQ I LTUNERJ — -i 


-- SURROUND [HHECT L OUDNES S 

tHsil LEVEL SLEEP 

(ZKE>® O 

DIALOG E EQ DIMMER 

O CJ o o 

Cr が扭鹿 


+) 


TOP MENU "w …… MENU 

ご）ク 

を(©巧 

国 L_!_J 
s 直面国 

だ 5 8S7 だ S BS11 

0： 


oeo 
ooo 

O O O O " 


風" 


、5 


AMP ボタンを巧しなが 5 数字ボタンの 1 
を巧ず。 

リモコンのに D ランプび点滅します。 

プリセツトコード設定を中止するには AMP 
ボタンをもラー度押しまず。 


I AMP 


の 


2 雨 ] [TVCONT] ! 班し("班ち單ミミチコン 

卜□ール m タノを麽風。 


I CD I |cD-R.'TAPE] 


リモコンの LED ランプが点灯に 
変わります。 


3 


の ®® 

® © ® 
©® ® w 



^^メモ 


STANDBY / ON モードびなし'!機器 
では、正しく設定でをていてち電源は 
切り換わりませんので、実際に操作で 
をるか確認してください。 


操作したい機器に U モコンを 
向け、その機器に該当ずる 
メーカーコード （92 ぺージ） 
を入力ずる。 

-正しいメーカーコードび入力 
されると、電源 ON/OFF 信号 
び U モコンから送信され、操 
作したい機器の電源び ON また 
は OFF に切り換わります 

-コードナンバーび正しく入力 
されてち間違って入力されて 
をプ U セツトコード設定モー 
ド手順2へ戻りまず。 

-機器の電源び ON/OFF しない 
場合で、その機器に別のメー 
力ーコードびある場合は、手順 
2から別のメーカーコードでや 
り直してみてください。 


4 

5 


他の機器をプリセツトコードを設定したい場合は 
手順2〜3を繰り返します。 


I AMP 


プリセツトコード設定を終了する。 

リモコンは通常操作に戻りまず。 


U モ n ジ 


说 
















































y モコン [ i 画!] 


ダイレクトフアンクシヨンモードを設定ずる 


ダイレクトフアンクシヨンは MULTI CONTROL ボタンを巧したときに、本機の入カセレクターを切り換えるか 
どラかを設定する機能です。オフにすると入カセレクターは切り換わらず、 U モコンの操作ボタンの機能だけび 
切り換わります。工場出荷時はすべてオンになっています。 


2 


3 





AMP SOURCE 

® 〇 (5) 


(~ —— HDL りし。ゎ iHUl - )1 

liW 加 WJHW || 化 8'! ん 1 h'lW!" 1 

HTTO [TUNER) — 

STANDARD 啤目啤巧點（拙 B 艦了 S 
0000 
巧ぉ LEVEL SLEEP 

01 化。日 E *"6 も ST"* D| 品 ER 

CJ 。 ; 
i- り瓶鹿+》 

TOP MENU MENU 

ご） 0 

巧©氏。 E 

AUDIO X/ SUBTITLE 

端端。 

RETURN BAND d INFO 

) 持 

D 店 PLAY CLASS MPX DACCESS 

H 田岛的 

o な BST 占 SO Be" 


かを を綺 

® © 極)。 
のののの" 

( _ rv CONTHOL 、 

^ 々讯 1 




AMP ボタンを巧しなが5数字ボタンの4 
を巧す。 

1」モコンの LED ランプび点滅します。 
ダイレクトフアンクシヨンモードの設定を中 
止するには AMP ボタンをもう一度押します。 


2 


— MULTI CONTROL - 

[dVD/LD] ITV/SATI IpVfi/VCR) ITV CONTI 

[CD ] ICD-R'TAPEI 


ダイレクトフアンクシヨンの 
ON / OFF 設定をしたいマルチ 
コント□-ルボタンを選ぶ。 


U モコンの LE □ランプび点巧に 


変わります。 


3广〇 ダイレクトフアンクシヨンの ON、OFF 
^ ^を設定ずる。 

ダイレクトフアンクシヨンを OFF に設定する 
とさは、©ボタンを巧してください。 
ダイレクトフアンクシヨンを ON に設定する 
とさは、田ボタンを押してください。 


4 


[AMP ] 


ダイレクトフアンクシヨンの設定を終了 
ずる。 


U モコンの設定を解除 


U モコンに設定されたすベての機能を解除する （U モコンを工場出荷状態に戻す) 


© □ 1 © 

— ^— MULT1 CONTROL -> 

IDVD LDJ iTV.SATj IDVRV 巧 ITV CONTI 

I CD I ICMT" 日 [tunerI gWE— 


LED 



[AMP ) 





AMP ボタンを巧しなが 5 数字ボタンの〇 
を3秒間巧し続ける。 

U モコンの LED ランプび3回点滅し、 U モコ 
ンに設定されたすベての機能を解除します。 


心 

の の風な^ 

CHANNEL 



こ AV AMPLIFIER ) 
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他機巧のリモコン操作- 



政下の U モコン操作を行ラには、あらかじめ操作したい機器の U モコンコードを登録しておく必要がありま 
す。詳しくは「他機器を操作するためのリモコン設定」（^8日ぺージ)をご覧くださし、。 

実際に操作を始める前に操作したい機器の他機器操作ボタンを押して、 U モコンをその機器の操作モードにし 
てください。各機器の詳しい機能については、それぞれの取扱説明書をお読みください。 

機種によっては操作でさないボタンちあります。 


機能 

ボタン \ 

DVD プレーヤー 

LD プレーヤー 

DVD レコーダー 

ビデオデッキ 

CD プレーヤー 
CDV プレーヤー 

MD レコーター 
カセットデッキ 

テレビ 

CATV 

BS/CS 巧 タルチユーナ ー 
地上デジタルチューナ- 

SOURCE む 

電源の入/切（スタンバイ） 

1〜 

前チャプター 
(トラック）頭出し 

チヤンネル戻る 

前チャプター 
(トラック）頭出し 

巨 S 已 

►►1 

次チャプター 
(トラック）頭出し 

チヤンネレ進む 

次チャプター 
(トラック）頭出し 

BS1 1 

II 

一時停止 

巨 S7 

► 

再生 


►► 

早送り 



早戻し 


■ 

停止 

巨 S9 

同時巧し 


録画/録音の開始 


数字ボタン 

メニュー画面の操作 

チヤプタ ー( トラック）の選択 

チヤンネルの選択 

+]0 ボタン 

チャプター（トラック）の選択 （ 10 し^上の数値入力用） 

チヤンネルの選択 
にお拟上の 
数値入力巧） 

ENTER/ 

DISC 

[□V □プレーヤー] 
CLEAR ボタン 
として使巧 
[LD プ レーヤー] 

A/B 面の切り換え 

ビデオとテレビ'チューナーを切り換えます。 

に□チェンジヤー] 
ディスクの還お 

チヤンネル入力に使巧 

TOP MENU 

トップメニューの表ぉ 




MENU 

ディスクのメニュー画面の表お 



メニユー画面の選択 

知->なみ + 
ENTER 

各ニュー画面の操作 


GUIDE 

セットアップ画面の表示 



番組表の表お 

CHANNEL +/- 

チヤンネルの選択 



AUDIO 

音声（言語）の選択 


音声の選択 

SUBTITLE 

字幕（言語)の選択 




RETURN 





RETURN または 
EXIT の選択 


DVD プレーヤーによっては10が上を選ぶとき+10方式ではなく、 ENTER ち式で番号を決める機種があり 
ますが、その機種ち本機 U モコンでは+]0ボタンで操作することができます。 


リモコン 
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y モコン^ 


メーカーコードリスト ( VSX -51 5のみ) 


MULTI C 日 NTROL ボタンの TV CONT には、じ(下の表にある 「 TV 」 と 「 STB 」 のコードのみプリセツトすること 
な;でさます。また、 「 TV 」 と rST 臣」のコ ー K は TVCONT と TV / SAT ががの MULTI CONTROL ボタンにプ U セツ 
卜することはできません。 


DVD 


メーカー 

コード 


PIONEER 

000 008 

020 

AKAI 

007 


DEMON 

010 


HITACHI 

012 


JVC 

004 


MICROSOFT 

017 


P 冉 NASON に 

003 


PHILIPS 

013 


RCA 

009 oil 


SAMSUNG 

00 己 


SHARP 

006 


SONY 

002 016 


THOMSON 

01 己 


TOSHIBA 

001 


ZENITH 

014 


LD 



メーカー 

コード 


PIONEER 

100 111 


KENWOOD 

103 


P 冉 NASON に 

10 己 106 


PHILIPS 

104 


RCA 

107 


SONY 

101 


TV h’lKMi 

か;‘ ’iJ 


メーカー 

コード 


PIONEER 

己 00 


AIWA 

660 


FUNAI 

己巳 8 


GE 

611 曰 28 


GENERAL 

己己己 


GOLDSTAR 

610 日 23 


GRANDIENT 

己 30 


HITACHI 

己 0 白 巳 24 

664 

62 己 

JVC 

613 日日日 


UAGN 冉巨 OX 

己 12 629 


MITSUBISHI 

己 0 白 


NEC 

659 


PANASONIC 

己 08 己 22 


PHILIPS 

己 07 


PIONEER 

己己 7 


RCA 

601 615 

日 17 日 18 

61 己 

SANYO 

己 14 621 


SHARP 

602 619 

627 

SONY 

己 04 


TOSHIBA 

己〇已 己 26 

663 

ZENITH 

己 03 曰 20 


VCR (VTR) 



メーカー 

コード 


PIONEER 

400 


FISHER 

412 426 

427 

GOLDSTAR 

411 


GRANDIENTE 

441 



HITACHI 

406 

434 

436 


4 己己 

472 


JVC 

407 

428 

429 


430 

431 


MAGNA 巨 OX 

414 



MITSUBISHI 

409 

420 

421 


422 

423 

42 斗 


466 

467 

470 

PANASONIC 

408 

432 

433 


462 

463 

473 

RCA 

401 

413 

41 巳 

SANYO 

410 

42 己 

43 巳 


468 



SHARP 

402 

418 

419 


469 

471 


SONY 

斗 04 

416 

417 


457 

458 

4 已日 


460 

461 

47 己 


47 日 

477 

478 

TOSHIBA 

40 己 

464 

47 斗 

ZENITH 

403 



STB 

1 




(CATV 、 BS デジタルチユーナ ー 、 
BS デジタルチューナー内蔵テレビ ) 


メーカー 

コード 



PIONEER 

200 

207 

229 


231 

232 

700 


718 



冉 ICHI DENSI 

734 



AIWA 

巳己 2 

己白 3 

己 6 斗 

BELL 

208 



DX ANNTENA 

732 

733 


ECHOSTAR 

20 己 



FUJITSU 

722 

723 

72 斗 

HITACHI 

己己曰 

721 


JEROLD 

701 

702 

703 


704 

711 

712 


713 

714 

71 巳 


71 曰 



JVC 

227 

已已 1 

已已 2 


巳已 3 



MASPRO 

巳已 9 

己 60 

己 61 


729 



NEC 

720 



PANASONIC 

巳已 8 

230 

22 己 


72 己 

726 

728 

PRIMESTAR 

206 



RCA 

201 

203 

209 

SA 

70 己 

706 

708 


709 

731 


SHARP 

己己 4 



SUMITOMO 

730 



SONY 

202 

己已 7 


TOSHIBA 

228 

已已已 

719 

ZENITH 

707 

710 

717 

CD 




メーカー 
PIONEER 

DENON 

JVC 

コード 

300 

309 

303 




KENWOOD 

310 

311 

321 

MARANTZ 

323 



0NKY0 

307 

308 

320 

PANASONIC 

304 

326 


PHILIPS 

312 

313 

322 

RCA 

302 

31 日 


SONY 

301 

316 

317 


318 



TEAC 

30 己 

306 

324 


32 己 

327 


YAMAHA 

314 

31 己 

328 


DVR 


■X — 力一 
PIONEER 

TOSHIBA 

PANASONIC 

MD 

コード 

4 己 6 斗 87 488 

48 呂 

48 己 

486 

一力一 

コード 

PIONEER 

白 00 

DENON 

906 

KENWOOD 

903 

ONKYO 

白〇已 

SHARP 

白 02 

SONY 

901 

TEAC 

904 

TAPE 

力一 

コード 

PIONEER 

800 

DENON 

810 

FISHER 

813 

JVC 

802 

KENWOOD 

804 807 

ONKYO 

808 80 白 

PANASONIC 

803 

SONY 

801 806 

TEAC 

80 己 

YAMAHA 

811 81 己 

DAT 

メーカー 

コード 

PIONEER 

白 07 

CD-R 

^ 一力一 

コード 

PIONEER 

34 己 

PHILIPS 

346 

YAMAHA 

347 


本機の U モコンは上記の表にある 
一力一の製品に対応しています。 
一力ーコード U ストにある;一 
カーのプ U セツトコードをすべて 
呼び出してを、メーカーや製品に 
よっては操作でさなかったり、違ラ 
はたらさをすることがあります。 



















スピーカーの 配置について 


参ち/技術資料 


スピーカーの配置はマルチチヤンネルサラウンド再生において重要な役割を果たします。 

一般家庭におけるをスピーカーの配置の例は(下のとおりです。1;■(下の図を参ちにしなびら1」スニングルームに 
合わせたスピーカーの配置をお試しください。 


心メモ 


スピーカーを床に直接設置すると、建物に直接振動び伝わり音質び変わってしまった0します。また、柔5かすざる 
棚の上などを音質に影響びありますので、専用スタンドやコンク U —トブ n ックなどの使用をお勧めします。 


フロント&センター 


リスニングポイントか5の角度 


奥行を 


スピーカーの向を 





センター ( C ) を使用する場合は広め 
に、センター ( C ) を使用しない場合 
は狭く配置することをお勧めしま 
す。（上図の範囲） 


センター ( C ) はフ□ント （ L / R ) と同 
一面か5フ□ントまでの距離を超 
えない位置に。フ□ントよりも前 
ちだと音場感を損ねます。 


中抜け感を防ぐためにをか内振り 
に。ただし、あま0内振0にしす 
ざると広びり感などを損ねます。 


サラウンド&サラウンドパック 


サラウンドバック無しの場合 


ヴラウンドバック1本の場合 


サラウンドバック2本の場合 



サラウンド スピーカー ( LS / RS ) は 
耳の位置より上方目 0 cm 〜1 m でや 
や下振0にします。 LS と RS び真正 
面で向き合わないよラに多か左ち 
に振ったりしてみてください。 


サラウンドバックスピーカー ( S 巨 / S 巨 L / S 巨 R ) も耳の位置より上方目 0 cm - 
1 m でやや下振りにします。 


サブ ウーファ- 


特に制限はありませんび、他のスピーカーの低音出力との打ち消し合いび起こ5ないよラな場所に配置してくださ 
い。また、壁の近くに設置すると建物との共振により低音び極端に増強される場合びあ0ますのでごま意ください。 


参ち/技術資料 
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参ち/技術資料 
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サウンドフォーマツトについて(用語解説) 


DVD ソフトのパッケージのほとんどに政下のよラな表示がされています。 

1枚のディスクに複数の音声が収録されている場をが多く、どの音声を聴くのか選択することができます。 

1. 英語（日.1かサラウンド） 

2. 日本語 （ ドルビーサラウンド） 

3. 英語（日 TS 己.1かサラウンド） 

収録音声数 録音方式 

ドルビーデジタルは DVD の標準音声フォーマットであるため、単に r 日. Ich サラウンド」と記載されている場合 
は、「ドルビーデジタル(日. Ich )」 であることを示します。 


音き記録方式について 


□□1 DOLBY] 

DIGITAL 

D I C I T A 1 

SURflOUND 

音声記録方式 


デジタル音声のフオーマットは、下記の r デジタル記録ち式」と「収録チヤンネル」の組みをわせにより細分化されてい 
ます。 


デジタル記録方式 

非圧縮デジタル方式 

PCM(Pulse Code Modulation ) ち式が一般的で、 
CD や DVD の 2 ch トラックなどに用い6れています。 
ヴンプ U ング周ミ皮数やビット数の数字が大きいほど高 
音質となり、通常の CD は 44 kHz /] 目 bit ですが、 
DVD は 48 kHz /20 bit や日目 kHz /24 bit などで記録さ 
れています。 

圧縮デジタル方式 

ドルビーデジタルや DTS 、 MPEG -2 AAC などはすべ 
て圧縮デジタル方式です。各フオーマットとを聴感む 
理学などを用いて、音質変化を感じさせない独自の圧 
縮ち式を開発し、従来のデジタルケーブル(同軸または 
光ファイバー)でのマルチ ch 伝送を可能にしています。 


収録チヤンネル 


2 ch ステレオ信号 

左ちの2つのチヤンネルに別々の音が記録されている 
信号で、通常の音楽用 CD などはほとんどがこのタイ 
プです。 

2 ch サラウンド信号 （ ドルビーサラウンド信号） 

フ□ント左/ち、センター、サラウンドの 4ch 信号を 
所定の演算で 2ch に変換してある信号です。そのまま 
2ch で再生してを違和感なく楽しめますが、所望のデ 
コード処理 （ ドルビープ□□ジックヴラウンド再生な 
ど）により、製作者の意図通りの巧生となります。 
マルチ ch サラウンド信号 

3ch 政上の独立した信号が収録されたちのをマルチ ch 
信号と呼びますが、日.1 ch 収録が最を一般的です。 

フ□ント左/ち、センター、サラウンド左/ちの曰 ch 
と、 LFE と呼ばれる超低音域専用の 0.1 ch に独立した 
信号が記録されています。近年では日.1 ch 信号を登場 
し、上記の己. 1 ch に加えサラウンドバック ch 信号が収 
録されています。 




7ルチチヤンネルサラウンド再生 

3本政上のスピーカー(サブウーファーを除く）で多チヤン 
ネル再生することを指します。音場の立体感や移動感び 
増し、迫力ある臨場感び期待できます。音源となるソフ 
卜びマルチ ch 収録な5ばソフトに忠実に再生し、ソフト 
び2 C h の場合は、マトリックスデコード処理 （ ドルビー 
プ□□ジック nx や Neo : 日技術など）を施し、マルチ ch 再 
生させることび巧能です。 


(2 ch ) ステレオ再を 


2 ch 信号をそのまま再生する場含と、マルチ ch ソースを 
2 Ch にダウンミックスして再生する場含の双方を意味し 
ます。設定やソースにより、サブウーファーか5音び出 
る 2. Ich 再生も「ステレオ再生」と呼ぶことびあります。 


デコードとは 

デジタル信号処理回路などにより、圧縮記録されたデ 
ジタル信号を、ちとの信号に変換させる巧術です。ま 
た、 2 C h の音源をマルチ C h 化させる演算技術をマト 
リックス-デコードと言い、日.1 ch 信号を 6. 1 ch に伸 
長させる技術もデコードと呼ぶことびあります。 



















参ち/技術資料 


ドルビー 


ドルビーデジタル 

ドルビーデジタルは、ドルビーのマルチチヤンネル音青 
システムのディスクリート • デジタルサラウンド方式の名 
称です。映画業界の主流であ0、 DVD ビデオの標準音声ち 
式としてわ採用されるなど、デジタル時代の標準 フ オー 
マットとなっています。独立した各チヤンネルに記録され 
た自然で高度な立体音像と、低域専用 ch により、臨場感あ 
ふれるマルチかサラウンドを再現します。人間の聴覚特性 
を応用した圧縮技術によ0聴覚上の音質低下を招さませ 
ん。この信号を伝送するには、デジタル接続び必要で 
す。その他にち下のよラな機能を持つ柔軟性の高い 
フオーマツ トです。 

1) モノ、ステレオ、プ□□ジック対応の構成および 
己. Ich 音声の再生に最適なダウン S キシング 

2) 広範囲のビットレートにわたる動作 

3) ダイナミックレンジ情報を伝達する機能 

4) ダイア□グノーマライゼーシヨン機能 

ダイア□グノーマライゼーシヨン機能とは平均的音 
量レベルび異なるさまざまなソフトでち、一定の音 
量で再生されるよラに自動調整する機能です。 

「 Dial . Norm 」 と表現されることもあります。 

ドルビーデジタルサラウン HEX 


ドルビーデジタルサラウンド EX は、映画「スターウオーズ- 
エピソード]」の製作に向けて、ドルビーラボラト U - ズと 
ルーカスフィルム社で共同開発された、 6. 1 ch 再生可能な 
新しい音響フオーマットです。新たに加え 5 れたサラウン 
ドバック C h により空間表現九定位感び高め 5 れ、中央か 
5 離れた客席か 5 でち 3 日日度の回転や頭上を通過するよ 
ラな移動音効果•音儘をよ0生々しく体感する ことび 可 
能となりました。フィルム上ではサウンドトラックのサ 
ラウンド L / R C h にエンコードされるため、既をのドル 
ビーデジタル(日.1 ch ) 環境での再生互換性びあります。 
この技術により製作された映画のリストはドルビーラボ 
ラト U —ズのウェブサイトにてご覧になれます。 
http :// www . clolby . com / 


プ□□ジック IIx 製品は、プ□□ジック IIx の持つ様々な 
磯能を、選択して搭載することび巧能です。プ□□ジック 
IIx 搭載、とキャッチフレーズされた商品でも、必ずしち 
全く同じ機能を持っているとは限5ないことにごま意く 
ださい。 


ドルビーラボラト U —ズか5の実施権に基づさ製造され 
ていまず。 Dolby 、 ドルビー 、 Pro 1_日呂 ic、Surround 
EX 、 ダブル D 記号及び AAC □ゴは、ドルビーラボラト 
U - ズの商標です。 


UUID0LBY 」 

DIGITAL*EX 


ドルビープ□□ジック 
ドルビープ□□ジック IIx 

ドルビープ□□ジック IIx は、ドルビープ□□ジック、ド 
ルビープ□□ジック II 、ドルビーデジタル EX をさ引こ改 
良し、ステレオ音声や日. Ich 音声を、すべて最大 7.1 ch 
まで拡張でをるマト U ックスデコード技術です。 

ステレオ音声のマルチ ch 化方式として、ドルビープ □□ 
ジックは 4 ch に、ドルビープ□□ジック II は己 ch 化して 
いましたび、それ5をさ5に進化させ、方インの 7 ch を 
作り出します。 

また已 .Ich ソース に対し、ドルビーデジタル EX はモノラ 
ルのサラウンドバック C h を生成していましたび、これを 
ステレオ化することで最大 7.1 ch 再生び可能にな0まし 
た。今まで政上に自然でシームレスな移動感、滑5かで包 
み込むよラな、音楽および映画サウンドを体験でをます。 
本機には複数のモードを搭載しているため、お好みに応 
じて切り誓えることび可能です。 

■2ch ソース巧 

M 0 VIE / MUSIC / PR 0 LOGIC 

■已 .Ich ソース 用 

MOVIE / MUSIC/DIGITAL SURROUND EX 
MOVIE (naPRO LOGIC IIx MOVIE) 

7. Ich 化します。映画再生に適したモードで、特にドル 
ビーサラウンド-エンコード作品に効果的です。ドル 
ビーデジタル EX に迫るセパレーションや移動感などび得 
5れます。 

MUSIC (□□PRO LOGIC IIx MUSIC) 

7. Ich 化します。音楽再生に適したモードで、通常のステ 
レオ録音されたソース ( CD など)を再生するとをにち効果 
的です。サラウンド Ch は定位よりち広びり感を重視して 
います。 

PROLOG に (□□PRO LOGIC) 

従来のドルビープ□□ジックと同等の再生 モー ドです。 
ソースのクオ U ティを問わず、幅広くお使いいただける 
モー ドです。 

SURROUND EX 

同ページ内参照 

サラウンドバック ch を使用しない場合は、自動的に従来 
のプ□□ジック II モードになります。 


■2 ch ソースに対するプ□□ジックとプ□□ジック IIx の違し、 



プ□□ジック 

プ□□ジック II 

プ□□ジック IIx 

効果的な 

ソース 

ドルビーサラウンド 
エン コー ド処理され 
たステレオ音声 

すべての 
ステレオ音声 

ずべての 
ステレオ音声/ 
Dolby Digital 
已 .1ch ソース 

デコード 
チヤンネ 
ル数 

4 .Ich 

/サラウンド、 

、モノラルノ 

己 . Ich 

/サラウンド、 

\ステレオノ 

7 .Ich 

, サラウンド、、 
(サラウンド バック、) 
ステレオ 

周波数 

特性 

サラウンド 

7 kHz 帯域制限 

全チヤンネル 
フルバンド 

全チヤンネル 
フルバンド 


参ち/巧術資料 
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MPEG -2 AAC 



MPEG -2 オーディオの標準ち式の一つで、目 S デジタ 
ルや地上デジタル放送で採用されている音声符号化規 
格です。高圧縮率なが6高音質を確保でさる点が特長 
で、番組内容によりマルチチャンネル設定が可能な 
フオーマツトです。 


■米国におけるパテントナンバー 


08/937,950 
己 848391 
已 .291 . 已已 7 
已 .4 已 1.9 己 4 
己 400 433 
已 .222.1 S9 
已 .3 已 7. 巳 94 
己 752 22 己 
已 .394.473 
已 . 巳 83.962 
5,274,740 
已 .633.9S] 


5 297 236 
4,9] 4,701 
己， 23 己，巨 71 
07/640 占巳 0 
己，己 79,430 
08/ 巨 7 呂怎 66 
98/03037 
97/02 扫 7 已 
97/02 扫 74 
98/03036 
己， 227,78 呂 
己， 28 己 ，498 


5,481,614 
已 . 己白 2. 己 84 
己 781. 扫 88 
08/039.478 
08/211.547 
己 .703.9 白 9 
08/ 已已 7.04 巨 
08/8 白 4.844 
己 299.238 
己 299.239 
已 .2 白 9.240 
己 197.087 


己 .490.170 
己， 2 巨 4,846 
已， 2 巨 8,68 巳 
已 .37 己 .189 
已万 81 ， 6 己 4 
0 己 -183,988 
己 .548.574 
08/ 已 06,729 
08/ 已 76.49 巳 
己 .717.8 2] 
08/392,7 己 6 


DTS 


園^^ 


DTS 


デジタルシアターシステムズの间 tal Theater Systems ) 
の略で、低圧縮率と高転送レートびもた5す豊冨な情報 
量により、高音質マルチチャンネルサラウンド再生を実 
現します。音楽用にわ独自録音による DTS - CD びあ0 
ます。 

DTS 96/24 


已 . Ich すべてを目日 l < Hz /24 bh : の高音質で再生する最新の 
サラウンドフォーマットで、スタジオのマスター音源のク 
才 U ティを S 皆襲しています。 DVD の限5れた記録エ U ア 
で、高音質/高画質を両立させるために開発されました。既 
存の DTS 対応の DVD プレーヤーと、 DTS 目目/24に巧 
応するデコーダー （ AV アンプ等）をデジタル接続すること 
で、再生することびできます。（本機は、 DTS 日目/24対応 
デコーダーを搭載しております）（専用プレーヤーは必要 
あ0ません)。従来の DTS デコーダーでは通常の DTS 信号 
として再生されるため、完全互換性を持っています。 


DTS-ES 


2日日日年11月に発表された新たなるサラウンドフオーマット 
で 、 |~DTS Extended SurroundJ の略称です。従来の己.1 ch 
にヴラウンドバック ( SB ) ch を加えたもので、かつてない音 
像-定位感をもたらすことび巧能になりました。 |■□ TS - ES ディ 
スクリート日 . 1」と 「 DTS - ES マト U ックス目.1」の3種類びあ 
り、どち5も従来の DTS 已 . 1 ch デコーダーとの下位互換 I まを 
有しています。 

DTS Neo :6 


すべての 2 ch ソースを 目.1 ch 化するマトリツクス デコー 
ド 巧術です 。 Cinem ヨモード / Music モードび あります。 

CINEMA (Neo6: CINEMA) 

目. Ich 化します。映画再生に適したモードで、 2 ch でを 
映画館特有の移動感などをお楽しみいただけます。 

MUSIC (Neo6: MUSIC) 

目. Ich 化します。フ□ントか5は原音をそのまま再生す 
るため音質の変化び無く、音楽再生に適しています。ま 
た、センター/サラウンド/サラウンドバック ch の音青び 
音場にナチュラルな広び〇感を加えます。 


「 DTS 」、「 DTS - ES 」、「 Neo :6」 および 「 DTS 曰巨/24」は 
Digital Theater Systems 社の商標です。 
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Windows Media® AucH 曰目 Professional(WMA9 Pro) は、マイク□ソフト社が従来の Windows Media 
Auclio(WMA) のテクノ□ジーをさらに進化させて開発したディスク U- 卜-デジタルサラウンド フオー マッ 
卜です 。 WM A は圧縮効率の高さを特徴とし、インターネット配信によるスト U —ミング巧生やダウン□一 
ド再生など Windows® PC での音楽再生に用い6れる圧縮音声の標準フオーマットとなっています。 

そしてこの Windows Media 日シリーズでは、 WMA の特徴を継承しながら、さらにマルチチヤンネル对応に拡 
張しました。 WMA9 Pro]- デックは、目日 kHz/24bit の解像度によるク U アな音質-己. 1/7.1ch 完全ディス 
ク U —卜処理による高い臨場感を確保しながら、低ビットレートでデジタルサラウンドサウンドを実現します。 
またその高い圧縮効率により、 CD/DVD などのデジタル X ディアだけでなく、高速プ□ー ドバンド通信によるス 
卜 U — S ング配信にを対応しています。 


本機は WMA 日 Pro デコーダーを内蔵していますので、 WMA 9 Pro 対応プレーヤー*と同軸または光ファイバー 
ケーブルでデジタル接続することによって、 WMA 9 Pro でエンコードされた音声を本機でデコードして再生す 
ることがでさます。 

* WMA 日 Pro 対応プレーヤーとしては、 PC 、 DVD プレーヤー、セットトップボックス等が考えられます。た 
だし、それらの機器の同軸または光出力端子か 6 WMA 目 Pro 音声を出力できる場合のみ、本機でデコードして 
再生することができます。 


Windows Media 及び Windows □ゴは米国 Micros 日 ft 
Corporati 曰 n の米国及びその他の国における登録商標ま 
たは商標です。 


Plays 

Windows 

Media ™ 





WMA 

WMA 日 Pro 

最大ディスク u — トチヤンネル数 

2 ch 

己. 1/7.1 ch 

最大量子化ビット数 

] 日 bit 

24 b け 

最大サンプリング周波数 

48 kHz 

96 kHz 

巧応ビットレート 

1 28 bps 〜1 92 kbps 

1 28 kbps 〜 768 kbps 

S / PDIF 伝送 

非圧縮 

圧縮 


Audio 9 Professional 


Windows Media 


参ち/巧術資料 
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パイオニア独自のサラウンドモード (ADVANCED SURROUND) 


理想の視聴空間形状や、各ソフトに収録された音声の研究などにより開発された、パイオニアオ U ジナルのヴラウ 
ンドモードです。映画/音楽 / TV 放送/ゲームなど多岐にわたるいかなるソフトでち、快適なサラウンド再生が提供 
できるよう、多種のモードをご用意いたしました。各ソースはデコード処理に ch ソースはマト U ックス-デコード 
処理)後、それぞれに含わせた才 U ジナルの処理を加えています。 LU 下をご参照のラえ、お好みに応じて選択してく 
ださし、。 

ADVANCED MOVIE (ADV. MOVIE) 

映画再生に適したモードで、特にドルビーサラウンド、ドルビーデジタル 、 DTS •エンコードの 
映画作品をこのモードで視聴するとより効果的です。映画館さながらの迫力や臨場感をお楽しみ 
いただけます。 

ADVANCED MUSIC (ADV. MUS に） 

音楽巧生に適したモードで、通常のステレオ録音されたソース （ CD など）に限らずドルビー、 
DTS - エンコードされた音楽作品を再生するときに効果的です。コンヴートホールの雰囲気をお 
楽しみいただけます。 

TV SURROUUND (TV SURR.) 

テレビ放送のほとんどの割をを占めるモノラル信号やステレオ信号もマルチチヤンネルサラウン 
ドで再生します。モノラルで収録されたちい映画などをご覧になるときにを効果的です。 

SPORTS 

スポーツ中継の視聴に最適です。その場で観戦しているよラな臨場感を体感できるサラウンド再 
生です。 

ADVANCED GAME (ADV. GAME) 

ゲームのスピード感、躍動感をよりいっそラ高めます。シューティングゲームやレーシングゲー 
ムなど、ちへ左へ駆け巡るような流れのあるシーンの多いゲームに効果的です。 

EXPANDED 

ドルビーサラウンドや 2 ch 収録されているソースには、ドルビーデジタルや DTS の日.] ch ヴラウ 
ンドのよラな U アルな移動感などを実現します。また己. Ich 収録のソースでは、より広がりのあ 
る音場を実現します。 

7chSTERE0 (7-STEREO) — VSX- 白 1 己 
GchSTEREO (6-STEREO) — VSX- 己 1 已 

2 ch で収録された音声はステレオ音声のまま、己.1 ch ソースはダウン S ックス処理を施したのち、 

7本のスピーカーで再生します。部屋のどの場所にいてをステレオ感をお楽しみいただけますの 
で、パーティーなどでの視聴に最適です。 

VIRTUAL SURROUND (V 旧 . SURR.) 

マルチチヤンネルサラウンド再生時の臨場感をフ□ントスピーカー(左/ち）とヴプウーファーの 
みでお楽しみいただけます。 

Phones Surround ( へッドホン挿入時のみ） 

へッドホンでありながら仮想立体音響を再現し、マルチチャンネルサラウンド再生時の臨場感を 
お楽しみいただけます。 


デコード処理の方法は、各モードに最適な技術を組み合わせてありますのでお客様が変更するこ 
とはでさません。 
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*1 : S 目1本のとさは選択でをません。 

*2 ; nDPRO LOGIC は常に最大已 . Ich までの再生となります。 
*3 : MPEG -2 AAC ステレオ信号入力時は選択できません。 


ドルビーサラウンド信号 


DTS サラウンド信号 


アナ□グ信号、 PCM、 

ド J レビーデジタルステレオ信号 
DTS ステレオ信号 
MPEG-2 AAC ステレオ信号 


WMA 白 Pro ステレオ信号 


ドルビーサラウンド信号 


DTS サラウンド信号 


アナ□グ信号、 PCM 
ドルビーデジタルステレオ信号 
DTS ステレオ信号 
MPEG-2 AAC ステレオ信号 


WMA 白 Pro ステレオ信号 


正 PLIIx Movie 
正 PLIIx Music 
の PLIIx Game 
曲] PRO LOG にで 
Neo:6 Cinema *3 
Neo:6 Music *3 
優大 TMch) 


na PLII Movie 
正 PLII Music 
m PLII Game 
□0 PRO LOGIC 
Neo:6 Cinema *3 
Neo:6 Music *3 
優大已 .Ich) 


□□ PLIIx Movie 
爆大 7-Ich) 


Neo: 百 Cinema 
爆大 7.Ich) 


ステレオ再生 
爆大 2.Ich) 


正 PLII Move 
撮大已 .Ich) 


Neo:6 Cinema 
爆大已 .Ich) 


ステレオ再生 
爆大 2.Ich) 


ADV MOVIE 
ADV MUSIC 
TV SURROUND 
SPORTS 
ADV GAME 
EXPANDED 
7ch STEREO 
Virtual Surround 
(最大 7.Ich) — 


ADV MOVIE 
ADV MUSIC 
TV SURROUND 
SPORTS 
ADV GAME 
EXPANDED 
7ch STEREO 
Virtual Surround 
撮夫已 .Ich) 


ステレオ再生 
i 最大 2.Ich) 


DTS96/24 
(己 Ich 信号等） 


スト 植庭補再生 


ストレートデコード再生 
(最大已 .Ich) 


ダウン=ックス再を 
一爆大 2.Ich) 


PCM 96kHz. PCM 88.2kH2 
DTS96/24 ステレオ信号 


m PLII Movie 
正 PLII Music 
CD PLII Game 
□0 PRO LOGIC 
優大己. Ich) 


ステレオ再生 
(最大 2.Ich) 


ステレオ再生 
福大 2.Ich) 


入力信号 


AUTO SURROUND 


ADVANCED 

SURROUND 


STbRbO/ 

DIRECT 


WMA9 Pro 

一 (6.1 ch 信号/ 7.1 ch 信号） 


ストレートデコード再生 
(最大 TMch) 一 


ドルビーデジタルサラウンド EX 
旧. Ich 再生お出信号付） 


正 

m P 


DIGITAL EX 
PLIIx Movie *1 
正 PLIIx Music 
(最大 7.Ich) 


DTS-ES 

(6.1 ch 信号/ 6.1ch 巧生検出信号付） 


DTS ES Matrix/DTS ES Discrete 
DTS+ 中 PLIIx Movie *1 
DTS+ 正 PLIIx Music 
(最大： 7.Ich) 


ドルビーデジタル 
(已 .Ich 信号等） 


正 

□□ P 


DIGITAL EX 
PLIIx Movie *1 
正 PLIIx Music 
(最大： 7.Ich) 一 


DTS 

(己 Ich 信号等） 


DTS+Neo:6 

DTS+ 中 PLIIx Movie *1 
DTS+ 正 PLIIx Music 
(最大 TMch) 


ADV MOVIE 
ADV MUSIC 
TV SURROUND 
SPORTS 
ADV GAME 
EXPANDED 
7ch STEREO 
Virtual Surround 
應大 7.Ich) 


MPEG-2 AAC 
(已 .Ich 信号等） 


AAC+ 正 DIGITAL EX 
AAC+ED PLIIx Movie *1 
AAC+ 正 PLIIx Music 
(最大 TMch) 


ストレートデコード再生 
(最大 7.Ich) 


WMA9 Pro 
(己 Ich 信号等） 


WMA9 Pro+ 中 DIGITAL EX 
WMAS Pro+m PLIIx Movie >1 
WMA9 Pro+ 正 PLIIx Music 
(最大： 7.1 ch) 


WMA9 Pro 

一 (6.1 ch 信号/ 7.1 ch 信号） 


ストレートデコード再生 
(最大： 7.Ich) 


ドルビーデジタルサラウンド EX 
(6.1c 偶生検出信号巧） 


正 D に JAL EX 
I D に JAL+PLIIx Movie 
馆大ス Ich) 


DTS-ES 

(6.1 ch 信号化.1 ch 再生検出信号付） 


DTS ES Matrix 
DTS ES Discrete 
(最大： 7.Ich) 


ドルビーデジタル 
(5.Ich 信号等） 


DTS 
(已 .Ich 信号等） 


MPEG-2 AAC 
(已 .1 か信号等） 


ストレートデコード巧生 
應大已.1か） 


ADV MOVIE 
ADV MUSIC 
TV SURROUND 
SPORTS 
ADV GAME 
EXPANDED 
7ch STEREO 
Virtual Surround 
應夫 7.Ich) 


WMA9 Pro 
( 已 .Ich 信号等） 


WMA9 Pro 
一 (6.1 ch 信号/ 7.1 ch 信号） 


ドルビーデジタルサラウンド EX 
(6.Ich 再生検出信号付） 


DTS-ES 

(6.Ich 信号/ 6.Ich 巧生検出信号付） 


ストレートデコード再生 
爆大已 .Ich) 


巧.1か信号尊） 


DTS 
(己1か信号等） 


ストレートデコード巧生 
(最大已 .Ich) 


MPEG-2 AAC 
(已 .Ich 信号等） 


ADV MOVIE 
ADV MUSIC 
TV SURROUND 
SPORTS 
ADV GAME 
EXPANDED 
7ch STEREO 
Virtual Surround 
扇夫已 .Ich) 


WMA9 Pro 
(5.Ich 信号等） 


ダウン = ックス再生 
應大 2.Ich) 


メモ 


表中の灰色で表示された設定は、本機により最適なモードび自動選択されます。ユ I 
DVD 曰.1 ch モード時は、 U スニングモードの効果を加えることはできません。 

STEREO / DIRECT / Phones Surraund モード時は、サラウンドバック出力はありません。 
入力信号によっては、サラウンドバック信号を生成でさないちのびあ0ます。 


ザーによる選択はでさません。 
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リスニングモードの詳細と出カチヤンネル数の一覧 


この表は出力する最大の出カチャンネル数をおしたちので、厳密なデコード ch 数とは異なります。詳しくは r ヴ 
ウンドフオーマツトについて」 (一 94ページ)をご覧ください。 

表中の灰色で表示された設定は、本機により最適なモードび自動選択されます。ユープーによる選択はでさません。 
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N0 ム —3:0 山 02 山 IX 山 


01 n< ム |3:0 山 02 山 IX 山 


お L/ お WCJSms 


iuo ム l9:CBDZ 山 IX 山 

巧お W n 娘 cds ms 


日 nv / 夏千置豆 1 X 3 


お L/ お W 江 S ms 


6千岂〇る一泣 
ちお n 典 ds 規 


二泛巧；ム日 G 国臣| 


三浸3誓 ds as 


邮 卜 


邮 ilLPW 
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工場出荷時の設定一覧 


設定項目 

初期値 

参照ページ 

サラウンドバックシステムの設定 

SB NORM. 

61 

スピーカーの有り無し/低域再生能力 

すべて SMALL ( ル ）※ 

68 

サブウーファー 

YES ( 有り ）※ 

68 

スピーカー出カレベル 

加巨湘正無し） 

71 

スピーカーまでの距離 

すべて 2.C)m 

72 

ク□スオーバー周波数 

lOOHz 

70 

視聴環境の周波数特性の補正 

全帯域 OdB ( 補正無し） 

64 

デジタル入力の設定 

U アパネル表記のとおり 

73 

D ビデオ入力の設定 

U アパネル表記のとおり 

74 

入カファンクシヨン 

DVD/LD 

36 

入力信号の種類 

AUTO ( 入力信号により変化します） 

37 

EXTENDED モ ー K 

ON 

40 

U スニングモード 

AUTO SURROUND 

38 

アコースティックキヤ U プレーシヨン EG! 

OFF (M 仁 ACC 言受定後は ALL CH) 

41 

ミッドナイト U スニング機能 

OFF 

46 

ラウドネス機能 

OFF 

46 

I- ーンコント□ール機能 

BASS Od 巨 / TREBLE OdB (OFF) 

47 

スピーカーシステム冉 / 巨 * 

冉（サラウンドバックシステムの設定 ； SB NORM. のとき） 

49 

ディスプレイの明るさ 

一番明るい 

48 

ダイナミックレンジコント□一 J レの設定 

OFF 

75 

デュアルモノラル音声の設定 

CH1 

76 

LFE アッテネーターの設定 

ATT OdB 

77 

SR + 連動モードの設定 

DVD/LD:0FF. TV/SAT: 曰 FF 、 

DVR/VCR:OFF. V!DE0:0FF 

81 


* VSX - 日15のみ 

※本機にはサブウーファー検出機能がついています。サブウーファーが接続されていない場合は変更します。 



設定才ール U セツトは政下の手順で実行します。操作は本体フ□ントパネルで行います。 

設定オール U セツトを巧ラと、上記のすべての設定び工場出荷時の状態にな0ますので 十分ごミち意くださし、。 


® 本機び STAND 巨丫モードのときに TONE @フ□ントパネル表示部に 「 RESET ?」 と表示された5 

ボタンを巧しなび5 STAND 巨丫/日 N ボタ ENTER ボタンを巧し、「日 K ?」 表示禮に SYSTEM 

ンを3秒 ULL 巧し続ける SETUP ボタンを押します 


1)STANDBYiON 


IUN ヒ 

© + 〇 



SYSTEM 

SETUP 



メモ 

1力月程度電源コンセントか5コンセントを抜いた状態にしておくと、本機で設定した各種設定びオールリセット 
されますのでごま意 < ださし、。 
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. AC ]00 V 、 己0/60 Hz 

. 300 W 

.360 W 

. 日. 4 已 W 

...1(1 日日 W 最大） 

1 已8(高さ） X 4日を已(契行） mm 

... 9.己 K 呂 

.9.5 Kg 


電源部-その他 

電源 . 

消費電力 

VSX - 己]已 . 

VSX -9] 已 . 

待機時消費電力…… ...... 

予備電源コンセント 

連動 . 

外形寸法 _ 

. 420(幅） X 

質量 

VSX - 己]已 . 

VSX -9] 已 . 

付属品 

リモコン ....................... 

単3形乾電池 (IEC R 目) 
セットアップ用マイク 

FM アンテナ . 

AM ループアンテナ..… 

保証書 .. 

酌が説明書 . 


AM チューナー部 

受1言周波数 . 巳22 kHz 〜1，日29 kHz 

実用感度(付属ループアンテナ） . 3曰0 mV/m 

S / N 比 . 曰0服 

アンテナ . ループアンテナ 


実効選択度 . 65 d 巨 (±400 kHz ) 

ステレオセパレーシヨン . 40 dB(l kHz ) 

周波数特性 . 30 Hz 〜1日 kHz (± ld 目) 

アンテナ . 7已なす平衡型 


♦仕様およびか観は改良のため予告なく変更することが 
お0ます。 


オーディオ部 

実用最大出力 ( J 曰 TA 、 

フ□ント . 

センター . 

サラウンド . 


1 kHz . 1日〇/〇、 


色が 

…100 W/CH 

. 100 W 

..... 100 W/CH 


サラウンドバック ( VSX -9 ] 曰） . 100 W/CH 

サラウンドバック （ VSX - 已1己） . 100 W 

定格出力(ステレオ動作時） 

20 Hz 〜20 kHz 、 0.20/〇、巨 Q . 80 W +80 W 

入力端モ(感度/インピーダンス） 

LINE 系 ... 200 mV /47 kQ 

周波数特性 

LINE 系 .... . .. 巳 Hz - 100 kHz ' こ 3 d 目 

出力端子（レベル/インピーダンス） 

REC OUT 系.… . 200 mV /2.2 kQ 

I -ーンコント□ール 

BASS . ± 6 dB (100 Hz ) 

TREBLE . + 6 dB (10 kHz ) 

L 日 UDNESS (ボ U ュームポジションー己 Od 目時） 

.+ 10 d 巨 /+ 已 dB (100 Hz / 10 kHz ) 

SN 比 ( IHF 、 シヨートサーキット、 A ネットワーク） 


LINE 系. 


96 服 


ビデオ部（コンポジット、 S ) 

入力端モ(感度/インピーダンス） . 1 Vp - p /7 已 n 

出力端子（レベル/インピーダンス） . 1 Vp - p /75 Q 

周波数特性 . 已 Hz 〜1日 MHz 、 こ弓 d 目 

SN 比 . 曰已服 

ク n ス！-ーク . 50 dB 

D 4 ビデオ部 

入力端モ(感度/インピーダンス） . 1 Vp - p /7 已 Q 

出力端子（レベル/インピーダンス） . 1 Vp - p /75 Q 

SN 比 ... 60服 

FM チューナー部 

受信周波数 .76.0 MHz 〜9日.日 MHz 

実用感度 . モノ： ] 曰.2 d 巨 f (1.6 a / V /75 Q ) 

S / N 已日 d 巨感度.….…モノ： 20.2 d 巨 f (2.8 a ^ V /7 已 Q ) 

. ステレオ： 41 .2 d 巨 f (31.6 A / V /7 曰 Q ) 

S/Nhb (8 己 d 巨 f 入力日寺） . モノ： 7白 dB 

ステレオ： 72 d 目 

高調波歪率 . ステレオ：日.已％ (1 kHz ) 




お手入れについて 

通常は柔らかい巧で空おきしてください。巧れがひどい場含は水で己〜日倍に薄めた中性洗剤 
に柔らかい巧を浸してよ < 絞った後、ミちれを拭さ取り、その後乾いた巧です式いてくださし、。 
アルコール、シンナー、ベンジン、殺虫剤などが付着すると、印刷、塗装などがはげること 
がありますのでごを意ください。また、化学ぞラさん等をお使いの場含は、化学ぞラさん等 
に添付のま意事項をよくお読み< ださい。 


1チケ卜 


音のエチケット 

楽しい音楽を時と場所によっては気になるちのです。離近所への思いやりを十分にいにしま 
しぶラ。 

ステレオの音量は、貴方のむがけ次第で大きくもルさくもなります。 

とくに静かな夜間にはルさな音でを通りやすいをのです。夜間の音楽鑑賞にはとくに気を配 
りましょう。近所へ音が漏れないように窓を閉め、お互いにむを配り、快い生活環境を守り 
ましょつ。 


仕様 



参ち/巧術資料 
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困つたとを 


tt 障かな？と思った6 


故障かな？と思ったら下を調べてみてください。意外なミスが故障と思われています。また、本機料外の原 
因ち考えられます。ご使用の他の機器および同時に使用している電気機器をあわせてお調べください。 

L ソ下の項目を調べてち直らない場合は、修理を依頼してください。 


音について 


r 音び出ない」 r 音びおかしい」 r ノイズび出る」など、音についての疑問や症状です。 


おげ 

原因 

対応 

参照 

入力切換を合わせてち、 

入力端子の接続び正し < ない。 

接続を再確認する。 


音が出ない 

デジタル入力の設定び正しくない。 

設定を修正する。 

73 


SIGNAL SELECT の入力信号選択び正しくない。 

SIGNAL SELECT ボタンで正しい入力信号 
を選択する。 

37 


ミュート状態(音量インジケーターび点滅)に 
なっている。 

U モコンで S ユートを解除する。 

48 


スピーカー出力び OFF になっている。 

SPEAKERS ボ'タンを巧して、 0N(SP ►冉） 
にする。 

49 


DVD 己.1 ch モードになっている。 

DVD 己. Ich モードを OFF にして、通常の 

U スニングモードにする。 

42 


音量び下びっている。 

MASTER VOLUME を調整する。 

36 

フ□ントスピーカ ー L ツがの 

スピーカーシステムの設定びフ□ント ch じ(外 

スピーカーシステムの設定を修正す る。 

68 

音が出ない 

ずべてN0になっている。 

IJ スニングモードな; STERE0/DIRE 巳 T (こ 

サラウンド再生巧の U スニングモードを選択 

38 


なっている。 

ずる。 


サラウンドバックスピー 

EXTENDED モードの設定び OFF になっている。 

ON を選択する。 

40 

カーから音が出ない 

EXTENDED モー K の設定び冉 UT0 で 
r 氏] ch 再生検出信号」の記録されていない 
ソースを使用している。 

ON を選択する。 

40 


サラウンドバックシステムの設定び 「SB 

「S 巨 NORM」 を選択する。 

61 


BIAMPJ または 「S 日 2ND 之」になっている。 
スピーカーシステムの設定でサラウンドバック 

サラウンドノくック ch の設定を修正する。 

68 


ch の設定び 「N □(無し)」になっている。 

接続び正しくない。 

接続を再確認する。 

28 

特定のスピーカーから音 

スピーカーシステムの設定び RM 曰(無し)」に 

スピーカーシステムの設定を修正す る。 

68 

が出ない 

なっている。 

スピーカーの接続びがれている。 

スピーカーの接続を確認する。 

28 


ソフトのサウンドトラックび意図的にそのよラ 

U スニングモードによっては効果音のみ出力 

38 


に録音されている。 

される場合びあります。 



スピーカーの出カレベル設定びかさい。 

スピーカーの出カレベル設定を上げる。 

71 


サラウンドバックシステムの設定で 「S 日 

スピーカーシステムで 「A+ 日」または旧」 

49 


2ND 之」び選択されているときのスピーカー 
システムの選択び合っていない。 

にする。 


デジタル機器の音が出ない 

デジタル接続び正しくない。 

デジタル接続を再確認する。 

33 


デジタル入力の設定び正しくない。 

デジタル入力の設定を修正する。 

73 


SIGNAL SE1_ECT の入力信号選択び正しくなし、。 

接続されているデジタル機器に応じて、 
SIGNAL SELECT ボタンで口 GITAL を選択する。 

37 


デジタル出カレベル調整機能び付いている CD 

プレーヤーのデジタル出力設定を適切に修正 



レコーダーなどのデジタル出カレベル設定び低 

ずる。 （DTS CD の場合は Od 巨に設定して 



ずぎる。 

<ださい。） 



再生ソフトのデジタルフォーマットに対応して 

対応フオーマットの音帛トラックを選択する 



いないプレーヤーである（または出力しない設 
定になっている）。 

(または出力させる設定にする）。 


録音ができない 

アナ□グ信号をデジタルで、デジタル信号をア 

アナ□グ信号はアナ□グ録音、デジタル信号 

50 


ナ□グで録音しようとしている。 

はデジタル録音のみ可能でず。 



コピープ□テクト信号の入ったデジタル信号で 

コピープ□テクト信号の入ったデジタル信号 



ある。 

は録音することはできません。 



REC 端子の接続び正しくない。 

正しく接続し直す。 

33 

無入力でちノイズが 間 こ 

電源そのちのにノイズび残っている。 

パソコンなどのデジタル機器とたこ足配線に 


える 


なっていないか確認する。 
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困つたとを 


症状 

原因 

対応 

参照 

DVD 已 .1 CH INPUT 端 
子に接続した機器で、 

DVD 才ーディオを再生し 
たび 2 ch にダウンミック 
スされているよラな音に 
なっている 

DVD 已 .1 CH INPUT 端子に接続したをの 
ではない信号を再生している。(デジタル 

P 巳 M 出力など） 

プレーヤーの出力設定び間違っている。 

マルチチヤンネル入力の再生をする。 

プレーヤーの取扱説明書をご覧ください。 

42 

スピー カーの 設定をフロ 
ントのみ 「 LARGE 」 と 
していてマルチ ch の 
DVD 才ーディオを再生し 
たが、マルチ ch 音青が 
ダウン=ックスされない 

タウンミックス禁止のソフトを再生している。 

故障ではありません。 


チューナー受信中にノイ 
ズが聞こえる。 

プラズマディスプレイを接続している場合、そ 
の電源び入っていると、チューナーにノイズび 
入ることびあります。 

チューナー受信中は、プラズマディスプレイ 
の電源を切る。 


DTS CD のサーチ中にノ 
イズが出る 

サーチ中に CD に含まれるデジタル情報を読み 
取ってしまう。 

故障ではありません。サーチ中はアンプの音 
量を下げ、スピーカーから出る音を抑えてく 
ださい。 


DTS の LD を再生ずると 
ノイズが出る 

SIGNAL SELECT で冉 N 冉 L 0 日び選択されて 
いる。 

機器を正しくデジタル接続し 、 SIGNAL 
SELECT ボタンで DIGITAL を選択する。 



ヴブクーファ -の臟/再生について 


音についての問題の中でも、特に接続したヴプウーファーについての疑問や症状をまとめました。 


症状 

原因 

対応 

参照 

サブウーファーか5音び 

サブウーファーあり/なしの設定び「1\10(無し)」 

スピーカーシステムの設定を確認して、ヴプ 

68 

出ない 

に設定されている。 

ウーファーの設定を 「 YES (ちり)」または 
口 LU 引にする。 



LFE アッテネーターの設定び 「LFEAT * 本」 

「 LFEATO 」 または 「LFEAT ]0」に設定する。 

77 


になっている。 

再生しているソース(シーン)や音楽に超低域成 

故障ではありません。内容をご確認くださ 



分 （ LFE チヤンネル）び含まれていない。 

い。 



接続びがれている(または、まちびっている)。 

サブウーファーの接続を確認して、がれてい 
るとをは接続し直ず。 

28 


サブウーファー側の電源び OFF になっている。 

サブウ ー ファ ー の電源を確認ずる。 



サブウーファー側の自動スタンバイ機能び働い 

ヴプウーファーの機能を確認する（詳しくはサ 



ている。 

ブウーファーの取扱説明書をご覽ください。） 


サブウーファーか百の音 

低域成分のかない/ないソースやディスク 

再生しているソースの低域成分びかなく、サブ 

68 

がかさい 

( CD など）を再生している。 

ウーファーの音量び不足している場合は、ス 
ピーカーシステムの設定でサブウーファーの設 
定を 「 PLU 引にする。 



サブウーファー出カレベルの設定値びルさい。 

スピーカー出カレベルの設定を確認して、適 
切なレベルに調整する。 

71 



LFE アッテネーターの設定を 「 LFE 冉 TO 」 
にする。 

77 


ク□スオーバー周波数の設定び低い。 

ク□スオーバー周波数の設定を確認して、適 
切なレベルに調整する。 

70 


サブウーファー側のボ U ューム設定びルさい。 

サブウーファーのボリュームレべルを上げる。 



映像について 


「映像が出ない」「><ニュー画面 (OSD 画面)が表示されない」など映像についての疑問や症状です。 


症状 

原因 

対応 

参照 

入力切換を合わせてち、 
映像び出ない 

TV モニター側の入力切り換え設定び正しくない。 

TV モニターの取破説明書をお読みになり、 
正しい入力に切り換えてください。 



ソース磯器と TV モニターを接続するコードの 
種類（整合性）び正しくない。 

正しい接続まに変更ずる。 

29,30 

D ビデオ端子に接続した 
ソース機器の映像び出な 

モニター TV との接続びコンポジット（または 

S ビデオ）である。 

モニター TV との接続に D 端子ケーブルを使 
ラ。 


し、 

D 4 ビデオ入力設定び正しくない。 

□4 ビデオ入力設定を正しく行ラ。 
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困つたとを 


おが 

原因 

巧応 

参照 

録画ができない 

録画機器の接続端子とソース機器の接続端子び 
合っていない。 

コピープ□テクト信号の入った映像信号である。 

録画機器の接続端子とソース機器の接続端子を 
(コンポジットまたは S ビデオで）合わせる。 
コピープ□テクト信号の入った映像信号は録 
画することびでをません。 

31 


操作について 


r 操作でさない」 r 電源が切れる」など操作時にある疑問や症状です。 


おげ 

原因 

巧応 

参照 

大音量で再生したとさに 

スピーカーコードの忘線びスピーカー端子から 

スピーカーコードの芯線をちラー度しっかり 

28 

電源が切れる 

はみ出して、 U アパネルに接軸しているか、+ 

ねじり直し、アンプまたはスピーカー側のス 



一び接触し、保護回路び働いている。 

ピーカー端テからはみ出ないよラに接続する。 
ボリュームを下げて再生する。 



スピーカーの実動作上の最低インピーダンスび 

視聴環境の周波数特性の補正で低域 (40 Hz 

64 


非常に低いため、保護回路び働いた。または、 
低周波の過大な入力び持続した。 

または ] 2已 Hz ) のレベルを下げる。 


操作ポタンを巧してち動 

空気び乾燥しているとを、静電気などの影響を 

電源プラグを一度コンセントからがして、再 


作しない 

受けている。 

び差し込む。 


AMP ERR が点滅して自 

本磯のアンプ回路び故障です。 

すみやかに使用を停止し、修理を依頼してく 


動的に電源が切れる 


ださい。この症状のあとに電源の 0 N / C 1 FF 
を繰り返すのはおやめください。 


OVERLOAD と点滅表示し 

音量を上げすざている。 

電源を入れ直し、音量を下げてみる。 


て自動的に電源が切れる 

スピーカーコードびショート（接軸）している。 

スピーカーコードの忘線をわラー度しっかり 
ねじり直し、スピーカー端子からはみ出ない 
よラに接続する。 


BOAD ERR と点滅表示し 

本機の故障でず。 

ずみやかに使用を停止し、修 i 里を依頼してく 


て自動的に電源び切れる 


ださい。 


SIGNAL SELECT ボタ 

接続またはデジタル入力の設定び正しくない。 

機器の接続を再確認し、「デジタル入力の設 

73 

ンを巧しても入力が 
DIGITAL にならない 


定」を正しく修正する。 


已 .Ich ソースを再生して 

DVD プレーヤーのデジタル出力設定び OFF に 

DVD プレーヤーのデジタル出力設定を ON 


いるのに、已 .Ich 再生さ 

なっている。 

にする。 


れない 

DVD プレーヤーのドルビーデジタルまたは 

DVD プレーヤーのドルビーデジタルまたは 



DTS 出力設定び OFF になっている。 

DTS 出力設定を ON にする。 


DVD オーディオを再生す 

DVD 已 .1 仁 H INPUT 端子はアナログ入力端子 

故障ではありません。プレーヤーの取扱説明 


るとプレーヤーには 

なので、デジタル情報を表示することはでさま 

書をご覧 <ださい。 


目巨 kHz と表示されるが、 

本機では表示されない 

せん。 



目 6kHz のソフトを再生し 

プレーヤー側で日日 kHz 出力び OFF になって 

プレーヤーの目巨 kHz 出力を ON にする。 


ても表示が日 6kHz にな 5 
ない 

いる。 



U モコン操作がでさない 

U モコンの電池び消耗している。 

電池を交換する。 

5 


距離び離れすざている。角度び悪い。 

7 ml ； (内、左ち 3 Cr 内で操作ずる。 

23 


途中に信号を遮る障害物びある。 

障害物を取0除< か、操作ずる場所を移動する。 



壁光燈などの強い光び U モコン信号受光部に当 

U モコン信号受光部に光び直接当たらないよ 



たっている。 

ラにする。 


他機器をリモコンで操作 

プ U セットコードの設定び間違っている。 

正しいプ U セットコードを設定する。 

84,89 

でさない 

電池切れの期間にメモ IJ 一び消去された。 

をラー度設定を行ラ。 


SR 接続をしているのに相 

接続でコント□ール端子の IN / OUT を間違え 

正しく接続し直す。 

79 

手機器びリモコンで動作 

ている。 



しない (VSX-91 日のみ） 

コント□ールコードし U がの接続をしていない。 

アナ□グのオーディオコードなどを接続する。 



他社製品の同用途端子と接続している。 

他社製品の動作はサポートしていません。 



























困つたとを 


イ ンジケーター/まおについで 


操作中のインジケーター表示などの疑問や症状をまとめました。 


症状 

原因 

巧応 

参照 

圧縮デジタル*のソフ 

デジタル接続び正しくない。 

接続を再確認する。 


卜を再生してち、対麻 
するインジケーターが 
点灯しない 

デジタル入力の設定び正し < ない。 

デジタル入力の設定を正し<行ラ。 

73 

SIGNAL SELECT の入力信号選択び正しく 
ない。 

SIGNAL SELECT ボタンで正しい入力 
を選択する。 

37 


プレーヤーび停止か一時停止になっている。 

再生を開始ずる。 



プレーヤーの音声出力設定び間違っている。 

プレーヤーの音声出力設定を各フオー 
マットに对応するよラ修正ずる。 



再生しているトラックび PCM などになって 
し、る。 

プレーヤーの音声切り換え機能で圧縮デ 
ジタル*の音声を選択する。 


圧縮デジタル*のソフ 
卜を再生してち、 

デジタル信号び入力されていない。 

SIGNAL SELECT ボタンで AUTO また 
は D に ITAL を選ぶ。 

37 

□□DIGITAL または 

DTS などの表示にな 5 
ない 

ソフトの音声び 2 ch フォーマットである。 

故障ではありません。再生しているソフ 
卜のパッケージをご確認ください。 


ドルビーサラウンドエンコードされたソフ 
卜でおる。 



Surround EX (または 
DTS ES) ソフト再生時 
に、 EXTENDED モード 
の設定を AUTO にしてち 
EX (または ES) デコー 
ドしない 

re.ich 再生検出信号」び記録されていない 
(劇場公開時と DVD 収録時はまれに違ラ場合 
びあります)。 

EXTENDED モードの設定を日 N にする。 

40 

Surround EX (または 
DTS ES) ソフトを再生 
しているのに EX (または 
ES) デコードしない 

スピーカーシステムの設定で、サラウンドバッ 
クチヤンネルび 「 NO (無し)」に設定されてい 

リスニングモードび正し<ない。 

サラウンドバック ch の設定を、接続したス 
ピーカーに合わせて変更する。 

EXTENDED モードの設定を ON または 
冉 UTO に変更し、 U スニングモードをサラ 
ウンドにして再生する。 

68 

38,40 


圧縮デジタル*:ドルビーデジタル、 DTS 、 MPEG -2 AAC などの総称として使用します。 


困 

ご 

た 

と 

宝 
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困つたとを 


MCACC (音場補正)について 


MCACC (音場補正)のときにある疑問や症状をまとめました。 


おが 

原因 

巧な 

参照 

音場補正の才ート設定 
を何度行ってもエラー 
になる 

マイクとスピーカーとの間に障害物びある。 

障害物を移動させる。 


測定結果のサブウー 
ファーの距離び実際の 
距離より長い 

サブウーファー内部□ーパスフィルターの 
遅延特性の影響で再生音にディレイびか 
かっている。 

MCACC では、こラいった遅延特性を考 
慮したラえで距離を特定して正確なディ 
レイ時間を設定ずるようにしています。 


スピーカーの大、か設 
定が誤った設定になる 

耳に聞こえにくい周波数の騒音びある。 

エアコンなどモーターを使用した機器の 
電源を切ってみる。 


音場補正したび、音が 
おかしし、 

スピーカー端子の位相び反転している （+/ 
一び 逆)。 

正しく接続する。 

28 

アコースティックキャリ 
プレーシヨン EQ で自動 
測定された補正カープを 
手動で調整中に 
「OVER!!」 ぜディスフ 
レイに表示される 

調整値の組み合わせによっては補正レベル 
び許容量を超える。 

rOVERlU の表示び消えるまで、さまざ 
まな帯域のレベルを下げる。 



システムセットアップでの MCACC (音場補正)時に表示されるメッセージの意は 

「 M に IN !」 ： 

フ□ントパネルの MCACC SETUP M に端テに、付属のマイクを接続してください。 

「 N 0旧 Y !」 ： 

周辺の騒音び大をすざ、測定に誤差び生じる可能性びあります。 

-エアコンなどモーターを使用した機器や超音波ねずみ駆除装置などの電源を一時的に日 FF にするか遠ざけるなどの 
姐置を巧ってみてください。 

-周囲び比較的静かな時間帯にちラー度やり直してください。 

[ERR Fch 」 に RR Sch 」 に RR SW 」 に RR SBch 」 ： 

F ch と表示されたときはフ□ントスピーカーび 、 S ch と表示されたときはサラウンドスピーカーび、 SW と表示され 
たときはサブウーファーび、 S 日 ch と表示されたとをはサラウンドバックスピーカーびしっかりと接続されていませ 
ん。また 、 F ch/S ch と表示されたときは L / R のどちらかび接続されていない可能性もありまずので、何度やってち 
結果び同じよラなとさは一度電源を切0、スピーカーやサブウーファーの接続を確認してください。 

rsw. VOL DOWN 」 ： 

サブウーファーの出力び大きすざます。サブウーファーのボ U ュームを適正値に下げてくださし、。 

rsw. VOL UP 」 ： 

「 YES 」 と設定したサブウーファーの出力信号び検出でをません。サブウーファー本体の電源を確認しボリュームを適 
正値に上げてくださし、。 
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保証と アフターサービス 


困ったとを 


保証書(別添) 


保証書は、必ず「販売店名-購入曰」などの記入を確か 
めて販売店か5受け取っていたださ、内容をよくお読 
みのラえ、大切に保管してください。 

保証期間はご購入曰か S 1 年間でず 。I 

補修用性能部品の保有期間 


当社は、この製品の補修用性能部品を製造打ち切り禮8 
年間保有しています。性能部品とはその製品の機能を 
維持するために必要な部品です。 

修理に関するご質問、ご相談 


お買い求めの販売店へご相談-ご依頼ください。 

修理を依頼されるとさ 


修理を依頼される前に取扱説明書の r 故障かな？と思つ 
た5」の項目をご確認ください。それでも異常のあると 
さは、必ず電源プラグを抜いてか5、販売店へご依頼 
ください。ご転居された0、ご贈答品などで、お買い 
求めの販売店に修理のご依頼びでさない場含は、裏表 
紙の「ご相談窓□-修理窓口のご案内」をご覧になり、 
修理受付センターにご相談ください。 


連絡していたださたい内容 


• ご住所 
• お名前 
• 電話番号 

• 製品名： AV デジタルサラウンド•アンプ 
• 型番： VSX - 已1己/目1日 
• お買い上げ曰 

• 故障または異常の内容(でさるだけ詳しく） 

• 訪問ご希望曰 

• ご自宅までの道順と目標(建物や公園など） 

■ 保証期間中は： 

修理に隙しては、保証書をご提示ください。保証書に 
記載されている当社の保証規定に基づさ修理いたしま 
す。 

■ 保話期間が過ざているときは： 

修理すれば使巧でをる製品については、ご希望により 
有料で修理いたします。 


本製品は家庭用オーディオ機器（才ーディオ-ビデ 

才機器）です。下記のを意事項を守ってご使用くだ 

さい。 

1. 一般家庭用がでの使用（例：店鋪などにおける 
巨 GM を目的とした長時間使用、車両•船舶への搭 
載、屋外での使用など）はしないでください。 

2. 音楽信号の再生を目的として設計されていますの 
で、測定器の信号（連続波）などの増幅用には使巧 
しないで < ださい。 

3. 八ウ U ングで製品び故障する恐れがありますので、 
マイク□フオンを接続する場合はマイク□フオンを 
スピーカーに向けたり、音が歪むよラな大音量では 
使用しないでください。 

4. スピーカーの許容入力を超えるよラな大音量で再生 
しないで < ださい。 



長年ご使用のオーディオ製品の点検をおずず 


故障や事故防止のためずぐに使 



めいたしまず。こんなを状はありませんか？ 

巧を中止し、電源プラグをコン 

の 


•電源コードや電源プラグび異常に熱くなる。 


セントか6巧を、「保罰とアフ 

-電源コードにさけめやひび割れびある。 

夕ーサービス」（上記）をお読み 

-電気び入ったり切れたりずる。 


の上、修理受付センター（裏表 


-本体か6異常な音、熱、臭いがずる。 


紙）に点検をご依頼ください。 


困つたとを 
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困つたとを 


サービスステーションリス 


サービスステーションへの電話は、本取扱説明書の裏表紙の 修理受付センタ~ でお受けします。(沖縄県のちは沖 
縄サービスステーションでお受けします。） 

サービスステーションの記載内容は、予告なく変更する場をがございますので、ご了承ください。 

また、認定店は不在の場をちございますので、持ち込み希望のお客様は、修理受付センターにご確認ください。 


化巧 道 地区 受付月〜金日:30〜 I 狂00け.日.祝.脾社休業日は隙く）太ミの拠点は、±曜も受付目:3日〜12:00、13:0日〜1狂 (DO (脾社休業日は除く） 

札幌サービスセンター 

FAX 01 1-61 1-5694 

干064 -08 吕吕 

札幌市中央区化2を西吕 0- 1 -3 クワザワビル 

旭リ1サービス認定店 

FAX 0] 巨巨-己已 -72 曰7 

干070 -0831 

脚1怖旭町 ] 条 ] T 目 438-89 

帯広サービス認定店 

FAX 0] 己已 -23-77 已7 

干080-001己 

帯広市西日条南28 T 目]-1 

函館サービス認定店 

FAX 01 38-40-6473 

干 041-081 1 

函館巿實岡町 2-18-7 

ま： Itlft 区 受付月〜金目 。□〜 isnc 

け•日•祝•脾社休業団ま除く）太きの拠点は、±曜も受付日:30〜12:00、13:00〜1狂0日（弊社休業日は除く） 

仙台サービスステーション 

FAX 〇吕吕 -37 已 -4996 

干 981-3121 

仙台市泉区上谷刈石田2。 

山形サービス認定店 

FAX 023 -61 已 -1 巨27 

干 990-0023 

山あ市松波]- 8- 17 

盛岡サービスステーション 

FAX 0] 9-已已日-18日已 

干020 -00 已1 

盛岡市下太田下川原1已3-] 

青森サービス認定店 

FAX 0] 7-73 已 -2438 

干030 -0821 

青森市勝田 2-16-10 

八戸サービス認定店 

FAX 曰] 78-44-33 己] 

干03 1-0802 

八戸市ル中野 4-3-34 

秋田サービス認定店 

FAX 0] 8-8 已日 -74 日] 

干 0] 0-0802 

が田巿が旭 j 11字梶の目 346-1 

郡山サービスステーション 

FAX 024-白 34-6 已巨巨 

干 963-88 已1 

郡山市鶴見坦1 -9-2 已クレールアヴ エニ ユー伊藤第2ビル 

関ま •甲 信巧巧区 （1) 受付月〜±曰:30〜18:00 (曰.祝.弊社休業曰は除く） 


世田替サービスステーション 

FAX 03-341 日-4234 

〒 ] 已已 -0032 

世田谷区代ミ尺 4-2 己-日 

墨田サービスステーション 

FAX 03-3621-7 巨] 0 

干 ] 30-001 1 

墨田区石原 4-27-9 中島に A イツ ] F 

城化サービスステーション 

FAX 03-3 己已 0-362 已 

干] 7已 -00 扫3 

板橋区徳丸 4-11-4 

を摩サービスステーション 

FAX 042-已24-已947 

干] 90-0003 

立リ|市お町 4-18-1 エクセル立川 ] F 

関東 •甲 信越 地区 （2) 受付月〜金日:30〜18:00 (±.曰.祝.休業日は除く）太字の拠点は、±曜も受付日:30〜12:00、13:日〇〜1好日日（弊社休業日は除く） 

新漏サービスステーション 

FAX 02己-241-187日 

干9已 0-09 13 

新漏市證] -5-23 

佐渡サービス指定店横山電機商会 FAX 0259-63-3400 

干日已 2-1 20白 

佐渡巿金井町千種11己 8-1 

千葉サービスセンター 

FAX 043-吕07-吕已已已 

干吕巨 3-00 14 

千葉市稲毛区作草部町 1369-1 椎の実 A イツ 1 F 

つ<ばサービス認定店 

FAX 0298-已 8- 1369 

干30已 -004 己 

つくば市梅園 2-2-6 

水戸サービス認定店 

FAX 029 -248- 13日巨 

干 3] 0-0844 

水戸市住吉町 307-4 

埼玉サービスセンター 

FAX 048 -6 己 1-8030 

干 331-0812 

さいたま市化区宮原町1 -3 1 0- 1 

J II 越サービス認定店 

FAX 049 -233 -巨已 8] 

干3已 0-0804 

リ階市下広咨] 128-1 1 

宇都宮サービス認定店 

FAX 028-巨已7-已882 

干 321-0 日1吕 

宇都宮市ち井町3373-] 

辭馬サービス認定店 

FAX 0270 -22- 18已9 

干 372-0801 

伊勢崎巿宮子町1 191-17； け t ージュ808伊勢崎101号 

神孰 II サービスセンター 

FAX 045 -943-37 扫8 

干吕 24-0037 

横お市都筑区茅ヶ崎南吕 -18-1 ベルデュール茅ヶ崎 

横お:！ヒサービス認定店 

FAX 04己-日 43-31 已已 

干 224-003 已 

横お巿都筑区勝田南]-1日-17 

厚木サービス認定店 

FAX 04巨- 224-7724 

干 243-0807 

厚木巿金田339-]金田コーポフ□ンテア201 

三宅島サービス指定店勝見電機 

TEL 04994-6-1 246 

干]00-1211 

=宅村大字坪田 

松本サービスステーション 

FAX 02巨 3-4 扫 -27 巨8 

干 390-08 已2 

松本市大字島立] 80- 已 

長野サービス認定店 

FAX 02巨-2吕9-已2已〇 

干380 -093 已 

長野市中御所]-24 

甲府サービス認定店 

FAX 〇已己-22召-8003 

干400 -003 已 

甲府市飯田 4-9-1 4 

中部地区 受付月〜金日:3日〜1狂00 (±’日’祝•弊社休業日は除く）太字の拠点は、±曜も受付日:30〜12:00、13:00〜1狂00 (弊社休業日は除く） 

を古屋サービスセンター 

FAX 〇已 2-53 吕 -1 14扫 

干4己 1-00 色3 

を古屋市西区押切吕 -8- 18 

津サービス認定店 

FAX 〇已 9-2] 3-已712 

〒已] 4-0821 

津市垂水日22-曰 

岡崎サービス認定店 

FAX 〇已巨 4-33-7 曰扫〇 

干 444-0 曰 3] 

岡崎巿大和町字荒田3日-1大和ビレッジ日-1 

岐阜サービス認定店 

FAX 〇已8-吕74-已2已巨 

干已〇 0-83 已已 

岐阜市六条江東 1-1-3 

静岡サービスステーション 

FAX 0己 4-237 -已 69] 

干 422-8034 

静岡市高松] -6-5 

沼津サービス認定店 

FAX 日已已 -9 已 7-84 已已 

干 4] 0-087 已 

沼津市化今;尺] 2-7 

浜松サービス認定店 

FAX 〇已 3-422-140] 

干43已 -0042 

おお市德ヶ瀬町41日ビラモデルナ已号 

金ミ尺サービスステーション 

FAX 07巨-2已白 -47 己8 

干920 -03 已2 

金ミ尺巿ち府1 Tg 178 

富山サービス認定店 

FAX 07巨-42己-3027 

干白 39-82] 1 

富山市二□町]- 7-1 

福井サービス認定店 

FAX 077巨- 27- 1768 

干白] 0-0001 

福井巿大願寺 3-5-9 
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困つたとを 


関西化区 受付月〜金日:30〜1狂0日（±•日•祝•弊社休業日は除く） 太を の拠点は、±曜も受付日:30〜12:00、13:00〜18:0日（弊社休業日は除く） 

大阪サービスセンター 

FAX 0巨-色310 -91 吕〇 

干己 64-00 己2 

吹田市広芝町日-8 

大阪南サービス認定店 

FAX 0722 -7 己-吕已2己 

干已白3-扫322 

瞬市津久野町1 -8- 1已□-ズマンション ] F 

大阪化サービス認定店 

FAX 06-巨4己3-已已66 

〒已3]-007邑 

大阪市北区大淀中 3-9-4 

奈良サービス認定店 

FAX 0742 -3 邑 -87 13 

干630-扫] 32 

奈良市大森西町2 1-2 巨 

和歌山サービス認定店 

FAX 0734 -46-302 巨 

〒色4 1-002] 

和歌山市和歌浦東 3-1 -吕已 

京都サービスステーション 

FAX 07已 -3 已2-吕已88 

干 600-8322 

京都巿下京区西洞院通五条東南角ル柳町已1 3- 2五条久保田ビル1 F 

福知山サービス認定店 

FAX 0773 -24 -已37已 

干巨 20-00 己已 

福知山市德尾新町 2-74 カマノ チマンション 

巧戸サービスステーション 

FAX 078-2 已 1-7 173 

干6已] -008 已 

巧戸市中央区磯上通り已 -1-1 3 

姫路サービス認定店 

FAX 0792-己]-2已已6 

干67 1-0 吕吕4 

姫路市別所町佐 ±4-2 

中固地区 受付月〜金9:30〜18:0日（±•曰•祝•脾社休業日は除く） 太を の拠点は、±曜も受付日:30〜12:日0、13:00〜18:0日（弊社休業日は除く） 

広島サービスステーション 

FAX 08吕-吕 48-9939 

干 730-0041 

広島市中区小町吕 -30 第二有楽ビル1 F 

徳山サービス認定店 

FAX 0834 -33 -已7巳9 

干74已-000已 

徳山市巧富町 3-1] 森広事務所 ] F 

福山サービス認定店 

FAX 0849 -31-279] 

干 720-08] 已 

福山市野上町 3-12-9 

岡山サービスステーション 

FAX 086-244-8748 

干700 -097 已 

岡山市今 8-1 已 -2] 

松江サービス認定店 

FAX 08已 2-22-7779 

〒巨 90-00] 7 

松江巿西津田4-已 -40 (有）テクピット内 

鳥取サービス認定店 

FAX 08已7-吕 9-1 2白0 

干680 -00 邑1 

烏取市立り1町日- 240-] 

四国巧区 受付月〜金日:30〜18:0日（±.日.祝.脾社休業日は除く） 


高松サービスステーション 

FAX 087 -861-484] 

干 760-007 扫 

高お市今里町]- 16-1 

徳島サービス認定店 

FAX 088 -6 邑9-已07巨 

干 770-8023 

徳島市勝占町中須日2-]大おジョ U 力地下]階103号 

高知サービス認定店 

FAX 088 -802-332] 

干 780-00 己1 

高知市愛ち町 3-12- 13晃栄ビル ] F 

松山サービス認定店 

FAX 089 -9 己]-已270 

干 79]-8067 

松山巿古王津已 -10-3 已商船ビル ] F 

九州化区 受付月〜金日:30〜18:0日（±•曰•祝•脾社休業日は除く） 太を の拠点は、±曜も受付日:30〜12:日0、13:00〜18:0日（弊社休業日は除く） 

福岡サービスステーション 

FAX 〇白吕 -41 吕 -7460 

干 812-0016 

福岡市博を区博を駅南吕 - 1吕-3 

博をサービス認定店 

FAX 0日 2-4 邑] -1 已43 

干 8] 2-000 已 

福岡市博を区上牟田 2-6-7 

長崎サービス認定店 

FAX 09已 -849-4 已〇巨 

干8已 2-8] 4已 

長崎市昭和] T 目 12-10 ク U スタル八イツ平野 

熊本サービス認定店 

FAX 096 -331-3323 

干 862-09] 扫 

熊本市巧立日 T 目 14-17 

大分サービス認定店 

FAX 097-己 49-242 日 

干870 -08 己1 

大分巿大石町已 T 目]-1 

北九州サービスステーション 

FAX 0日 3-9 己 1-1 74扫 

干802-0011 

化九州市ル倉：！ヒ区重住 3- 1 -30 

鹿児島サービスステーション 

FAX 099 -224-76 白2 

干8日 2-0841 

鹿児島市照国町 3-2] 第二大見ビル2 F 

宮崎サービス認定店 

FAX 098己- 27-3 136 

干880 -08 吕1 

宮崎市浮城町目8-] 

沖縄地区(冲縄県のみ） 受付 

月〜金日:30〜1扫:00 (±’ 

日’祝•興社休業日は除 <) 

沖縄サービスステーション 

TEL 098 -879-1 910〒日0]-吕] 22 

FAX 098-879-1 3已2 

浦添市勢理客 4-18-1 トヨタマイカーセンタ ー3 F 


平成16年10ち現在 
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本機を操作するときの主な用語や表示をまとめました。参照ページに進むと、それぞれに関連する情報びあります。 


五十音順 


アコースティックキヤ U ブレーシヨン E 日 . 41,64 

アナ□グ .31. 33, 37 

一覧（全体図） 

表示部（ディスプレイ） . 2已 

前面部（フ□ントパネル） . 23 

背面部（リアパネル） . 26 

つード/ケーブル . 27 

U モコン . 19, 84(\/ SX -9] 己)，21， 89(\/ SX - 己1已） 

システムセットアップ（メニュー）設定項目 . 已8 

初期設定（工場出荷時の設定） . 100 

U スニングモードと出カチヤンネル数 . 99 

インプットアッテネーター . 42 

才—トセットアップ（冉 MCACC ). 13 

音場補正 CMCACC ). 已9 

音量（音量バランス、出カレベル） . 3日，4已.已2 

ク□スオーバー周波数 . 已9, 70 

再生モード（リスニングモード） . 38, 94. 98.目日 

サブゥーファー . 已9, 77. 93. 103 

サラウンド（リスニングモード） . 38,94. 98.日日 

サラウンド/(ック . 40, 4己，49.已].日3 

周波数（特性） . 41.曰日.目4 

初期化（リセット、クリア） 

本体 . 100 

U モつン .87( VSX - 曰]己)， 90( VSX - 己1已） 

初期設定（工場出荷時の設定） . 100 

仕様（スペック） . 101 

スピーカー 

接続 . 28 

Bi-Amp (バイアンプ）接続 . 78 

Bi-Wire (バイワイヤ）接続 . 78 

設置•配置 . 28, 93 

設定 . 1 3. 58. 68 

接続 

つ—ド/ケーブル . 27 

スピーカー . 28 

映像機器 . 29 

言受定 . 已8,扫4, 89. 100 

操作ボタン-操作キー 

本体 . 23 

U モコン . 19, 84(\/ SX -9] 己)，21， 89( VSX - 己1已） 

ダイナ S ックレンジ . 7已 

デコード .38. 94. 99 

デジタル . 33, 73.曰4 

デュアルモノ . 76 

ド ' J レビー . 38, 94. 9已 . 99 

ノ（ーチヤ J レサラウンドバックモード . 4己 

ビデオコンバーター . 29 

表示 

本体 . 25 


U モつン .19. 84( VSX -915). 21.89( VSX - 已1已) 


設定画面 . 58 

メッセージ（エラーメッセージ） . 10已 

フォー マット . 2已，3 巨， 38, 94. 99 

g 次 . 6 

U スニングモ ー K . 38,曰4, 98.白9 


アルファベット順 

A 冉 C ( MPE 白-2 AAC ). 96, 99 

Acoustic Cal EQ . 41,已4 

冉 DV . SURR (ADVANCED SURROUND )38, 98, 99 

AUTO SURR (AUTO SURROUND ).38. 99 

AMP ERR . 104 

Dl 冉 LO 白 E .47 

DIRECT .38 

DOLBY .38, 43, 94. 9 巨， 99 

DRC .75 

DTS .38, 44, 94. 9 曰， 99 

DUALMONO (Dual Mono ).76 

DVD 才ーディオ .31,42, 94, 99 

EXTENDED モード' (EXTENDED MODE ). 40, 99 

LFE (Low Frequency Effect ).2 己，已日， 70, 77 

LISTENING MODE . 38, 94, 98, 99 

LOUDNESS .46 

MCACC . 已 9 

MIDNIGHT .46 

MPE 白- 2 AAC .9 曰， 99 

DVD 己 . Ich . 31,42 

Neo : 巨 .38, 44. 94. 9 氏 99 

OVERLOAD . 104 

PCM .94 

PRE OUT (プ U ァウり . 61.79 

S 冉 CD .31,42, 94. 99 

SR +.80 

STANDARD .38. 99 

STEREO (/ DIRECT ). 38, 99 

SYSTEM SETUP . 已 8, 已〇 

TONE (卜ーンコント□-ル） . 47 

記号-数字順 

0.1チャンネル .9. 94 

9巨 kHz . 94, 99 

□□ . 38, 43,白 4. 白已，99 
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ご相談窓 □ -修理窓口のご案内 


パイオニア商品の修理•お取り巧い（取り付け•組み合わせなど）については、お買い巧めの販売店様へ 

お問し、セト プピ-* C し、 

なお、修理をご依頼される場合は、取扱説明書の『故障かな？と思ったら J を一度ご覧になり、故障かどうかご 
確認ください。それでも正常に動作しない場合は、①型名®ご購入日感故障症状を具体的に、ご連絡ください。 
參パイオニアホームぺージ ：お客様 サ ポート http :// www . pioneer . co . jP / support / index.h tml 

(商品についてよくあるお問い合わせ-カタログの請求-メールマガジン登録のご案内など） 

<下記窓□へのお問い合わせの時のごま意 > 市外局番「0日7日」で始まるフトフォン及び「0120」で始まる^フり-グイヤルは、 PHS 、 携帯電話などからは、ご使用になれません。 
また、 【一般 電話】は、携帯電話 - PHS などからご利用巧能ですが、通話料がかかります。 


商品のご購入や取り扱いについてのご相談窓口 


カスタマーサポート七ンター（全国共通フリーフォン） 




受付月曜〜金曜9 : 3 0〜17 : 0 0、±曜■日曜-巧日9:30〜12:00、13:00〜1 

7:00 (弊社か業日は除く） 



♦家庭用オーディオ/ビジュアル商品のご相談窓口およびカタログのご請求窓口 

W 0070-800 

- 8 

181-22 

一般電話 

【一嵌電話】 03-5496 - 

2 9 

8 6 

参ファックス受付 

03-3490- 

5 7 

18 


部品のご購入についてのご相談窓 □ 

♦部品（付属品、リモコン，取扱説明書など）のご購入については、 部品受注センター へお問い合わせください。 

部品受ミ主センター 

受付月曜〜金曜9:30〜18:00、±曜•日曜■巧日9:30〜12:00、 13:00-17:00 (辟社イ木業日は除く） 

電話（フ リ-グイヤ ル）函 0120 -5-81095 ファックス（フ り-グイヤル） 函 01 20 — 5 — 81 0 9 6 

-般電話 0538-43-1161 


修理についてのご相談窓 □ 

•お買いまめの販売店に修理の依頼が出来ない場合は、 修理受付七ンター へ(沖縄の方は、沖縄サービスステーションへ） 

修理受付七ンター（沖縄県を除<全国） 

受か月曜〜金曜9:30〜19:00、±曜-日曜-祝日9:30〜12:00、13:00〜18:00 (弊社か業日は除く） 

電話（フ トグイヤル） ^01 20-5-81 028 ファックス（フ トグイヤル） 函 01 2 0 - 5 - 81 0 2 9 
-般電話 03-5496-2023 

ミ 中縄サービスステーション （ミ 中縄県のみ） 

受付月曜〜金曜 9:30-18:00 (±曜-日曜■巧日■弊社休業日は除く） 

-版電話 098-879-1910 ファックス 098-879-13 已 2 

VOL.01 1 


JIS C 6] 000 -3-2 適合品 


D50-5-10-1_AJa 


/ JIS C 目 10 □日- 3-3 適合品とは、日本工業規格「電臟両立性\ 
-第 3- 2部：限度値-高調波電流発生限度値 (1 相当たりの入 
力電流び 20 A 1； (下の機器)」に基づさ、商用電力系統の高調 
\ 波環境目標レベルに適合して設計-製造した製品です。 


© 2004 ； イオニア株式会社 禁 無断転載 

パイオニア株式会社 愚 153-8654 東京都目黒区目黒1了目4番1号 

<04L00001> <XRA3022-A> 















